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塾調
　
説反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）

宮

井

雅

明

一　

課
題
の
設
定

一
一　
問
題
の
所
在

（１
）
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る

「力
」
へ
の
関
心
と
市
場
力
理
論
の
課
題

（２
）
判
例
法
に
み
る

「力
」
の
意
義
と
位
置
付
け

（以
上
、
第

一
巻

一
号
）

〓
一　
市
場
力
理
論
の
確
立

（１
）
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
変
遷
と
実
務
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
経
済
政
策
化

①
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
と
実
務
に
お
け
る
経
済
分
析
の
試
み

②
シ
カ
ゴ
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
と
実
務
に
お
け
る
経
済
分
析
の
定
着

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
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一

法
政
研
究
一
巻
二
芸
∵
四
号

（
一
九
九
七
年
）

③
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
に
お
け
る

「レ
ー
ガ
ン
革
命
」
の
意
義

④
小
括

（２
）
市
場
力
理
論
の
分
析

。①
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
立
場

②
シ
カ
ゴ
学
派
の
立
場

③
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
理
論
の
特
徴
と
関
連
市
場
の
画
定
問
題

（３
）
市
場
力
理
論
の
実
務

へ
の
浸
透

（以
上
、
本
号
）

四
　
市
場
力
理
論
の
発
展

五
　
結
語

〓
一　
市
場
力
理
論
の
確
立

周
知
の
よ
う
に
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
主
流
は
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
立
場
か
ら
シ
カ
ゴ
学
派
の
立
場
へ
と
変
遷
し
て
き
た
。
今
日
で

は
、
新
産
業
組
織
論
の
研
究
成
果
が
、
シ
カ
ゴ
学
派
へ
の
批
判
を
通
じ
て
徐
々
に
判
例
法
と
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
の
方
針
に
影
響
を
及
ぼ
し

つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
市
場
力
理
論
に
お
い
て
も
、
シ
カ
ゴ
学
派
が
確
立
し
た
理
論
の
基
本
的
枠
組
み
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る
が
、
各
論

四
九
〇

(有)コピング



に
お
い
て
は
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
非
現
実
的
で
静
態
的
な
行
動
仮
説
へ
の
批
判
を
通
じ
て
理
論
の
修
正
が
試
み
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
本
章
で
は
、
ま
ず
、
「レ
ー
ガ
ン
革
命
」
に
至
る
ま
で
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
全
体
的
潮
流
を
概
観
し
、
次
に
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
市

場
力
理
論
の
構
造
と
特
徴
を
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
立
場
と
の
比
較
を
通
じ
て
分
析
し
た
い
と
思
う
。
本
章
で
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
次
章

で
は
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
理
論
へ
の
批
判
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。

（１
）
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
変
遷
と
実
務
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
経
済
政
策
化

こ
の
間
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
変
遷
、
す
な
わ
ち
、
有
効
競
争
論

（■
ｏＨざ
σ
げ
８
日
づ
Φ
澤
いｏ
Ｐ
Ｑ
ぉ
ｏ詈
①
８
日
づ
①
澤
いｏ
じ

の
出
現

と
、
市
場
構
造
―
市
場
行
動
―
市
場
成
果
の
因
果
関
係
を
実
証
研
究
の
分
析
枠
組
み
と
す
る
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
産
業
組
織
論
の
展
開
、

ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
に
対
す
る
シ
カ
ゴ
学
派
か
ら
の
批
判
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
紹
介
が
あ
る
嗜
）そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
、
反
ト
ラ
ス
ト

政
策
論
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
次
節
以
下
の
議
論
に
必
要
な
限
度
で
跡
付
け
る
に
止
め
た
い
。
本
節
で
は
む
し
ろ
、
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
に

よ
る
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
立
案
と
執
行
の
過
程
に
お
け
る
経
済
分
析
の
定
着
の
過
程
に
着
目
し
た
い
嗜

一
）
般
的
な
調
査
研
究
に
止
ま
ら
な

い
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
解
釈

・
運
用
に
お
け
る
経
済
学
の
体
系
的
利
用
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
単
に
学
界
レ
ベ
ル
で
の
現
象
に
止
ま

ら
ず
、
い
わ
ば
制
度
的
な
裏
付
け
を
伴
っ
て
い
る
。
市
場
力
理
論
の
提
唱
と
そ
の
変
遷
は
、
実
務
に
お
い
て
経
済
学
の
体
系
的
利
用
を
促

し
た
の
と
同
じ
問
題
意
識
に
根
差
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
節
は
、
実
務
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
経
済
政
策
化
と
で
も
言
う
べ
き

過
程
を
跡
付
け
、
そ
の
意
義
と
問
題
点
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
市
場
力
理
論
分
析
の
た
め
の
視
点
を
提
示
す
る
こ
と
を
も
同
時
に
狙
っ
て

い
る
。

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（
二
）

四
九

一
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①
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
と
実
務
に
お
け
る
経
済
分
析
の
試
み

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
至
る
ま
で
の
時
期
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
に
お
い
て
、
有
効
競
争
論
や
、
そ
こ
か
ら
発

展
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
産
業
組
織
論
の
立
場
が
主
流
を
占
め
て
い
た
。
有
効
競
争
論
は
、
完
全
競
争
論
が
そ
の
非
現
実
性
と
静
態
的

性
格
の
ゆ
え
に
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
基
準
と
し
て
適
切
で
な
い
と
の
認
識
か
ら
出
発
し
た
と
言
わ
れ
る
。
完
全
競
争
が
成
り
立
つ
た
め
の

前
提
条
件
、
す
な
わ
ち
、
市
場
参
加
者
が
価
格
受
容
者
で
あ
る
こ
と
、
完
全
知
識
、
完
全
流
動
性
、
参
入
退
出
の
自
由
は
、
現
実
に
は
満

た
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
と
矛
盾
す
る
諸
現
象
、
す
な
わ
ち
、
市
場
の
寡
占
化
、
製
品
差
別
化
、
参
入
障
壁
の
存
在
が

一
般
化
す
る
に

至
っ
て
い
る
。
有
効
競
争
論
や
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
産
業
組
織
論
で
は
、
完
全
競
争
モ
デ
ル
か
ら
の
か
よ
う
な
逸
脱
が
市
場
構
造
の
変
質

と
捉
え
ら
れ
Ｅ
市
場
構
造
の
変
質
が
完
全
競
争
モ
デ
ル
の
経
済
厚
生
上
の
帰
結
を
ど
の
程
度
歪
め
る
か
が
問
題
と
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
立
場
に
お
い
て
も
、
大
規
模
生
産
や
大
規
模
流
通
が
も
た
ら
す
規
模
の
経
済
性
や
、
資
本
集
中
が
可
能
と
す
る
技
術
革
新
が
社
会
に

も
た
ら
す
便
益
は
理
論
上
無
視
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
七
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
企
業
は
、

規
模
の
経
済
性
を
達
成
す
る
に
必
要
な
規
模
を
は
る
か
に
超
え
て
肥
大
化
し
て
お
り
、
却
っ
て
生
産
上
、
経
営
上
の
非
効
率
を
生
み
出
し

て
い
る
と
い
う
実
態
認
識
が

一
般
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
輸
）か
よ
う
な
実
態
認
識
に
基
づ
い
て
、
市
場
構
造
の
改
善
を
通
じ
た
競
争
プ

ロ
セ
ス
の
回
復
が
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
中
心
的
課
題
と
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
持
続
す
る
市
場
力
を
有
す
る
企
業

の
分
割
措
置
の
提
案
、
意
識
的
並
行
行
為
の
予
防
の
た
め
の
合
併
規
制
の
強
化
、
寡
占
的
相
互
依
存
関
係
を
維
持

・
強
化
す
る
効
果
を
も

つ
垂
直
的
制
限
や
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
上
の
制
限
に
対
す
る
規
制
強
化

（当
然
違
法
原
則
の
適
用
範
囲
の
拡
大
）
等
が
提
案
さ
れ
た
電

ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
は
、
判
例
法
に
お
い
て
も
、
当
然
違
法
原
則
の
適
用
範
囲
の
拡
大
と
集
中
率
重
視
の
姿
勢
に

反
映
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
期
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
が
、
判
例
法
に
お
い
て
根
強
く
受
け
継
が
れ
て
来
た

ポ
ピ

ュ
リ
ス
ト
的
価
値
観
と
概
ね
整
合
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
も
ま
た
、
シ
カ
ゴ
学
派
と
同
様
に
、
新
古
典
派
経



済
学
の
価
格
理
論
を
分
析
の
出
発
点
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
で
は
、
市
場
構
造
と
市
場
成
果

と
の
因
果
関
係
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市
場
構
造
の
改
善
、
す
な
わ
ち
、
中
小
企
業
に
成
長
の
機
会
を
与
え
る
多
元
的
秩
序
の
回

復
は
、
一
般
的
に
は
、
資
源
配
分
上
お
よ
び
生
産

・
流
通
上
の
効
率
性
の
達
成
と
い
っ
た
経
済
政
策
上
の
目
標
と
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。

市
場
構
造
と
市
場
成
果
と
の
因
果
関
係
に
疑
間
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
と
き
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
実
現
が
期
待
さ
れ
て

（２
）

い
た
諸
価
値
の
間
の
矛
盾

・
抵
触
が
鋭
く
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

反
ト
ラ
ス
ト
法
の
運
用
に
経
済
学
を
体
系
的
に
利
用
す
る
最
初
の
試
み
は
、
一
九
二
八
年
の
ニ
ュ
ー
・デ
ィ
ー
ル
政
策
の
転
換
を
契
機
と

す
る
。
こ
の
年
、
産
業
集
中
の
進
展
に
伴
う
競
争
抑
圧
的
な
企
業
行
動
が
不
況
深
刻
化
の
元
凶
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
Ｆ

・
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
運
用
強
化
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
連
邦
司
法
省
反
ト
ラ
ス
ト
局
長
に
就
任
し

た

ロデ
・
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
を
実
効
的
な
経
済
政
策
と
し
て
運
用
す
る
必
要
性
を
唱
え
哺
ぞ
の
た
め
の
反
ト
ラ
ス
ト
局
の
組

織
改
革
に
乗
り
出
し
た
。
具
体
的
に
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
局
の
予
算
と
ス
タ
ッ
フ
の
増
加
、
経
済
学
的

・
統
計
的
調
査
に
よ
っ
て
法
律
家
ス

タ
ツ
フ
を
助
け
る
六
人
の
経
済
ス
タ
ッ
フ
か
ら
な
る
課
の
設
置
が
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、
臨
時
全
国
経
済
委
員
会

（Ｔ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
の
調
査

結
果
を
含
む
経
済
デ
ー
タ
に
基
づ
く
訴
追
対
象
の
選
択
、
反
ト
ラ
ス
ト
局
の
活
動
の
標
準
化
と
合
理
化
の
た
め
の
上
級
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

新
人
研
修
や
訴
追
理
由
の
公
表
、
同
意
判
決
を
利
用
し
た
行
政
的
手
法
に
よ
る
事
案
解
決
が
試
み
ら
れ
た
。
本
来
司
法
省
は
訴
追
機
関
に

過
ぎ
ず
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
分
野
に
限
ら
ず
、
要
件
事
実
の
立
証
可
能
性
が
事
案
の
選
択
と
評
価
の
基
準
と
な
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
言

わ
れ
る
。
い
わ
ば
法
律
家
的
発
想
が
司
法
省
の
行
動
を
特
徴
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の

試
み
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ー
ノ
ル
ド
以
降
、
反
ト
ラ
ス
ト
局
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
運
用
は
再
び
法
曹
主
導

型
と
な
り
．
経
済
学
の
体
系
的
利
用
の
試
み
は

一
九
六
五
年
の
Ｄ

・
Ｆ

・
タ
ー
ナ
ー
の
反
ト
ラ
ス
ト
局
長
就
任
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
二
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四

タ
ー
ナ
ー
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
運
用
の
目
標
の
確
立
と
訴
訟
負
担
の
管
理
の
た
め
に
経
済
分
析
に
依
拠
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
法

律
家
的
発
想
の
下
で
は
訴
訟
に
勝
て
る

３
８

ｇ
言
）
か
ど
う
か
が
事
案
選
択
の
基
準
と
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
、
経
済
分
析

に
照
ら
し
て
勝
つ
べ
き

♂
す
ｏ
〓
巨
ｇ
言
）
か
ど
う
か
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
前
任
者
Ｗ
ｏ
オ
リ
ッ
ク
時
代
の
政
策
立
案
グ
ル
ー

プ
を
引
き
継
ぐ
形
で
設
置
さ
れ
た
政
策
立
案

ｏ
評
価
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
訴
状
や
準
備
書
面
の
経
済
学
的
評
価
の
試
み
、
経
済
ア
シ
ス
タ

ン
ト

・
グ
ル
ー
プ
や
タ
ー
ナ
ー
自
身
に
よ
る
事
案
選
択
の
試
み
、
当
時
の
産
業
組
織
論
研
究
の
成
果
を
最
大
限
に
利
用
し
た

一
九
六
八
年

合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
発
表
等
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
経
済
ス
タ
ッ
フ
の
質
が
必
ず
し
も
高
く
な
く
、
し
か
も
、
事
案
の
選
択

・
評
価

に
お
け
る
経
済
ス
タ
ッ
フ
の
影
響
力
は
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
タ
ー
ナ
ー
の
意
図
は
必
ず
し
も
十
分
に
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ

（‐８
）

る

。

（‐９
）

他
方
、
連
邦
取
引
委
員
会

（以
下
で
は
Ｆ
Ｔ
Ｃ
と
略
称
す
る
）
は
、
商
務
労
働
省
企
業
局
去
”
Ｅ
８
ｃ
Ｒ
ｏ
ｏ
む
ｏ
「，
一いｏ
じ

を
前
身
と
す

る
た
め
、
経
済
調
査
を
専
門
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
初
め
か
ら
抱
え
て
い
た
。
し
か
し
、
経
済
ス
タ
ッ
フ
と
法
律
家
ス
タ
ッ
フ
と
の
内
部
調

整
の
仕
組
み
が
欠
如
し
て
い
た
た
め
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
運
用
に
お
け
る
経
済
学
の
体
系
的
利
用
は
、
合
併
規
制
の
分
野
を
除
い
て
七
〇

年
代
に
至
る
ま
で
進
ま
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
電

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
七
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
に
お
け
る
経
済
学
の
体
系
的
利
用
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
運
用
に
お
い
て
法
律
家
ス
タ
ッ
フ
の
発
言
力
が
依
然
と
し
て
大
き
く
、
し
か
も
、
法
律
家

ス
タ
ッ
フ
自
身
、
詳
細
な
経
済
分
析
の
必
要
性
を
さ
ほ
ど
感
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
当
時
の
判
例
法
に
お
け
る
当

然
違
法
原
則
の
適
用
範
囲
の
拡
大
、
集
中
率
を
重
視
す
る
構
造
主
義
的
態
度
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。

②
シ
カ
ゴ
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
と
実
務
に
お
け
る
経
済
分
析
の
定
着



五
〇
年
代
に
シ
カ
ゴ
大
学
の
ロ
ー

・
ス
ク
ー
ル
で
教
鞭
を
と
っ
た
Ａ

・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
価
格
理
論
を
反
ト
ラ
ス
ト
法
上
の
諸
問
題
に

応
用
し
た
の
が
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
に
お
け
る
シ
カ
ゴ
学
派
の
起
源
で
あ
る
と
さ
れ
る
鳴
）反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
に
お
け
る
シ
カ
ゴ
学
派

は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
強
い
信
頼
と
肥
大
化
し
た
福
祉
国
家

へ
の
反
感
を
基
調
と
す
る
ハ
イ
エ
ク
流
の
新
自
由
主
義
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
共
有
す
る
っ
ま
た
、
方
法
論
的
に
は
、
新
古
典
派
経
済
学
の
価
格
理
論
を
反
ト
ラ
ス
ト
法
上
の
諸
問
題
の
分
析
に
適
用
し
よ
う

と
す
る
っ
か
く
し
て
ヽ
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
に
お
け
る
シ
カ
ゴ
学
派
は
、
利
潤
最
大
化
原
則
あ
る
い
は
効
用
最
大
化
原
則
に
基
づ
く
経
済

主
体
の
合
理
性

を
前
提
と
し
、
「市
場
の
失
敗
」
よ
り
も

「政
府
の
失
敗
」
の
コ
ス
ト
を
重
視
す
る
の
で
、
企
業
活
動
の
自
由
を
よ
り
広

く
認
め
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
論
理
は
、
具
体
的
な
実
証
研
究
に
基
づ
く
帰
納
法
で
は
な
く
、
静
態
的
で
時
に
非
現
実
的
な
諸
前

（２７
）

提
か
ら
の
演
繹
法
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
に
お
け
る
シ
カ
ゴ
学
派
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
と
解
釈
論
に
対
す
る
批
判
者
と
し
て
登
場

し
た
。
そ
の
批
判
の
矛
先
は
、
ま
ず
、
抱
き
合
わ
せ
協
定
、
再
販
売
価
格
維
持
協
定
等
の
垂
直
的
制
限
や
垂
直
的
統
合
の
分
野
に
向
け
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
産
業
組
織
論
の
分
野
で
も
、
宣
伝

・
広
告
に
よ
る
製
品
差
別
化
の
評
価
、
参
入
障
壁
の
分
析
、
集
中
率
と
利
潤
率
と
の

関
係
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
成
果
に
対
し
て
疑
間
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
本
稿
の
主
題
と
の
関
連
で
は
、
市
場
構
造
と
市
場
成
果
と
の

関
係
に
関
す
る
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
Ｊ

ｏ
Ｓ

・
ベ
イ
ン
の
研
究
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
は
、
集
中
率
と
利
潤
率
と

の
間
に
高
い
相
関
関
係
を
見
い
だ
し
、
こ
れ
を
企
業
間
の
共
謀
や
協
調
行
為
と
い
っ
た
競
争
抑
圧
的
な
行
動
に
よ
っ
て
説
明
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
シ
カ
ゴ
学
派
で
は
、
集
中
率
と
利
潤
率
と
の
間
の
高
い
相
関
関
係
は
、
最
適
規
模
の
達
成
に
向
け
た
産
業
の
調
整
過
程
で

一
時

的
に
生
じ
た
不
均
衡
、
あ
る
い
は
、
大
規
模
企
業
に
お
け
る
効
率
的
生
産
活
動
の
結
果
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
高
集
中
産
業
に（３０
）

お
け
る
企
業
の
高
い
利
潤
率
は
、
競
争
が
な
い
結
果
で
は
な
く
、
む
し
ろ
競
争
が
行
わ
れ
て
い
る
証
拠
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
シ
カ
ゴ
学
派
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
参
入
障
壁
の
定
義
を
批
判
し
、
既
存
企
業
が
負
担
し
な
か
っ
た
費
用
で
新
規
参
入
者
が

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（一０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
五
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新
た
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
の
み
が
真
の
参
入
障
壁
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
ぁ
る
と
説
く
電
規
模
の
経
済
性
や
広
告
に
よ
る

製
品
差
別
化
に
よ
っ
て

一
時
的
に
参
入
が
困
難
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
高
利
潤
が
新
た
な
参
入
を
呼
び
起
こ
す
の
で
、

通
常
、
既
存
企
業
は
価
格
支
配
力
を
も
ち
得
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
企
業
に
独
占
的
な
価
格
設
定
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
参
入
障

壁
は
、
政
府
に
よ
る
市
場
へ
の
人
為
的
介
入
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
に
な
る
。
か
よ
う
な
主
張
か
ら
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
反
ト
ラ
ス

ト
政
策
論
で
は
潜
在
的
競
争
圧
力
の
頑
健
性
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
は
、
市
場
構
造
―
市
場
行
動
―
市
場
成
果
の
因
果
関
係

へ
の
懐
疑
を
前
提
と
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
価
値
の
追
求
と
経
済
政
策
上
の
目
標
の
達
成
と
は
必
ず
し
も
整
合
的
で

は
な
く
な
り
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
を
経
済
政
策
と
し
て
首
尾

一
貫
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
価
値
観
は
放
棄
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
シ
カ
ゴ
学
派
の
論
者
が
資
源
配
分
上
の
効
率
性
の

（生
産

・
流
通
上
の
効
率
性
を
阻
害
し
な
い
限
度
で
の
）
達
成

を
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
唯

一
の
目
的
と
捉
え
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
か
よ
う
な
実
態
認
識
が
あ
る
哺
）か
よ
う
な
立
場
か
ら
、
大
企
業
の
分
割

措
置
へ
の
否
定
的
評
価
、
合
併
規
制
の
緩
和
（垂
直
的
合
併
や
多
角
的
合
併
の
事
実
上
の
容
認
、
水
平
的
合
併
の
規
制
緩
和
）
、
シ
ャ
ト
マ

ン
法
第

一
条
事
件
、
特
に
垂
直
的
制
限
に
お
け
る
合
理
の
原
則
の
主
張
、
水
平
的
制
限
重
視
と
い
っ
た
具
体
的
提
言
が
な
さ
れ
た
こ
と
は

周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
市
場
構
造
―
市
場
行
動
―
市
場
成
果
の
因
果
関
係
へ
の
懐
疑
は
、
結
果
的
に
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
当
局

に
お
い
て
経
済
分
析
が
定
着
す
る

一
契
機
と
も
な
っ
た
。

シ
カ
ゴ
学
派
の
立
場
は
、
産
業
組
織
論
の
分
野
で
は
七
〇
年
代
初
頭
に
既
に
優
位
と
な
り
っ
そ
の
影
響
は
、
相
次
ぐ
判
事
の
交
替
を
契

機
と
し
て
七
〇
年
代
中
頃
に
は
連
邦
最
高
裁
に
も
及
び
始
め
た
と
言
わ
れ
る
。
実
務
に
お
い
て
シ
カ
ゴ
学
派
の
優
位
が
確
立
し
た
の
は

レ
ー
ガ
ン
政
権
以
降
で
あ
る
が
、
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
で
は
既
に
七
〇
年
代
に
お
い
て
、
判
例
法
の
動
向
に
呼
応
し
て
経
済
学
の
体
系
的
利

用
の
た
め
の
体
制
作
り
が
進
ん
で
い
た
。
Ｍ

・
Ａ

・
ア
イ
ス
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
に
お
け
る

「レ
ー
ガ
ン
革
命
」



を
準
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
司
法
省
反
ト
ラ
ス
ト
局
に
お
い
て
は
、
一
九
七
二
年
に
反
ト
ラ
ス
ト
局
長
に
就
任
し
た
弓
，

コ
イ
パ
ー
が
、
Ｇ

ｏ
ヘ
イ
と
協
力

し
て
経
済
政
策
室

貧
８
●
ｏ日
お
「
ｏＦ
ｅ

Ｏ
露
８
）
を
設
置
し
、
事
案
選
択
を
含
む
政
策
過
程
の
全
段
階
で
経
済
分
析
の
影
響
力
を
高
め
る

こ
と
を
狙
っ
た
。
従
来
の
経
験
に
照
ら
す
と
法
律
家
ス
タ
ツ
フ
の
強
い
抵
抗
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
彼
ら
は
、
権
限
の
再
分
配
を
伴
う
よ

う
な
公
式
の
措
置
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
経
済
分
析
の
有
効
性
を
法
律
家
ス
タ
ツ
フ
に
説
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
政
策

室
の
影
響
力
を
高
め
よ
う
と
し
た
。
当
初
は
、
優
秀
な
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
獲
得
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
法
律
家
ス
タ
ッ
フ
と
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
と
の
対
立
、
さ
ら
に
は
、
経
済
政
策
室
内
部
で
の
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
と
シ
カ
ゴ
学
派
と
の
対
立
に
よ
る
合
意
の
欠
如
に
よ
り
、
経
済

政
策
室
は
政
策
過
程
に
お
い
て
影
響
力
を
十
分
発
揮
で
き
な
か

っ
た
℃
）し
か
し
ヽ
七
〇
年
代
の
判
例
法
の
経
済
分
析
重
視
の
姿

勢
、
一
九
七
六
年
の
ハ
ー
ト

・
ス
コ
ッ
ト

・
ロ
デ
ィ
ノ
法
に
よ
る
合
併
事
前
届
け
出
制
度
の
導
入
、
七
〇
年
代
以
降
の
規
制
緩
和
の
風
潮
を

追
い
風
と
し
て
、
経
済
政
策
室
の
影
響
力
は
次
第
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
っ
七
〇
年
代
の
後
半
頃
ま
で
に
は
、
経
済
政
策
室
は
、
経
済
分
析

に
基
づ
く
事
案
の
選
択

・
調
査
、
届
け
出
ら
れ
た
合
併
計
画
の
競
争
に
及
ぼ
す
効
果
の
分
析
、
政
府
調
達
に
お
け
る
談
合
入
札
等
の
反
競

争
的
行
動
の
識
別
、
同
意
判
決
修
正
提
案
の
経
済
分
析
、
政
府
規
制
の
経
済
分
析
と
競
争
促
進
的
な
規
制
改
革
案
の
提
案
、
裁
判
所
や
規

制
機
関
に
お
け
る
専
門
家
と
し
て
の
証
言
等
の
機
能
を
担
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
機
能
充
実
の
背
後
に
は
、

こ
の
間
の
判
例
法
の
変
化
に
よ
っ
て
法
律
家
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
経
済
分
析
の
役
割
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

（４０
）

た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。

他
方
、
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
、
前
述
の
と
お
り
、
従
来
か
ら
法
律
家
ス
タ
ッ
フ
と
経
済
ス
タ
ッ
フ
と
の
内
部
調
整
の
仕
組
み
の
欠
如
や
委
員
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
の
欠
如
を
指
摘
さ
れ
、
五
〇
年
代
か
ら
幾
度
か
の
組
織
再
編
を
経
験
し
て
来
た
。
し
か
し
、
本
格
的
な
Ｆ
Ｔ
Ｃ
改
革
の
動

き
は
、
エハ
〇
年
代
後
半
以
降
の
イ
ン
フ
レ
を
背
景
と
す
る
消
費
者
運
動
の
高
ま
り
と
当
時
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
委
員
長
に
よ
る
Ｆ
Ｔ
Ｃ
運
営
に
対

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（一じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
七
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す
る
批
判
を
直
接
の
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。　
一
九
六
九
年
に
は
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
要
請
に
よ
リ
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会

（Ａ
Ｂ

Ａ
）
内
に
設
置
さ
れ
た
Ｆ
Ｔ
Ｃ
研
究
委
員
会
の
報
告
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
の
Ｆ
Ｔ
Ｃ
改
革
の
青
写
真
が
示
さ
れ
た
っ

一
）
九
七
〇
年
八
月
に

は
、
こ
の
Ｆ
Ｔ
Ｃ
研
究
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
っ
た
Ｍ

・
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
が
Ｆ
Ｔ
Ｃ
委
員
長
に
任
命
さ
れ
た
。
彼
の
下
で
、
Ｆ
Ｔ
Ｃ

の
部
局
の
再
編
成

（従
来
の
規
制
分
野
毎
の
部
局
を
競
争
局
と
消
費
者
保
護
局
の
二
局

へ
集
約
）
、
政
策
立
案

・
評
価
室

（〇
誹
８

Ｒ

「
ｏｒ
Ｑ

コ
彗
日
ヨ
”
目
ら
日
く
Ｌ
‘
”
障
ｏじ

の
設
置
、
運
用
担
当
事
務
局
次
長
と
管
理
担
当
事
務
局
次
長
の
新
設
、
委
員
長
を
補
佐
す
る
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク

ｏ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
新
設
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
委
員
長
時
代
の
ス
タ
ッ
フ
の
大
幅
入
れ
替
え
と
新
た
な
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト

ｏ
シ
ス

テ
ム
の
確
立
が
実
行
さ
れ
た
鳴
）Ｆ
Ｔ
Ｃ
内
で
の
経
済
分
析
の
定
着
に
寄
与
し
た
の
は
、
政
策
立
案
評
価
室
の
活
動
で
あ
っ
た
。
経
済
局
産

業
分
析
部
と
の
協
力
に
よ
る
消
費
者
厚
生
を
基
準
と
し
た
調
査
対
象
産
業
識
別
の
試
み
、
コ
ス
ト

・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
分
析
に
基
づ
く
予
算

配
分
案
の
勧
告
、
経
済
分
析
に
基
づ
く
事
案
の
選
択

・
評
価
の
標
準
化
の
試
み
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
政
策
立
案
評
価
室
の
活
動
に

呼
応
し
て
、
競
争
局
内
部
に
事
案
の
評
価
と
政
策
立
案
の
た
め
に
評
価
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
経
済
局
所
属
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が

（４５
）

恒
常
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｆ
Ｔ
Ｃ
に
よ
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
運
用
に
経
済
分
析
を
活
用
す
る
道
が
開
か
れ
た
。

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
経
済
分
析
を
重
視
す
る
七
〇
年
代
の
判
例
法
の
変
化
に
対
応
し
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
に
お
い
て
も
経
済
学

を
体
系
的
に
利
用
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
界
で
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
動
向
が
実
務
に
反
映
さ
れ
る

制
度
的
基
盤
が
準
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
カ
ー
タ
ー
政
権
時
の
パ
ー
チ
ェ
ッ
ク
委
員
長
時
代
の
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
、
ポ
ピ

ュ
リ
ス
ト
的

価
値
の
実
現
を
目
指
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
産
業
組
織
論
に
基
づ
く
積
極
的
な
反
ト
ラ
ス
ト
法
運
用
を
試
み
た
が
、
議
会
の
反
発
に

あ
っ
て
挫
折
す
る
こ
と
に
な
る
っ
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
経
済
観
と
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
信
奉
者
を
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
の

ト
ッ
プ
に
据
え
る
に
至
っ
て

（司
法
省
反
ト
ラ
ス
ト
局
長
に
Ｗ
・
バ
ク
ス
タ
ー
、
Ｆ
Ｔ
Ｃ
委
員
長
に
Ｊ

・
Ｃ

二
ヽヽ
ラ
ー
三
世
）
、
実
務
に
お

け
る
シ
カ
ゴ
学
派
の
優
位
は
決
定
的
と
な
っ
た
。



③
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
に
お
け
る

「レ
ー
ガ
ン
革
命
」
の
意
義

レ
ー
ガ
ン
政
権
時
代
に
シ
カ
ゴ
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
が
次
々
と
実
行
に
移
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
具
体
的
に

ま

、
・
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
訴
訟
の
取
り
下
薦
一

・
水
平
的
制
限
、
特
に
入
札
談
合
事
件
へ
の
規
制
強
化
と
そ
の
他
の
分
野
で
の
大
幅
な

「規
制
緩
和
」

（４９
）

・
既
存
の
同
意
判
決
の
整
理

ｏ
判
例
法
の
変
更
を
狙
っ
た
、
法
廷
の
友

（”日
い０５

ｏ‘
二
器
）
と
し
て
の
私
訴
へ
の
介
入

ｏ
シ
カ
ゴ
学
派
の
立
場
に
基
づ
く
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
国
際
的
事
業
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
、
垂
直
的
制
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

作
喝
）

・
反
ト
ラ
ス
ト
法
緩
和
の
た
め
の
法
案
提
出

・
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
分
割
を
含
む
政
府
規
制
緩
和
へ
の
積
極
的
関
与

と
い
っ
た
活
動
に
現
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
に
反
対
す
る
勢
力
は
学
界
、
裁
判
所
、
各
州
の
反
ト

ラ
ス
ト
当
局
、
議
会
等
に
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
す
べ
て
が
実
を
結
ん
だ
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

活
動
が
、
七
〇
年
代
の
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
に
お
け
る
経
済
学
の
体
系
的
利
用
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

司
法
省
反
ト
ラ
ス
ト
局
で
は
、
全
体
的
な
定
員
削
減
の
中
で
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
削
減
は
法
律
家
ス
タ
ツ
フ
に
比
べ
て
低
く
押
さ
え
ら
れ

た
の
で
、
法
律
家
ス
タ
ツ
フ
に
対
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
割
合
は
却
っ
て
増
加
し
っ
そ
れ
に
伴
っ
て
事
案
選
択
の
過
程
に
お
い
て
も
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
の
発
言
権
は
増
し
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
法
律
家
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
解
釈
に
経
済
分
析
を
受
け

入
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
痛
感
し
始
め
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
っ
民
間
の
法
律
事
務
所
へ
の
有
利
な
条
件
で
の
転
身
の
た
め
に
は
反

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（一じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
九
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ト
ラ
ス
ト
局
で
あ
る
程
度
の
実
績
を
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
今
や
、
経
済
分
析
を
駆
使
で
き
る
こ
と
が
そ
の
た
め
の
必
要
条
件
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

ス
タ
ツ
フ
削
減
に
伴
う

一
九
八
四
年

（Ｄ

・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
局
長
の
時
代
）
の
組
織
再
編
で
は
、
局
長
の
下
に
訴
訟
担
当
次
長
と
規
制

事
項
担
当
次
長
が
お
か
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
経
済
分
析
グ
ル
ー
プ

（従
来
の
経
済
政
策
室
を
改
組
し
た
も
の
）
の
中
で
も
、
反
ト
ラ
ス
ト

訴
訟
で
の
経
済
分
析
を
担
当
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
と
規
制
事
項
で
の
経
済
分
析
を
担
当
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権

の
関
心
に
沿
っ
た
再
編
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
後
も
組
織
内
で
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
地
位
と
影
響
力
は
強
ま
っ
て
い
る
模
様
で
あ
り
、

例
え
ば
、
Ｃ

ｏ
Ｆ

・
ル
ー
ル
局
長
の
時
代
に
は
、
合
併
の
初
期
審
査
か
ら
法
律
家
は
完
全
に
排
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
Ｆ
Ｔ

Ｃ
も
ま
た
、
同
様
の
状
況
に
あ
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
初
期
に
は
、
前
政
権
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
委
員
の
発
言
封
じ
の
た
め
、
委
員

長
の
ト
ッ
プ

・
ダ
ウ
ン
に
よ
る
意
思
決
定
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
組
織
の
再
編
が
行
わ
れ
た
っ

か
く
し
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
に
お
け
る

「レ
ー
ガ
ン
革
命
」
に
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
の
ト
ッ
プ
に
シ
カ
ゴ
学
派
の
論
者
が
座
っ
た

こ
と
に
よ
り
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
側
面
と
同
時
に
、
従
来
か
ら
の
経
済
学
の
体
系
的
利
用
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
側
面
と
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
過
去
か
ら
の
断
絶
の
要
素
の
み
に
目
を
奪
わ
れ
る
の
で
な
く
、
過
去
と
の
連
続
の
要
素
を
も

正
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
っ

④
小
括
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
に
お
け
る
経
済
学
の
体
系
的
利
用
は
、
元
来
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
を
単
な
る
ア
メ
リ
カ
社
会
の
理
想
の
シ
ン
ボ
ル
に
止

ま
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
理
想
を
可
能
な
限
り
実
現
す
る
た
め
の
実
効
性
あ
る
手
段
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
追
求
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
経
済
政
策
化
は
、
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
は
積
極
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
経
済
学
に
基



づ
く
市
場
力
理
論
提
唱
の
意
義
も
ま
た
、
こ
の
文
脈
の
中
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
と
っ
て
経
済
学
と
は
、
本
来
、
そ
の
目
的
に
照
ら
し
て
現
実
を
分
析
し
、
処
方
箋
を
導
き
出
す
た
め
の

一

つ
の
分
析
道
具
に
過
ぎ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
経
済
学
に
お
け
る
価
値
判
断
の
尺
度
を
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
そ
れ
と
同

一
視
し
た
り
、
複
雑
な

現
実
の

一
定
の
側
面
な
い
し
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
過
度
に
抽
象
化
さ
れ
た
既
存
の
理
論
モ
デ
ル
を
現
実
そ
の
も
の
と
同

一
視
す

る
こ
と
は
、
本
末
転
倒
で
あ
る
。
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
に
お
け
る

「レ
ー
ガ
ン
革
命
」
の

「革
命
」
た
る
所
以
は
、
こ
の
本
末
転
倒
が
、
新

自
由
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
結
び
付
い
て
、
極
限
ま
で
追
求
さ
れ
た
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
本
来
分
析
の
道
具
に
過

ぎ
な
い
は
ず
の
新
古
典
派
経
済
学
の
理
論
モ
デ
ル
そ
れ
自
体
が
、
大
企
業
擁
護
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
堕
し
た
と
表
現
し
た
方
が
正
確
か
も

し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
つ
て
の
シ
カ
ゴ
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
は
、
今
日
、
こ
の
本
末
転
倒
の
傾
向
ゆ
え
に
批
判
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
輸
）次
節
以
下
で
は
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
か
よ
う
な
特
徴
を
、
市
場
力
理
論
に
即
し
て
具
体
的

に
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

た
だ
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
が
、
学
派
の
対
立
に
か
か
わ
り
な
く
歴
史
的
潮
流
と
し
て
、
経
済
政
策
の

一
分
野
と
し
て
高
度
に
純
化
な
い

し
専
門
化
す
る
道
を
た
ど
っ
て
来
た
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
事
実
で
あ
る
。
特
に
、
市
場
構
造
と
市
場
成
果
と
の
関
係
に
疑
間
が
投
げ
か

け
ら
れ
て
以
降
の
今
日
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
議
に
お
い
て
は
、
立
場
の
如
何
を
問
わ
ず
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
価
値
が
直
接
的
に
考
慮
さ

れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
か
つ
て
会
社
法
制
か
ら
反
ト
ラ
ス
ト
的
要
素
が
分
化
し
別
個
の
政
策
分
野
と
し
て
発
展
を

遂
げ
た
よ
う
に
．
ゲ
や
、
ポ
ピ
ユ
リ
ス
ト
的
価
値
の
実
現
は
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
と
は
別
次
元
の
法
政
策
と
し
て
追
求
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う

に
も
見
受
け
ら
れ
る
っ
現
実
を
変
革
す
る
手
段
と
し
て
反
ト
ラ
ス
ト
法
を
用
い
よ
う
と
す
る
限
り
何
ら
か
の
意
味
で
の
経
済
学
の
利
用
は

不
可
避
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
起
因
し
て
、
今
や
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る
規
制
の
必
要
条
件
と
し
て
、
そ
の
経
済
学
上
の
根

拠
が

（具
体
的
に
は
資
源
配
分
上
の
効
率
性
の
観
点
か
ら
す
る
規
制
の
正
当
化
が
）
求
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
是
非
は
別
と
し

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（一じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
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て
、
こ
れ
が
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
現
段
階
な
の
で
あ
る
。
本
章
と
次
章
で
取
り
上
げ
る
議
論
も
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
視
野
が
限
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
独
占
禁
止
法
な
い
し
競
争
法
が
担
う
べ
き
価
値
は
国
に
よ
っ
て
異
な
り
得
る
の
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
を
無
視
し
た
比
較
法
研
究
と
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
主
張
に
は
意
味
が
な
い
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。

（２
）
市
場
力
理
論
の
分
析

前
節
で
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
変
遷
に
対
応
さ
せ
る
形
で
、
本
節
で
は
、
ま
ず
、
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
市
場
力
理
論
を
説
明
し
、
次

に
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
理
論
の
構
造
と
特
徴
を
解
明
し
た
い
と
思
う
。

①
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
立
場

ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
問
題
意
識
と
理
論
の
特
徴
を
最
も
明
確
に
示
す
と
同
時
に
、
最
も
体
系
的
で
洗
練
さ
れ
て

い
る
の
は
、
一
九
五
九
年
の
Ｃ

・
ケ
イ
セ
ン
と
Ｄ

・
Ｆ

・
タ
ー
ナ
ー
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論

で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の

中
心
的
課
題
は
、
市
場
力
の
制
限
に
よ
る
競
争
プ
ロ
セ
ス
の
維
持
に
あ
っ
た
。
市
場
力
は
彼
ら
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
鍵
概
念
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
彼
ら
の
唱
え
る
市
場
力
理
論
に
よ
っ
て
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
立
場
を
代
表
さ
せ
た
い
。
彼
ら
の
市
場
力
の
概
念

構
成
は
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
全
体
の
目
標
設
定
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
目
標
設
定
の
論
理
を
追
う
と

こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。

彼
ら
は
、
現
代
の
混
合
経
済
体
制
の
下
で
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
が
必
要
か
つ
望
ま
し
い
政
策
で
あ
る
事
を
ま
ず
確
認
す
る
。
当
時
の
彼
ら

の
現
状
認
識
と
し
て
は
、
政
府
に
よ
る
独
占
や
政
府
規
制
産
業
部
門
の
ア
メ
リ
カ
経
済
に
占
め
る
比
重
は
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
を
不
可
能
た



ら
し
め
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
ま
た
、
市
場
経
済
部
門
に
お
け
る
諸
産
業
の
集
中
率
は
規
模
の
経
済
性
に
よ
っ
て
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
諸
産
業
は
規
模
の
経
済
性
に
よ
っ
て
不
可
避
と
さ
れ
る
範
囲
を
は
る
か
に
越
え
て
集
中
化
し
て

お
り
、
規
模
の
経
済
性
を
損
な
わ
な
い
で
競
争
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
喩
）か
よ
う
な
実
態
認
識
が

彼
ら
の
市
場
力
理
論
と
政
策
提
言
の
不
可
欠
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
換
起
し
て
お
き
た
い
。

彼
ら
は
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
目
標
と
し
て
、０
大
企
業
の
力
の
制
限
、①
経
済
的
成
果

（効
率
性
と
進
歩
性
）、ω
「公
正
取
引

（貯
町

一
ｏ』
ヨ
し
」、ω
市
場
力
の
制
限
に
よ
る
競
争
プ
ロ
セ
ス
の
保
護
を
挙
げ
る
。
こ
の
う
ち
、０
は
、
民
主
主
義
の
基
礎
と
し
て
の
社
会
的
な
力

の
望
ま
し
い
分
配
の
あ
り
方
へ
の
関
心
を
示
す
。
ま
た
、０
と
関
連
し
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
望
ま
し
い
経
済
的
帰
結
と
し
て
は
、
資
源

利
用
の
効
率
性
と
進
歩
性
の
ほ
か
に
も
、
生
産
と
雇
用
に
お
け
る
安
定
性
や
所
得
の
公
平
な
分
配
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策

の
効
果
を
判
断
す
る
た
め
の
直
接
的
な
尺
度
と
な
る
の
は
効
率
性
と
進
歩
性
で
あ
る
と
さ
れ
る
鳴
）こ
こ
で
効
率
性
と
は
、
価
格
と
費
用
、

生
産
能
力
と
産
出
量
、
需
要
と
生
産
能
力
と
の
効
率
的
な
関
係
の
ほ
か
に
、
効
率
的
な
場
所
で
の
効
率
的
な
規
模
で
の
生
産

へ
の
関
心
が

含
ま
れ
る
。
進
歩
性
と
は
、
新
技
術
の
開
発
に
よ
る
イ
ン
プ
ツ
ト
当
た
り
の
生
産
量
の
増
大
と
よ
り
良
い
最
終
製
品
の
生
産
を
意
味
す
る
。

（じ
ω
の

「公
正
取
引
」
に
つ
に
て
は
様
々
な
意
味
付
け
が
可
能
で
あ
る
が
、
他
の
目
標
と
は
異
な
る
独
自
の
意
味
を
そ
こ
に
見
い
だ
そ
う

と
す
れ
ば
、
同
様
の
状
況
に
あ
る
者
の
平
等
取
り
扱
い
の
原
則
が
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン

・
パ
ツ

ト
マ
ン
法
に
よ
る
中
小
企
業
保
護
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
。
０
は
文
字
ど
お
り
競
争
プ
ロ
セ
ス
の
促
進
そ
れ
自
体
を
目
的
視
す
る
立
場

で
あ
る
。
競
争
プ
ロ
セ
ス
の
促
進
そ
れ
自
体
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
の
は
、
個
々
の
経
済
活
動
の
帰
趨
が
、
特
定
の
個
人
の
支
配
に
で
は

な
く
非
人
格
的
な
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
作
用
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
が
公
平
だ
と
す
る
感
覚
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
「
ど
こ
で
市
場
力
と
は
、

後
述
の
よ
う
に
、
競
争
プ
ロ
セ
ス
を
抑
圧
す
る
力
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

ケ
イ
セ
ン
と
タ
ー
ナ
ー
は
、
「経
済
的
成
果
の
望
ま
し
い
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
と
合
致
す
る
限
り
に
お
い
て
不
当
な
市
場
力
を
制
限
す

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（一じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
三
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五
〇
四

る
こ
と
」
に
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
主
要
な
目
標
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、０
と
矛
盾
し
な
い
限
度
で
０
を
追
求
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
他
の
二
日
標
の
う
ち
、０
は
、
定
義
上
運
用
上
の
困
難
、
他
の
諸
目
標
と
の
抵
触
の
可
能
性
に
照
ら
し
て
、
主
た
る
目
標
と
は
為
し
得

な
い
が
、
市
場
力
の
制
限
に
よ
っ
て
①
の
関
心
に
も
相
当
程
度
応
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
鳴
）③
に
つ
い
て
も
、
市
場
力
を
制

限
す
る
こ

。と
に
よ
っ
て
、
純
粋
に

「公
正
取
引
」
の
確
保
の
み
を
根
拠
と
す
る
規
制
の
必
要
性
は
か
な
り
薄
ら
ぐ
も
の
と
さ
れ
る
。
彼
ら

が
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
主
目
標
と
し
て
市
場
力
の
制
限
を
掲
げ
た
背
景
に
は
、
従
来
の
行
為
規
制
中
心
主
義
の
限
界
を
克
服
し
構
造
規
制

に
道
を
開
く
意
図
が
あ
っ
た
。
市
場
力
の
定
義
に
そ
れ
が
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
市
場
力
に
定
義
を
与
え
る
前
に
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
い
か
な
る
作
用
に
関
心
を
も
つ
の
か
を
確
認
す

る
。
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
望
ま
し
い
経
済
的
成
果
、
特
に
、
効
率
性
と
進
歩
性
の
達
成
に
関
心
を
も
つ

と
同
時
に
、
個
々
の
企
業
の
恣
意
的
な
行
動
の
範
囲
が
抑
制
さ
れ
る
競
争
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
に
も
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
反

ト
ラ
ス
ト
政
策
は
、
経
済
的
成
果
と
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
に
直
接
作
用
す
る
の
で
は
な
く
、
直
接
的
に
は
市
場
構
造
と
市
場
行
動
と
に
働

き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
望
ま
し
い
経
済
的
成
果
と
プ
ロ
セ
ス
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
、
市
場
構
造
と
は
、
「比
較
的
永
続
的
で

あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
緩
慢
に
の
み
変
化
す
る
、
企
業
の
行
動
の
仕
方
を
決
定
づ
け
な
い
と
し
て
も

［少
な
く
と
も
］
そ
れ
に
影
響
を
及

ぼ
す
、
企
業
に
と
っ
て
外
在
的
な
状
況
」
で
あ
り
、
市
場
行
動
と
は
、
「企
業
の
特
定
の
決
定
の
結
果
で
あ
り
、
比
較
的
短
期
間
に
変
更
可

能
な
も
の
と
少
な
く
と
も
想
定
し
得
る
市
場
の
諸
側
面
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
市
場
構
造
と
市
場
行
動
と
の
区
別
は
し
ば
し
ば
微
妙
で
あ

る
が
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
に
対
す
る
救
済
措
置
と
し
て
差
し
止
め
を
選
択
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
よ
リ
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
企
業
再

編
を
選
択
す
べ
き
か
と
い
う
実
践
的
な
問
題
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
市
場
構
造
と
経
済
的
成
果
と
の
間
の
因
果
関
係
、
特
に
、

進
歩
性
と
市
場
構
造
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
市
場
行
動
お
よ
び
市
場
構
造
と
競
争

プ
ロ
セ
ス
と
の
間
、
さ
ら
に
は
、
経
済
的
成
果
と
の
間
に

一
応
の
因
果
関
係
を
想
定
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
か
く
し
て
、
経
済
的
成
果



を
改
善
す
る
た
め
の
市
場
構
造
の
改
善
が
展
望
し
得
る
こ
と
に
な
る
。

ケ
イ
セ
ン
と
タ
ー
ナ
ー
は
、
経
済
的
成
果
の
諸
側
面
と
し
て
は
、
価
格

・
費
用
関
係
、
産
出
量

・
生
産
能
力
と
需
要
と
の
関
係
、
企
業

管
理
上
の
効
率
性
、
プ
ラ
ン
ト
の
規
模
と
位
置
の
効
率
性
、
進
歩
性
、
販
売

・
宣
伝
費
用
の
適
切
さ
を
取
り
上
げ
っ
市
場
構
造
の
諸
側
面

と
し
て
は
、
前
提
問
題
と
し
て
の
市
場
画
定
問
題
、
売
り
手
の
数
と
規
模
の
分
布
、
新
規
参
入
と
既
存
の
売
り
手
に
よ
る
販
売
拡
大
に
影

響
を
及
ぼ
す
諸
要
素

（プ
ラ
ン
ト
な
い
し
企
業
の
最
適
規
模
、
技
術
へ
の
自
由
な
接
近
の
可
能
性
、
要
素
供
給

へ
の
自
由
な
接
近
の
可
能

性
）
、
製
品
差
別
化
の
程
度
、
既
存
の
売
り
手
の
行
動
の
独
立
性
の
程
度
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
う
え
で
、
市
場
力
を
次
の
よ
う
に
定
義
す

る
。
「企
業
が
市
場
力
を
有
す
る
の
は
、
他
の
点
で
は
同
様
の
費
用
及
び
需
要
条
件
に
直
面
す
る
企
業
に
対
し
て
競
争
的
市
場
が
強
制
す
る

行
動
と
は
異
な
る
仕
方
で
、
持
続
的
に
行
動
で
き
る
場
合
で
あ
る
。
」
基
本
的
に
、
市
場
力
と
は
、
構
造
的
な
概
念
、
す
な
わ
ち
、
市
場

構
造
の
諸
指
標
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
市
場
構
造
と
経
済
的
成
果
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
知
識
の
不
十
分

さ
に
照
ら
し
て
、
市
場
力
の
有
無
は
、
現
在
の
市
場
構
造
の
み
で
は
な
く
過
去
の
経
済
的
成
果
を
も
参
照
し
て
、
総
合
的
に
判
断
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
る
節
き
た
、
市
場
力
は
、
一
企
業
が
単
独
で
も
つ
場
合
も
あ
れ
ば
、
寡
占
市
場
に
お
け
る
意
識
的
並
行
行
為
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
複
数
の
企
業
に
よ
り
共
有
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
哺
）

ケ
イ
セ
ン
と
タ
ー
ナ
ー
は
、
す
べ
て
の
市
場
力
を
問
題
視
す
る
の
で
は
な
く
、
「不
当
な

（ｃ
ヨ
８
∽ｏ
●
３
】３
」
市
場
力
の
み
を
規
制
対

象
と
考
え
る
。
「不
当
な
」
市
場
力
と

「正
当
な
」
市
場
力
と
を
区
別
す
る
の
は
、
経
済
的
成
果
へ
の
配
慮
か
ら
で
あ
る
。
「不
当
な
」
市

場
力
と

「正
当
な
」
市
場
力
と
は
、
市
場
力
の
規
模
と
起
源
に
照
ら
し
て
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
規
模
の
点
で
は
、
市
場
力
の
持
続

性
が

「不
当
」
な
市
場
力
識
別
の
た
め
の
大
き
な
要
素
と
な
る

（少
な
く
と
も
十
年
、
す
な
わ
ち
商
品
の

一
サ
イ
ク
ル
程
度
が
目
安
と
さ

れ
て
い
る
）
。
起
源
の
点
で
は
い
規
模
の
経
済
性
に
よ
っ
て
不
可
避
的
な
市
場
力
、
基
本
特
許
の
合
法
的
な
利
用
に
よ
る
参
入
障
壁
の
み
に

起
因
す
る
市
場
力
、
新
工
程

・
新
製
品

・
新
販
売
手
法
の
導
入
に
よ
る
市
場
力
は
、
「正
当
」
と
し
て
規
制
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
企
業

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（一〓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
五
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五
〇
六

（８‐
）

分
割
措
置
の
立
案
に
際
し
て
も
、
経
済
的
成
果
を
犠
牲
と
し
な
い
よ
う
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
。

彼
ら
の
市
場
力
理
論
は
、
具
体
的
に
は
、
市
場
力
そ
の
も
の
の
除
去

（企
業
分
割
措
置
を
含
む
市
場
構
造
の
競
争
的
改
善
）
の
た
め
の

立
法
提
案
や
、
主
と
し
て
市
場
力
基
準
に
基
づ
く
企
業
行
動
の
規
制
提
案
に
具
体
化
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
企
業
行
動
の
規
制
に
関
し
て

は
、
彼
ら
は
、
そ
れ
を
厳
密
に
は
二
つ
の
種
類
に
分
け
て
考
え
て
い
た
。　
一
つ
は
、
「市
場
力
の
増
大
を
も
た
ら
し
、
あ
る
い
は
、
そ
の
維

持
に
寄
与
し
得
る
企
業
行
動
が
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
効
果
を
も
つ
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
効
果
を
も
つ
強
い
蓋
然
性
を
も
つ
場

合
に
お
け
る
」
企
業
行
動
の
規
制
で
あ
る
喩
ぎ
れ
は
さ
ら
に
、
詳
細
な
市
場
分
析
を
要
す
る

（合
理
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
）
行
為
類
型

と
、
そ
れ
を
要
し
な
い
当
然
違
法
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
行
為
類
型
と
に
分
か
れ
る
。
後
者
は
、
「そ
の
唯

一
の
な
い
し
は
主
要
な
目
的
が

競
争
の
制
限
に
あ
り
、
そ
れ
が
現
れ
る
市
場
の
文
脈
に
関
わ
り
な
く
害
悪
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
嘔
）
企

業
行
動
規
制
の
も
う

一
つ
の
種
類
は
、
前
述
の
公
正
取
引
の
確
保
の
観
点
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
市
場
力
理
論
に
基
づ
く
提
案
が

完
全
に
実
現
さ
れ
た
と
し
て
も
、
市
場
の
不
完
全
性
は
完
全
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
に
起
因
し
て
取
引
当
事
者
間
で
の
あ
る

程
度
の
力
の
格
差
は
発
生
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
競
争
プ
ロ
セ
ス
の
確
保
と
は
別
の
観
点
か
ら
す
る
企
業
行
動
規
制
の
余
地
を
彼

ら
は
認
め
て
い
た
鳴
）

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
ケ
イ
セ
ン
と
タ
ー
ナ
ー
の
市
場
力
理
論
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
多
元
的
価
値
を
前
提
と
す
る
点
、
市
場
構
造

―
市
場
行
動
―
市
場
成
果

（彼
ら
の
用
語
で
は

「経
済
的
成
果
し

の

一
応
の
因
果
関
係
を
前
提
と
す
る
点
、
市
場
構
造
そ
の
も
の
の
改
善

を
志
向
す
る
点
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
特
徴
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
個
々
の
企
業
の
恣
意
的
な
行

動
の
範
囲
が
市
場
に
お
け
る
調
整
の
圧
力
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス

（彼
ら
の
言
う

「競
争
プ
ロ
セ
ス
し

の
維
持
は

一
般
的
に
は

経
済
的
成
果
の
追
求
と
矛
盾
し
な
い
と
の
前
提
に
立
っ
て
、
前
者
の
観
点
か
ら
市
場
力
を
幅
広
く
定
義
し
て
い
る
。
後
述
の
シ
カ
ゴ
学
派

の
市
場
力
概
念
が
、
経
済
的
成
果
の
観
点
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
価
格
支
配
力
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
喩
）ハ
ー
バ
ー



ド
学
派
の
関
心
は
、
伝
統
的
反
ト
ラ
ス
ト
法
理
が
体
現
し
て
き
た
様
々
な
価
値
観
を
所
与
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
可
能
な
限
り
論
理
整

合
的
に
追
求
す
る
た
め
の
政
策
論
の
構
築
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

彼
ら
の
市
場
力
理
論
が
実
務
に
対
し
て
い
か
な
る
含
意
を
も
っ
て
い
た
か
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
「
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き

た
い
の
は
、
理
論
と
政
策
提
言
と
は

一
応
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
理
論
上
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
立
場
で
も

市
場
力
の
指
標
と
し
て
集
中
率
を
絶
対
視
す
る
立
場
は
必
ず
し
も
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ケ
イ
セ
ン
と
タ
ー
ナ
ー
は
、
学
問
的
正
確
さ

を
期
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
事
案
に
通
用
す
る
市
場
力
の

一
般
的
基
準
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
六
〇
年
代
か
ら

七
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
実
務
に
お
け
る
集
中
率
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
産
業
の
集
中
化
の
実
態
に
起
因
す
る
部
分
が
大

き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
理
論
は
市
場
力
の
程
度
を
規
定
す
る
諸
要
因
と
そ
の
相
互
関
係
を
理

論
的
に
明
確
化
す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
功
績
自
体
は
い
ず
れ
の
立
場
か
ら
も
否
定
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
今
日

に
お
け
る
対
立
は
、
大
部
分
、
市
場
力
の
形
成
と
持
続
を
妨
げ
る
要
因
が
現
実
に
ど
れ
ほ
ど
機
能
し
て
い
る
か
に
関
す
る
実
態
認
識
の
違

い
に
根
差
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
実
態
認
識
に
お
い
て
、
い
か
な
る
市
場
観
を
前
提
と
す
る
か
が
立
場
を
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
シ
カ
ゴ
学
派
の
立
場

前
述
の
よ
う
に
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
が
資
源
配
分
上
の
効
率
性
を
唯

一
の
価
値
判
断
の
尺
度
と
し
て
設
定
す
る
こ
と

に
由
来
し
て
、
死
重
損
失

（０
８
ヽ
〓
β
旨
一
】ｏ
∽し

の
発
生
な
い
し
増
大
が
シ
カ
ゴ
学
派
に
と
っ
て
の
反
競
争
的
効
果
の
意
味
と
な
る
喩
ぎ

の
意
味
で
の
反
競
争
的
効
果
を
も
た
ら
す
力
が
市
場
力
で
あ
る
訳
だ
が
、
価
格
理
論
は
完
全
競
争
下
で
の
均
衡
価
格
の
下
で
社
会
的
余
剰

が
最
大
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
、
理
論
的
に
は
、
競
争
均
衡
価
格

（製
品

一
単
位
を
新
た
に
生
産
す
る
の
に
要
す
る
費
用
す
な

わ
ち
限
界
費
用
に
等
し
い
）
を
上
回
っ
て
価
格
設
定
し
得
る
力
が
市
場
力
と
さ
れ
る
哺
）産
業
の
寡
占
化
が
進
行
し
た
今
日
で
は
、
ど
の
企

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（一じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
七
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業
も
多
か
れ
少
な
か
れ
市
場
力
を
有
す
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
上
は
、
市
場
力
の
存
在
よ
り
も
、
そ
の
程
度
が
問

題
と
さ
れ
る
。
反
ト
ラ
ス
ト
法
上
の
規
制
に
値
す
る
程
の
市
場
力
が
存
在
す
る
か
否
か
は
、
死
重
損
失
の
規
模
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
。
市

場
力
が
行
使
さ
れ
る
と
、
社
会
的
余
剰
の
減
少
と
同
時
に
消
費
者
か
ら
生
産
者

へ
の
富
の
移
転
と
い
う
所
得
分
配
上
の
効
果
も
発
生
す
る

が
、
所
得
の
望
ま
し
い
分
配
の
あ
り
方
は
政
治
的
意
思
決
定
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
か
、
企
業
に
移
転
し
た
富
は
株
主

へ
の
配
当

を
通
じ
て
究
極
的
に
は
消
費
者
の
欲
求
充
足
に
利
用
さ
れ
る

と
い
っ
た
理
由
で
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
上
は
所
得
分
配
効
果
は
無
視
さ
れ

る
っ
た
だ
、
消
費
者
か
ら
企
業

へ
移
転
し
た
富
が
独
占
的
地
位
の
維
持
の
た
め
、
政
治
過
程
へ
の
働
き
か
け
を
含
む
非
価
格
競
争
に
費
や

（９３
）

さ
れ
、
そ
の
結
果
社
会
的
な
浪
費
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
は
、
少
な
く
と
も
理
論
上
は
認
識
さ
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
言
っ
て
、
相
当
程
度
の
市
場
力
が
存
在
す
る

（形
成
さ
れ
る
）
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
現
に
行
使
さ
れ
て
反
競

争
的
効
果
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

（そ
れ
ゆ
え
、
相
当
程
度
の
死
重
損
失
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
現
に

発
生
し
て
い
る
こ
と
）
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
上
の
規
制
が
発
動
さ
れ
る
た
め
の
必
要
条
件
で
は
あ
っ
て
も
十
分
条
件
で
は
な
い
。
市
場
力

の
形
成

・
維
持

・
強
化
や
そ
の
行
使
と
見
ら
れ
る
行
為
が
、
同
時
に
、
生
産

・
流
通
上
の
効
率
性
の
達
成
や
技
術
革
新

へ
の
誘
因

（競
争

促
進
的
効
果
）
を
も
た
ら
す
場
合
が
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
我
が
国
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
反
ト
ラ
ス

ト
政
策
論
に
お
い
て
は
、
企
業
の
単
独
行
為
や
垂
直
的
制
限
、
垂
直
的
合
併
は
、
シ
カ
ゴ
学
派
的
な
意
味
で
の
反
競
争
的
効
果
を
も
た
ら

す
可
能
性
は
小
さ
く
、
む
し
ろ
生
産

・
流
通
上
の
効
率
性
に
資
す
る
も
の
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
嘔
）反
ト
ラ
ス
ト
法
上
の
規
制
は
、
ほ

と
ん
ど
も
っ
ぱ
ら
、
競
争
促
進
的
効
果
を
伴
わ
な
い
水
平
的
制
限
や
、
競
争
促
進
的
効
果
を
上
回
る
程
の
市
場
力
の
形
成

・
維
持

・
強
化

を
も
た
ら
す
水
平
的
合
併
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
シ
ャ
ー
マ
ン
法
第

一
条
事
件
に
お
け
る
反
競
争
的
効
果
の
立
証
に
際
し
て
は
、
一
般
に
商
品
な
い
し
役
務
の
産
出
量
の
縮
減
が
目

安
と
さ
れ
る
っ
が
定
そ
の
も
の
の
性
格
や
産
出
量
削
減
の
事
実
か
ら
反
競
争
的
効
果
が
認
定
さ
れ
得
る
こ
と
自
体
は
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
反



ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
基
本
的
立
場
と
矛
盾
す
る
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
一
（２
）
①
で
紹
介
し
た

「簡
略
化
さ
れ
た
合
理
の
原
則
」

は
、
こ
の
立
場
と
必
ず
し
も
矛
盾
す
る
訳
で
は
な
い
。
た
だ

一
部
の
論
者
は
、
当
然
違
法
原
則
が
適
用
さ
れ
る
協
定
を
含
む
全
て
の
事
案

に
つ
い
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
提
訴
に
値
す
る
事
案
と
そ
う
で
な
い
事
案
と
を
振
り
分
け
る
基
準
と
し
て
市
場
力
の
立
証
を
求
め
る
よ
う
提
案

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
資
源
配
分
上
の
効
率
性
を
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
唯

一
の
価
値
料
断
の
尺
度
と
す
る
こ
と
の
、
も
っ
と
も
極
端
な
論
理

的
帰
結
と
言
え
よ
う
。

シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
理
論
は
概
ね
以
上
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
場
力
の
概
念
を
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
解
釈

・
運
用

に
利
用
可
能
な
形
で
具
体
的
か
つ
詳
細
に
展
開
し
た
の
は
、
Ｗ

ｏ
Ｍ

・
ラ

くヽ
プ
ス
と
Ｒ

ｏ
Ａ

・
ポ
ズ
ナ
ー
の

一
九
八

一
年
の
論
文

で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
彼
ら
の
市
場
力
理
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
は
、
市
場
力
を

「企
業

（あ
る
い
は
、
共
に
行
動
す
る
企
業
の
集
団
）
が
、
価
格
の
引
き
上
げ
が
利
益
を
も
た

ら
さ
ず
、
［そ
れ
ゆ
え
］
撤
回
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ほ
ど
に
多
く
の
販
売
を
急
速
に
失
う
事
な
く
、
価
格
を
競
争
的
水
準
以
上
に
引
き

上
げ
る
力
〕
と
定
義
す
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
法
第
二
条
で
は
高
い
程
度
の
市
場
力
と
し
て
の

「独
占
力
」
の
立
証
が
必
要
と
さ
れ
、
ク
レ
イ

ト
ン
法
第
七
条
や
、
シ
ャ
ー
マ
ン
法
第

一
条
事
件
の
う
ち
合
理
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
事
件
と
抱
き
合
わ
せ
協
定
事
件
に
お
い
て
は
、
「独

占
力
」
よ
り
も
程
度
の
小
さ
い
市
場
力
の
立
証
が
求
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
ま
ず
関
連
市
場
を
画
定
し
、
次
に
集
中
率
を
測
定

し
、
そ
の
大
小
と
他
の
補
足
的
証
拠

（利
潤
、
新
規
参
入
の
容
易
さ
、
価
格
差
別
の
存
在
等
）
か
ら
市
場
力
の
立
証
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
は
、
か
よ
う
な
実
務
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
大
き
く
矛
盾
せ
ず
、
し
か
も
、
経
済
学
的
に
よ
り
厳
密
な
市
場
力
の
測
定

（１００
）

方
法
の
提
唱
を
試
み
る
。

彼
ら
は
、
市
場
力
の
理
論
上
の
指
標
と
し
て
ラ
ー
ナ
ー
指
数
を
取
り
上
げ
る
。
市
場
力
を
も
つ
企
業
ｉ
と
、
企
業
ｉ
の
そ
れ
と
同
質
的

な
商
品
な
い
し
役
務

（以
下
、
単
に

「商
品
」
と
略
称
す
る
）
を
製
造
販
売
す
る
価
格
受
容
者
た
る
周
辺
企
業
の
集
団
ｊ
の
存
在
を
想
定

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
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一
〇

（
１０１
）

す
る
と
、
ラ
ー
ナ
ー
指
数
は
次
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ
る
。

Ｆ＝詰
＝
＝キ

」ｉ
は
企
業
ｉ
の
ラ
ー
ナ
ー
指
数
、
Ｐｉ
は
企
業
ｉ
の
価
格
、
』
は
企
業
ｉ
の
限
界
費
用
、
４
は
企
業
ｉ
の
需
要
の
弾
力
性
、
す
な
わ
ち
、
価

格
の

一
％
の
変
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
産
出
量
の
変
化
比
率
を
示
す
。
こ
の
定
式
が
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
企
業
の
市
場
力
は
、

当
該
企
業
の
直
面
す
る
需
要
の
弾
力
性

（厳
密
に
は
、
当
該
企
業
の
直
面
す
る
残
余
需
要

（お
∽ａ
ｃ
ユ
Ｏ
①ヨ
”
が
ｅ

の
弾
力
性
、
す
な
わ

ち
、
市
場
全
体
の
需
要
の
う
ち
ラ
イ
バ
ル
企
業
の
供
給
に
よ
っ
て
充
た
さ
れ
る
分
を
除
い
た
需
要
量
と
価
格
と
の
関
係

）
の
逆
数
と
し

て
表
さ
れ
る
。
こ
れ
が
知
ら
れ
る
な
ら
ば
、
集
中
率
の
算
定
は
不
要
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
定
式
は
教
え
て
い
る
。
し
か
し
、
利
潤
を
最
大

化
す
る
産
出
量
水
準
で
の
限
界
費
用
や
需
要
の
弾
力
性
を
裁
判
手
続
に
お
い
て
実
際
に
計
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
ら

は
、
こ
の
定
式
を
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
変
形
す
る
輸
）ま
ず
、
企
業
の
直
面
す
る
需
要
の
弾
力
性
は
次
の
よ
う
に
変
形
で
き
る
。

ミ＝小
ｋ
獅
世

鑑
は
市
場
全
体
で
の
需
要
の
弾
力
性
、
Ｓｉ
は
企
業
ｉ
の
市
場
占
拠
率
、
↓
は
周
辺
企
業
の
供
給
の
弾
力
性
、
す
な
わ
ち
、
価
格
の

一
％
の

変
化
に
対
応
す
る
周
辺
企
業
の
供
給
量
の
変
化
比
率
を
示
す
。
こ
れ
を
先
の
ラ
ー
ナ
ー
指
数
の
定
式
に
代
入
す
る
と
、
次
の
定
式
が
得
ら

れ
る
鳴
〉

＝

ｂ

」

は

Ｆ

＝

一鯛　　　‐‐ヽ
い
＋
“一（］‐
∽・）

ミ
　
．　
。
」

こ
の
定
式
は
、
市
場
力
の
程
度
を
決
定
づ
け
る
諸
要
因
の
関
係
を
簡
潔
に
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
市
場
力
の
程
度
は
集
中
率
に
よ
っ
て

∽
“



左
右
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
直
感
的
に
考
え
て
も
、
よ
り
大
き
な
市
場
占
拠
率
を
有
す
る
企
業
の
方
が
、
価
格
引
き
上
げ
に
伴
う
販
売

量
損
失
分
の
全
販
売
量
に
占
め
る
比
率
は
小
さ
い
の
で
、
市
場
占
拠
率
の
小
さ
い
企
業
よ
り
も
損
失
を
伴
わ
な
い
価
格
引
き
上
げ
の
余
地

が
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
輸
）

し
か
し
、
集
中
率
は
市
場
力
の
唯

一
絶
対
の
指
標
で
は
な
い
こ
と
も
こ
の
定
式
は
示
し
て
い
る
。
市
場
占
拠
率
の
数
値
を
割
り
引
く
要

因
と
し
て
、
第
一
に
、
市
場
全
体
の
需
要
の
弾
力
性

（饂
）
が
あ
る
。
こ
れ
が
大
き
い
ほ
ど
市
場
力
は
小
さ
く
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
市

場
全
体
の
需
要
の
弾
力
性
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
市
場
で
販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
に
対
す
る
良
い
代
替
品
が
存
在
す
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
問
題
の
企
業
が
価
格
を
引
き
上
げ
れ
ば
、
消
費
者
は
代
替
品
に
消
費
を
転
換
す
る
で
あ
ろ
う

（需
要
面
で
の
代
替
可
能

性
稀
ギ
換
の
程
度
が
大
き
い
ほ
ど
、
損
失
を
伴
わ
な
い
価
格
引
き
上
げ
の
余
地
は
小
さ
く
な
る
訳
で
あ
る
。
第
二
に
、
周
辺
企
業
の
供
給

の
弾
力
性

（
弓
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、０
問
題
の
企
業
の
価
格
引
き
上
げ
に
反
応
し
て
、
既
存
の
周
辺
企
業
が
ど
れ
だ
け
販

売
量
を
増
大
で
き
る
か
、０
別
の
市
場
に
存
す
る
企
業
が
生
産
・販
売
設
備
の
大
き
な
変
更
を
伴
わ
ず
に
当
該
市
場
向
け
に
供
給
活
動
を
ど

れ
だ
け
転
換
で
き
る
か

（供
給
面
で
の
代
替
可
能
性
）、③
新
た
な
設
備
投
資
を
伴
う
新
規
参
入
が
ど
れ
だ
け
可
能
か
、
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
ラ
イ
バ
ル
企
業
な
い
し
新
規
参
入
者
に
よ
っ
て
販
売
機
会
を
奪
わ
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
ほ
ど
、
損
失
を
伴
わ
な
い
価
格
引
き
上
げ

●
　

　

（‐０８
）

の
余
地
は
小
さ
く
な
る
訳
で
あ
る
。

し
か
し
、
市
場
全
体
の
需
要
の
弾
力
性
や
供
給
の
弾
力
性
も
ま
た
、
今
日
の
学
問
水
準
で
は
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
が
提
唱
す
る
の
が

「市
場
再
画
定

（３
”【汀
〓
ａ
ｇ
巨
一いｏじ

ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ

る
。
彼
ら
は
、
市
場
全
体
の
需
要
の
弾
力
性
が
大
き
い
こ
と
を
示
唆
す
る
事
実
、
た
と
え
ば
、
優
れ
た
代
替
品
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実

が
あ
れ
ば
、
こ
の
代
替
品
を
関
連
市
場
に
含
め
て
、
改
め
て
問
題
の
企
業
の
市
場
占
拠
率
を
算
定
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
ま
た
、
供
給

の
弾
力
性
が
大
き
い
こ
と
を
示
唆
す
る
事
実
、
た
と
え
ば
、
現
在
は
当
該
商
品
を
生
産
し
て
い
な
い
が
既
存
の
生
産
設
備
に
大
き
な
変
更

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一　
一



法
政
研
究
一
巻
二
豊
τ
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一
一
一

を
加
え
る
こ
と
な
く
当
該
商
品
を
生
産

・
販
売
し
得
る
企
業
の
存
在
、
既
存
の
周
辺
企
業
に
お
け
る
過
剰
生
産
能
力
の
存
在

等
の
事
実
が

あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
企
業
の
販
売
量
あ
る
い
は
生
産
能
力
を
分
母
に
加
え
て
、
改
め
て
問
題
の
企
業
の
市
場
占
拠
率
を
算
定
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。
こ
の
場
合
、
市
場
占
拠
率
算
定
の
尺
度
は
、
実
際
の
販
売
量
で
は
な
く
生
産
能
力

（す
な
わ
ち
潜
在
的
な
販
売
量
）
と
も
な

り
得
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
喩
ぼ
ず
れ
に
し
て
も
、
関
連
市
場
の
規
模
は
初
め
よ
り
も
大
き
く
見
積
も
ら
れ
る
か
ら
、
問
題
の
企
業
の

市
場
占
拠
率
は
よ
り
小
さ
く
算
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
よ
り
小
さ
く
算
定
さ
れ
た
市
場
占
拠
率
が
、
市
場
力
の
大
き
さ
を
よ

り
正
確
に
反
映
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。

元
来
、
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
に
と
っ
て
市
場
占
拠
率
と
は
、
企
業
が
直
面
す
る
需
要
の
弾
力
性
の
代
替
的
指
標
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
数

値
に
そ
れ
以
上
の
意
味
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
市
場
占
拠
率
の
数
値
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
、
新
た
な
設
備
投
資
を
伴
う
新
規
参
入
の
可

能
輪
ど
除
き
、
市
場
力
の
程
度
を
規
定
す
る
諸
要
因
は
同
時
に
関
連
市
場
の
境
界
線
を
規
定
す
る
要
因
と
も
な
る
訳
で
あ
る
。
市
場
占
拠

率
が
市
場
力
の
程
度
を
よ
り
正
確
に
反
映
す
る
よ
う
に
絶
え
ず
関
連
市
場
の
境
界
線
を
引
き
直
す
と
い
う
発
想
は
、
ラ
ー
ナ
ー
指
標
に
基

づ
く
市
場
力
概
念
の
論
理
的
帰
結
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
に
と
っ
て
も
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
上
問
題
な
の
は
、
市
場
力
の
存
在
よ
り
も
程
度
で
あ
る
。
反
ト
ラ
ス

ト
法
訴
訟
の
提
起
が
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
ど
の
程
度
の
市
場
力
が
必
要
か
は
、
第

一
に
、
市
場
力
の
社
会
的
損
失
の
規
模
に
、
第
二

に
、
違
反
行
為
の
性
格
に
依
拠
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
第

一
の
市
場
力
の
社
会
的
損
失
と
し
て
は
、
主
と
し
て
資
源
配
分
上
の
損
失
、
い

わ
ゆ
る
死
重
損
失

ａ
８
一
■
■
旨
〓
ｏりし

が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る

（た
だ
し
、
こ
の
論
文
で
は
こ
れ
以
外
の
社
会
的
損
失
が
尺
度
と
さ

れ
る
可
能
性
は
必
ず
し
も
否
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。）。
こ
こ
で
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
執
行
に
要
す
る
費
用
や
、
（反
ト
ラ
ス
ト
法

の
執
行
に
よ
っ
て
却
っ
て
）
競
争
促
進
的
な
行
動
が
抑
圧
さ
れ
る
効
果
を
上
回
る
ほ
ど
の
社
会
的
損
失
が
存
在
す
る

（お
そ
れ
が
あ
る
）

か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
重
要
な
点
は
、
市
場
力
の
社
会
的
損
失
の
大
き
さ
は
、
価
格
の
限
界
費
用
か
ら
の
逸
脱
の
程
度
の
み
で
な
く
、



市
場
全
体
の
販
売
額
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
場
占
拠
率
等
の
デ
ー
タ
か
ら
ラ
ー
ナ
ー
指
数
自

体
は
小
さ
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
市
場
全
体
の
規
模
に
よ
っ
て
は
提
訴
が
正
当
化
さ
れ
る
余
地
は
あ
る
訳
で
あ
る
。
第
二

の
違
反
行
為
の
性
格
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
違
反
行
為
の
悪
質
性
の
程
度
に
応
じ
て
立
証
を
必
要
と
さ
れ
る
市
場
力
の
程
度
を
小
さ
く

す
る
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

・
ス
ケ
ー
ル
の
裁
判
所
に
よ
る
採
用
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
っ
さ
ら
に
、
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
は
彼
ら
の
市
場
力

理
論
を
、
関
連
市
場
の
画
定
問
題
Ｄ
特
に
地
理
的
市
場
の
画
定
問
題

（い
わ
ゆ
る
転
換

（ロ
マ
①【∽いｏ
じ

ア
プ
ロ
ー
チ
の
提
唱
）「
）合
併
事

件
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
損
害
額
の
算
定
問
題
、
規
制
産
業
に
お
け
る
市
場
力
の
立
証
問
題

に
応
用
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

省
略
す
る
。

③
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
理
論
の
特
徴
と
関
連
市
場
の
画
定
問
題

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
の
市
場
力
理
論
に
よ
っ
て
も
、
集
中
率
は
市
場
力
の
重
要
な
指
標
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
の
み
で
市
場
力
を
測
定
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
同
じ
新
古
典
派
経
済
学
を
分
析
の
出
発
点
と
す
る

ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
立
場
と
異
な
ら
な
い
。
市
場
力
の
程
度
を
規
定
す
る
諸
要
因
の
う
ち
特
に
集
中
率
と
他
の
要
因
と
の
関
係
を
理
論
的

に
明
確
化
し
た
点
に
お
い
て
、
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
の
研
究
は
立
場
の
違
い
を
越
え
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
研
究
は
、
市
場
力

を
め
ぐ
る
後
の
議
論
に
共
通
の
土
俵
を
設
定
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
、
彼
ら
の
研
究
に
代
表
さ
れ
る
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
理
論
は
、
今
日
様
々
な
側
面
か
ら
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
後
の
議
論
と
の
関
連
で
見
た
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
理
論
の
特
徴
を
三
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第

一
に
、
市
場
力
の
抑
制
要
因
と

し
て

（そ
れ
ゆ
え
関
連
市
場
の
境
界
を
画
す
る
要
因
と
し
て
も
）
供
給
の
弾
力
性
を
従
来
よ
り
重
視
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に

は
、
新
規
参
入
者
に
よ
る
潜
在
的
競
争
圧
力
の
重
視
、
関
連
市
場
の
画
定
に
お
け
る
供
給
面
で
の
代
替
可
能
性
の
考
輪
ど
い
っ
た
点
で
あ

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（三
）　
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一
四

る
。
潜
在
的
競
争
圧
力
の
頑
健
性
を
前
提
と
す
る
シ
カ
ゴ
学
派
の
参
入
障
壁
の
定
義
が
こ
こ
に
反
映
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
日
批
判
者

が
問
題
と
す
る
の
は
、
供
給
の
弾
力
性
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
認
定
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た

い
。
第
二
に
、
市
場
力
行
使
の
具
体
的
形
態
と
し
て
、
一
企
業
単
独
、
あ
る
い
は
、
複
数
企
業
の
協
調
行
為
に
よ
る
価
格
引
き
上
げ

（特
に

後
者
）
を
も
っ
ぱ
ら
念
頭
に
置
い
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
愉
）後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
点
は
、
い
わ
ゆ
る

「排
他
的
行
動
」
に
対
す
る
シ

カ
ゴ
学
派
の
肯
定
的
評
価
と
も
結
び
付
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
判
例
法
に
お
け
る

「独
占
力
」
の
定
義
の
う
ち

「競
争
を

排
除
す
る
力
」
は
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
立
場
か
ら
は
余
計
な
規
定
と
し
て
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
っ
第
二
に
、
関
連
市
場
の
画
定
を
市

場
力
の
測
定
と
い
う
目
的
に
照
ら
し
て
よ
り
弾
力
的
に
捉
え
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
い
ず
れ
も
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
が
極
度
に
単
純
化
な
い
し
抽
象
化
さ
れ
た
理
論
モ
デ
ル
を
前
提

と
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
言
え
る
。
か
よ
う
な
方
法
論
は
、
理
論
的
明
晰
さ
に
資
す
る

一
方
で
、
現
実
の
市
場
の
不
完
全
性
を
覆
い
隠

し
、
大
企
業
擁
護
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
堕
す
る
危
険
性
を
手
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
理
論
の
二
つ
の
特
徴
の

す
べ
て
に
つ
い
て
言
え
る
の
だ
が
、
特
に
、
第
二
の
特
徴
に
お
い
て
集
約
的
に
現
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
シ
カ
ゴ
学
派
の

市
場
力
理
論
の
功
罪
両
面
を
際
立
た
せ
る
た
め
、
第
二
の
特
徴
に
つ
い
て
補
足
的
に
説
明
し
た
い
と
思
う
。

従
来
、
関
連
市
場
の
画
定
は
、
経
済
学
的
に
は
、
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性

（Ｒ
ｏ
口
①一”
二
Ｓ
Ｃ
Ｒ
ヽ
①日
”●
３

を
基
準
と
す
る
も
の

と

一
般
的
に
は
考
え
ら
れ
て
い
た
一つ
こ
れ
は
、
周
知
の
と
お
り
、
一
一
つ
の
商
品
な
い
し
役
務

（以
下
、
単
に

「商
品
」
と
略
称
す
る
）
あ
る

い
は
地
域
の
う
ち
の

一
方
の
商
品

（地
域
）
の
価
格
の
変
化
率
に
対
す
る
他
方
の
商
品

（地
域
）
の
需
要
量
の
変
化
率
を
意
味
し
、
こ
の

数
値
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
一つ
の
商
品

（地
域
）
が
同
じ
市
場
に
属
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
、
関
連

市
場
の
画
定
基
準
と
し
て
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
を
使
用
す
る
こ
と
に
は
、
供
給
面
で
の
代
替
可
能
性
を
考
慮
し
な
い
点
の
他
に
も
、

理
論
上
難
点
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
は
、
特
に
関
連
商
品
市
場
の
画
定
と
関
連
し
て
大
略
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ



て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
製
品
差
別
化
現
象
が

一
般
化
し
た
現
状
で
は
、
同

一
の
用
途
を
も
つ
商
品
の
間
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
代
替
関
係
が
成
立

す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
商
品
は
代
替
関
係
の
連
鎖
を
形
成
し
て
い
る
。
関
連
市
場
の
画
定
と
は
、
こ
の
代
替
関
係
の
連
鎖
の
中

か
ら
特
に
強
い
代
替
関
係
が
成
立
す
る
範
囲
を
限
定
す
る

（逆
に
言
え
ば
、
代
替
関
係
の
連
鎖
に
お
け
る
顕
著
な
断
絶
を
見
い
だ
す
）
作

業
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
特
に
強
い
代
替
関
係
が
成
立
す
る
商
品
の
集
合
を
識
別
す
る
た
め
の
閾
値
が
問
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
の
基
準
そ
れ
自
体
か
ら
は
こ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
鳴
）ま
た
、
需
要
の
交
差
的
価

格
弾
力
性
は
、
一
一つ
の
商
品
の
間
の
代
替
関
係
の
程
度
を
表
す
に
過
ぎ
な
い
。
市
場
力
の
有
無
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
企
業
の
商
品
に
対
し

て
は
、
複
数
の
代
替
品
が
存
在
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
市
場
力
が
行
使
さ
れ
る
場
合
に
こ
れ
ら
の
代
替
品
の
全
体
に
ど
れ
ほ
ど
買
い
手

が
転
換
す
る
か
が
市
場
力
の
程
度
を
左
右
す
る
。
問
題
の
企
業
の
商
品
と
個
々
の
代
替
品
と
の
間
で
は
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
が
小

さ
く
と
も
、
代
替
品
全
体
を
取
っ
て
み
れ
ば
、
市
場
力
の
抑
制
要
因
と
し
て
無
視
し
得
な
い
と
い
う
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
実

務
的
に
よ
り
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
利
潤
を
最
大
化
し
よ
う
と
す
る
独
占
企
業
は
、
代
替
品
へ
の
消
費
の
転
換
が
起
こ
る
ぎ
り
ぎ
り
の
水

準
ま
で

（す
な
わ
ち
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
が
相
当
大
き
く
な
る
ま
で
）
価
格
を
引
き
上
げ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
通
常
、
需
要
の
交

差
的
価
格
弾
力
性
が
大
き
い
こ
と
は
、
代
替
品
を
関
連
市
場
に
含
め
る
べ
き
こ
と
を
、
し
た
が
っ
て
、
問
題
の
企
業
の
市
場
力
を
小
さ
く

見
積
も
る
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
独
占
企
業
が
現
に
市
場
力
を
行
使
し
て
い
る
時
点
の
価
格
を
基
準
と
す
る
と
、

需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
は
、
市
場
力
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
き
く
な
る
の
で
あ
る
「
）

以
上
の
諸
点
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
基
準
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
部
分
市
場
均
衡
分
析
の
場
を
設
定

す
る
た
め
の
理
論
的
基
準
、
あ
る
い
は
、
一
定
の
均
衡
価
格
へ
と
収
飲
す
る
傾
向
を
も
つ
商
品
の
集
合
を
統
計
学
的
手
法
に
よ
っ
て
画
定
す

る
た
め
の
基
準
な
の
で
あ
っ
て
、
集
中
率
の
数
値
に
市
場
力
の
大
き
さ
を
よ
り
正
確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
基
準
と
し
て
は
不
十
分
で

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一
五
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一
六

あ

っ
た
。
し
か
も
、
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
を
実
際
に
測
定
す
る
の
は
困
難
で
あ

っ
た
。
実
際
の
実
証
研
究
で
は
、
国
弩
８
ｃ
Ｒ

Ｏ
ｏ
５
ｏ
湧

の
産
業
分
類
が
利
用
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。お
そ
ら
く
は
、
あ
る
程
度
産
業
構
造
が
固
ま

っ
て
き
て
い
た
の
で
、
そ
れ
で
足

り
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
も

一
因
な
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
の
立
場
に
お
い
て
は
、
実
際
に
は
か
な
り
固
定

（出
）

的
な
産
業
分
類
を
念
頭
に
お
い
て
市
場
力
の
概
念
を
構
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
産
業
な
い
し
市
場
の
境
界
線
の
引
き
方
は
、
そ
れ
が
何
を
目
的
と
す
る
か
に
よ
っ
て
異
な
り
得
る
は
ず
で
あ
る
。
反
ト
ラ
ス

ト
法
に
お
い
て
は
、
市
場
力

（そ
れ
が
い
か
に
定
義
さ
れ
よ
う
と
も
）
を
測
定
す
る
前
提
と
し
て
関
連
市
場
が
画
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
論
理
を
推
し
進
め
る
と
、
関
連
市
場
の
画
定
に
予
め
市
場
力
の
抑
制
要
因
を
読
み
込
む
シ
カ
ゴ
学
派
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
行
き
着
く
の

で
あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
市
場
力
の
現
実
の
行
使
を
問
題
と
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
市
場
力
形
成
の
未
然
防
止
を
問
題
と
す
る

か
に
よ
っ
て
も
、
関
連
市
場
の
画
定
の
仕
方
は
当
然
に
異
な
っ
て
来
る
。
ポ
ズ
ナ
ー
自
身
、
合
併
規
制
に
関
連
し
て
同
様
の
発
想
を
既
に

示
し
て
い
た
。
今
日
で
は
よ
り

一
般
的
に
、
部
分
市
場
均
衡
分
析
の
枠
組
み
と
し
て
の

「経
済
学
的
市
場

（８
ｏ●
ｏ
ヨ
お
日
，
『Ｆ
一ご

と
、

市
場
力
測
定
の
枠
組
み
と
し
て
の

「反
ト
ラ
ス
ト
市
場

Ｆ
●
澤
日
諄
ヨ
”Ｈざ
一ご

と
を
区
別
す
る
主
張
も
見
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
か
よ

（晰
）

う
な
主
張
自
体
は
、
今
や
立
場
の
如
何
を
問
わ
ず
肯
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
に
代
表
さ
れ
る
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
理
論
に
お
い
て
は
、
関
連
市
場
を
広
く
画
定
す
る
方
向
に
バ
イ

ア
ス
が
か
か
っ
て
い
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
の

「市
場
再
画
定
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「市
場
再
画
定
ア
プ
ロ
ー
チ
」
は
、
構
造
的
に
、
需
要
面

・
供
給
面
で
の
代
替
可
能
性
を
過
大
に
評
価
す
る

（そ
れ
ゆ
え
、
市
場
力
を
実
際

よ
り
も
過
小
に
評
価
す
る
）
危
険
性
を
準
む
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
独
占
企
業
の
商
品
と
需
要
面
で
代
替
可
能
な
商
品

が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
当
該
代
替
品
の
す
べ
て
が
、
独
占
企
業
か
ら
の
顧
客
の
転
換
を
も
た
ら
す
と
は
考
え
に
く
い
。
顧
客
の
転
換
が

ど
の
程
度
生
じ
る
か
は
、
ま
さ
に
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
の
大
き
さ
に
依
拠
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「市
場
再
画
定
ア
プ
ロ
ー



チ
」
で
は
、
当
該
代
替
品
の
全
販
売
量
が
市
場
占
拠
率
算
定
の
際
に
分
母
に
加
え
ら
れ
る
。
供
給
面
で
の
代
替
可
能
性
を
反
映
す
る
た
め

の
市
場
の
再
画
定
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
独
占
企
業
の
商
品
と
代
替
可
能
な
商
品
を
追
加
的
費
用
を
伴
わ
ず
に
迅
速
に
供
給

し
得
る
企
業
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
企
業
の
供
給
能
力
の
す
べ
て
が
実
際
に
独
占
企
業
の
価
格
引
き
上
げ
に
反
応
し
て
当
該

代
替
品
へ
の
転
換
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「市
場
再
画
定
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
下
で
は
、

当
該
企
業
の
供
給
能
力
の
す
べ
て
が
、
市
場
占
拠
率
算
定
の
際
に
分
母
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、

常
識
的
な
産
業
分
類
よ
り
も
関
連
市
場
は
広
め
に
画
定
さ
れ
、
市
場
占
拠
率
は
市
場
力
の
程
度
を
実
際
よ
り
も
小
さ
く
表
現
す
る
こ
と
に

（‐３６
）

な
る

（少
な
く
と
も
、
そ
う
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
）
。

関
連
市
場
を
広
め
に
画
定
す
る
傾
向
の
背
景
に
は
、
経
済
主
体
の
合
理
性
と
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
機
能
に
対
す
る
楽
観
的
な
実
態
認
識

と
と
も
に
、
新
自
由
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
根
差
し
た
政
策
的
な
価
値
判
断
が
潜
ん
で
い
る
。
お
よ
そ
い
か
な
る
政
策
提
案
も
経
済
学

的
に
見
れ
ば
誤
差
を
伴
う
。
判
断
が
分
か
れ
る
の
は
、
過
剰
な
規
制
を
も
た
ら
す
方
向
で
の
誤
差
を
許
容
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
過
少
な

規
制
を
容
認
す
る
方
向
で
の
誤
差
を
許
容
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
企
業
行
動
の
合
理
性
と
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
機
能
に
ほ
と
ん
ど
絶

対
的
な
信
頼
を
お
き
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
「市
場
の
失
敗
」
よ
り
も

「政
府
の
失
敗
」
を
問
題
視
す
る
シ
カ
ゴ
学
派
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
当

然
、
後
者
が
選
択
さ
れ
る
の
で
あ
る
っ
以
上
要
す
る
に
、
関
連
市
場
の
弾
力
的
な
画
定
が
市
場
力
の
過
小
評
価
の
傾
向
と
結
び
付
い
て
い

た
点
に
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
理
論
の
最
大
の
特
徴
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（３
）
市
場
力
理
論
の
実
務

へ
の
浸
透

こ
こ
で
は
、
一
九
八
四
年
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
理
論
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一
七
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五

一
八

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
合
併
規
制
の
基
本
方
針
は
、
「
市
場
力
』
を
形
成
し
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
高
め
、
あ
る
い
は
ま
た
、

そ
の
行
使
を
容
易
に
す
る
合
併
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
上
許
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
こ
で

「市
場
力
」
と
は
、
「実
質

的
な
期
間
に
お
い
て
、
利
益
を
確
保
し
な
が
ら
競
争
水
準
を
越
え
て
価
格
を
維
持
す
る

一
な
い
し
そ
れ
以
上
の
企
業
の
力
穴
売
り
手
の
市

場
力
の
場
合
）
と
定
義
さ
れ
る
輸
ィ
市
場
力
」
は
、
単

一
企
業
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
協
調
行
為

（い
わ
ゆ
る
カ
ル
テ
ル

の
み
で
な
く
、
従
来
意
識
的
並
行
行
為
と
呼
ば
れ
て
来
た
行
為
も
含
む
こ
と
に
注
意
）
を
つ
う
じ
て
複
数
企
業
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
と
さ
れ
る
。　
一
九
八
四
年
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
協
調
行
為
に
よ
る
市
場
力
の
行
使
を
予
防
す
る
点
に
主
眼
を
お
い
て
い
る

と
言
わ
れ
る
「
）こ
の
こ
と
は
、
水
平
的
合
併
の
提
訴
基
準
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
水
平
的
合
併
の
提
訴
の
際
に
考
慮
さ
れ

る
べ
き
要
素
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
先
導
的
企
業
に
つ
い
て
の
但
し
書
き

（３

・
１２
）
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
合
併
に
よ
る

協
調
行
為
の
促
進
可
能
性
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
類
型
の
合
併
の
提
訴
基
準
に
関
し
て
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
言
え

る
。
唯

一
の
例
外
は
参
入
障
壁
を
高
め
る
垂
直
的
合
併
の
場
合

（４

ｏ
２‐
）
で
ぁ
る
が
、
そ
こ
で
の
市
場
閉
鎖
の
認
定
基
準
は
、
シ
カ
ゴ

学
派
の
参
入
障
壁
の
定
義
を
反
映
し
て
か
な
り
厳
格
で
あ
る
っ
垂
直
的
合
併
に
つ
い
て
は
、
事
実
上
自
由
放
任
の
方
針
が
採
用
さ
れ
て
い

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
、
次
に
、
水
平
的
合
併
の
提
訴
基
準
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

水
平
的
合
併
の
提
訴
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
は
、
集
中
率
と
そ
の
他
の
要
素
と
に
大
別
で
き
る
。
集
中
率
以
外
の
要
素
と
し
て

は
、
参
入
の
容
易
さ

（３

ｏ
３
）、
商
品
の
性
質
と
販
売
条
件
、
特
定
取
引
に
つ
い
て
の
情
報
の
利
用
可
能
性
と
買
い
手
側
市
場
の
特
徴
、

中
小
企
業
な
い
し
周
辺
企
業
の
販
売
拡
大
能
力
、
（過
去
の
水
平
的
共
謀
の
記
録
や
共
謀
を
促
進
す
る
よ
う
な
取
引
慣
行
の
採
用
な
ど
）
関

連
市
場
内
で
の
企
業
行
動
、
（反
競
争
的
な
行
動
の
証
拠
と
し
て
の
）
市
場
成
果
と
い
っ
た
共
謀
を
促
進
す
る
諸
要
因

（３

ｏ
４
）
、
そ
し

て
、
効
率
性

（３

ｏ
５
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
っ
こ
れ
ら
は
、
協
調
行
為
の
成
否
を
左
右
す
る
諸
要
因
の
う
ち
、
集
中
率
の
数
値
に
還
元

し
得
な
い
、
い
わ
ば
質
的
な
判
断
を
要
す
る
要
因
と
い
え
る
。
集
中
率
の
指
標
と
し
て
は
、
周
知
の
と
お
り
、
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル

ｏ



ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
指
数

（Ｈ
Ｈ
Ｉ
）
（関
連
市
場
に
参
加
す
る
企
業
の
市
場
占
拠
率
を
二
乗
し
た
も
の
の
合
計
）
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ｈ

Ｉ
が

一
〇
〇
〇
未
満
の
市
場
は

「非
集
中
」、
一
〇
〇
〇
以
上

一
八
〇
〇
未
満
は

「穏
や
か
な
集
中
」、
一
八
〇
〇
以
上
は

「高
度
集
中
」
と

分
類
さ
れ
る
。
合
併
後
の
市
場
が

「非
集
中
」
で
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
提
訴
せ
ず
、
合
併
後
の
市
場
が

「穏
や
か
な
集
中
」
で
あ
れ
ば
合

併
に
よ
る
Ｈ
Ｈ
Ｉ
の
増
加
が

一
〇
〇
以
上
の
場
合
に
、
合
併
後
の
市
場
が

「高
度
集
中
」
で
あ
れ
ば
合
併
後
の
Ｈ
Ｈ
Ｉ
の
増
加
が
五
〇
以

（‐‐５
）

上
の
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
要
素
を
検
討
の
う
え
提
訴
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

（３

ｏ
ｌ
）
。

こ
の
よ
う
に
、
八
四
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
も
集
中
率
は
市
場
力
の
指
標
と
し
て
重
視
さ
れ
て
は
い
る
。
た
だ
、
前
述
の
諸
要
素
の

ほ
か
に
、
集
中
率
の
重
要
度
に
影
響
を
与
え
る
要
素
と
し
て
、
市
場
の
諸
条
件
の
合
理
的
に
予
見
し
得
る
変
化
、
企
業
の
財
務
状
況
、
外

国
か
ら
の
輸
入
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
要
素
に
照
ら
し
て
、
集
中
率
が
合
併
企
業
の
市
場
力
を
正
確
に
反
映
す
る
も
の

か
否
か
、
さ
ら
に
吟
味
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（３
ｏ
２
）鳴
蒙
中
率
は
市
場
力
の
代
替
的
指
標
ら

一
つ
し
過
ぎ
な
い
と
い
う
シ

カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
概
念
の
影
響
が
こ
こ
に
見
て
取
れ
る
。

し
か
し
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
力
概
念
の
影
響
が
も
っ
と
も
明
確
に
現
れ
て
い
る
の
は
、
関
連
市
場
の
画
定
方
法
と
市
場
占
拠
率
の
算

定
方
法
で
あ
ろ
う
。
八
四
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
市
場
画
定
基
準
は
、
そ
こ
に
参
加
す
る
企
業
が
お
互
い
の
行
動
を
調
整
し
得
る
場

合
に
実
効
的
に
市
場
力
を
行
使
し
得
る
よ
う
な
市
場
を
画
定
す
る
こ
と
に
狙
い
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
合
併
規
制
の
主
眼
を
協
調
行
為
の
予

防
に
お
く
関
係
上
、
集
中
率
の
数
値
に
還
元
し
得
る
諸
要
因
に
照
ら
し
て
協
調
行
為
が
有
効
に
成
立
し
得
る
範
囲
が
関
連
市
場
の
範
囲
を

画
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
）

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
関
連
商
品
市
場
が
次
の
よ
う
な
方
法
で
画
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
合
併
当
事
者
が
生
産
な
い
し
販
売
す
る

商
品
に
つ
い
て
利
潤
最
大
化
を
図
る
独
占
者
の
存
在
を
想
定
し
、
こ
の
仮
定
上
の
独
占
者
が
当
該
商
品
に
つ
い
て

（原
則
と
し
て
、
現
行

価
格
を
基
準
と
し
て
）
「少
額
だ
が
有
意
で

一
時
的
で
な
い

（∽日
』

げ
舞
∽い電
躊
８
雲
”●
０
日
ｏ●
一３
諄
いざ
崚
ご

価
格
引
き
上
げ
を
実
施
す

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一
九



法
政
研
究
一
巻
二
豊
∵
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
〇

る
場
合
に
何
が
起
こ
る
か
を
問
う
。
も
し
、
当
該
商
品
の
多
く
の
買
い
手
が
他
の
商
品
に
転
換
す
る
た
め
に
、
か
よ
う
な
価
格
引
き
上
げ

が
か
え
っ
て
損
失
を
も
た
ら
す
場
合
に
は
、
当
該
商
品
の
次
善
の
代
替
品
を
仮
定
上
の
独
占
者
の
販
売
メ
ニ
ュ
ー
に
付
け
加
え
て
、
再
び

同
じ
問
い
か
け
を
行
う
。
「少
額
だ
が
有
意
で

一
時
的
で
な
い
」
価
格
引
き
上
げ
が
利
益
を
も
た
ら
す
ま
で
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
続
け
る
。
そ

し
て
、
「少
額
だ
が
有
意
で

一
時
的
で
な
い
」
価
格
引
き
上
げ
が
利
益
を
も
た
ら
す
最
小
範
囲
の
商
品
の
集
合
が
関
連
商
品
市
場
と
見
な
さ

れ
る
の
で
あ
る

（２

・
１
）
。
良
い
代
替
品
が
他
に
あ
れ
ば
、
協
調
行
為
に
よ
る
価
格
引
き
上
げ
は
代
替
品
へ
の
消
費
者
の
転
換
を
も
た
ら

す
の
で
、
協
調
行
為
は
成
立
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
「
こ
の
方
法
は
、
需
要
面
で
の
代
替
可
能
性
に
照
ら
し
て
協
調
行
為
の
成

立
可
能
な
範
囲
を
画
す
る
意
味
を
も
つ
。
な
お
、
価
格
差
別
の
事
実
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
代
替
品
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
は
仮
定
上
の

独
占
者
の
価
格
引
き
上
げ
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
買
い
手
の
集
合
に
着
目
し
て
、
上
述
の
よ
う
に
し
て
画
定
さ
れ
る
関
連
商
品
市

場
よ
り
も
さ
ら
に
狭
い
範
囲
で
関
連
商
品
市
場
が
画
定
さ
れ
る
可
能
性
も
認
め
ら
れ
て
い
る

（
２

・
１３
）「
）

次
に
、
こ
の
よ
う
に
画
定
さ
れ
た
商
品
の
集
合
を
生
産
す
る
企
業
を
識
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
理
論
上
は
、
現
在

当
該
商
品
を
供
給
す
る
企
業
の
み
が
協
調
行
為
の
成
否
を
左
右
す
る
訳
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
在
は
当
該
商
品
を
供
給
し
て
い
な
い

が
、
当
該
商
品
に
つ
い
て
協
調
行
為
が
成
立
し
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
追
加
的
な
費
用
を
さ
ほ
ど
伴
わ
ず
迅
速
に
当
該
商
品
を
供

給
し
得
る
企
業
も
ま
た
協
調
行
為
の
成
否
を
左
右
す
る
。
八
四
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
「少
額
だ
が
有
意
で

一
時
的
で
な
い
」
価
格
引
き
上

げ
に
反
応
し
て

一
年
以
内
に
当
該
商
品
の
生
産
と
販
売
に
、
容
易
か
つ
経
済
的
に
使
用
さ
れ
得
る
よ
う
な
既
存
の
生
産

・
流
通
設
備
を
有

す
る
企
業
を
、
関
連
市
場
参
加
者
に
付
け
加
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

（２
ｏ
２
）愉
ぎ
れ
は
、
供
給
面
で
の
代
替
可
能
性
に
照
ら

し
て
協
調
行
為
の
成
立
範
囲
を
画
す
る
意
味
を
も
つ
。
（広
義
の
）
新
規
参
入
の
可
能
性

一
般
が
協
調
行
為
の
成
否
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で

あ
る
が
、
そ
の
影
響
度
を
市
場
占
拠
率
と
い
う
形
で
数
値
化
す
る
こ
と
が
実
際
に
常
に
可
能
な
訳
で
は
な
い
。
八
四
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

（広
義
の
）
新
規
参
入
の
可
能
性
の
影
響
度
の
う
ち
、
具
体
的
に
数
値
化
し
得
る
部
分
の
み
を
市
場
画
定
の
問
題
の
中
で
扱
い
、
数
値
化
で



き
な
い
部
分
を
、
集
中
率
以
外
の
、
い
わ
ば
質
的
な
判
断
要
素
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う

（３

・
３
）
。

最
後
に
、
地
理
的
市
場
が
画
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
画
定
方
法
は
関
連
商
品
市
場
の
画
定
方
法
と
本
質
的
に
同
じ
で
あ
る

（関
連
商
品
市
場
を
前
提
と
し
、
あ
と
は
、
商
品
の
代
わ
り
に
地
域
に
つ
い
て
仮
定
上
の
独
占
者
の
価
格
引
き
上
げ
の
可
能
性
を
問
う
こ
と

（
‐５‐
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

に
な
る
。）
。

関
連
市
場
が
画
定
さ
れ
た
後
は
、
各
企
業
の
市
場
占
拠
率
が
算
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
訳
だ
が
、
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
算
定
の

尺
度
で
あ
る
。
八
四
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
商
品
な
い
し
あ
る
程
度
差
別
化
さ
れ
た
商
品
に
つ
い
て
は
ド
ル
ベ
ー
ス

で
の
販
売
額
な
い
し
搬
送
額
が
、
比
較
的
同
質
的
で
差
別
化
さ
れ
て
い
な
い
商
品
に
つ
い
て
は
物
理
的
生
産
能
力
や
在
庫
量
あ
る
い
は
ド

ル
ベ
ー
ス
で
の
生
産
額
が
、
市
場
占
拠
率
算
定
の
尺
度
と
し
て
望
ま
し
い
と
す
る
。
関
連
市
場
参
加
企
業
の
供
給
面
で
の
反
応
も
ま
た
、

協
調
行
為
の
成
否
を
左
右
す
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
こ
の
可
能
性
を
市
場
占
拠
率
の
数
値
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
現
実
の
販
売
量
で

は
な
く
生
産
能
力
を
算
定
の
尺
度
と
す
べ
き
場
合
の
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
八
四
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
合
併
規
制
の
目
的
に
照
ら
し
た
関
連
市
場
の
弾
力
的
な
画
定
と
市
場
占
拠
率
の
算
定
を
志

向
す
る
も
の
と
言
え
る
。
こ
こ
に
明
ら
か
に

「市
場
再
画
定
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
同
様
の
発
想
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
ラ
ン

デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
の
議
論
で
は
単

一
企
業
に
よ
り
市
場
力
が
行
使
さ
れ
る
場
合
が
主
と
し
て
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
八
四
年

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
協
調
行
為
に
よ
る
市
場
力
行
使
の
可
能
性
が
主
と
し
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
哺
）し
か
し
ヽ
集
中

率
の
位
置
付
け
や
関
連
市
場
画
定
問
題
の
捉
え
方
は
、
「市
場
再
画
定
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
応
用
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
と
関
連
し
て
、
関
連
市
場
の
画
定
と
市
場
占
拠
率
の
算
定
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
方
法
論
は
合
併
企
業
の
市
場
力
の
過
小

評
価
に
つ
な
が
る
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

ま
ず
、
仮
定
上
の
独
占
者
が
価
格
を
引
き
上
げ
る
際
の
出
発
点
と
な
る
価
格
は
、
原
則
と
し
て
、
合
併
当
事
者
の
商
品
の
現
行
価
格
と

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

一
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さ
れ
て
い
る
。
仮
に
合
併
前
に
お
い
て
既
に
明
示
的
な
い
し
暗
黙
の
協
調
行
為
が
蔓
延
し
て
い
る
と
す
れ
ば

（す
な
わ
ち
、
共
同
で
市
場

力
が
行
使
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
）、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
時
点
の
価
格
で
は
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
比
べ
て
合
併
当
事
者
の
販
売
す
る

商
品
に
対
し
て
有
力
な
代
替
品
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
方
法
論
に
従
え
ば
、
よ
り
多
く
の
代

替
儡
を
関
連
商
品
市
場
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
か
よ
う
な
市
場
で
は
、
合
併
に
よ
っ
て
寡
占
的
相
互
依
存
関
係
が
強

ま
り
価
格
は
ま
す
ま
す
下
方
硬
直
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
方
法
論
に
従
え
ば
、
か
よ
う
な
可
能

性
は
集
中
率
に
は
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
哺
）

次
に
、
供
給
面
で
の
代
替
可
能
性
が
か
な
り
楽
観
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
当
該
商
品
の
供
給
に
利
用
可
能
な
生
産

・
流
通
設
備
の
存

在
が
関
連
商
品
市
場
へ
の
参
加
企
業
の
識
別
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
が
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
設
備
を
有
し
て
い
て
も
、
既
存
の
顧
客
と

の
取
引
関
係
を
無
視
し
て
ま
で
関
連
商
品
市
場
に
参
入
す
る
企
業
の
数
は
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
で
も
ガ
イ

（
‐５５
）

ド
ラ
イ
ン
の
基
準
は
市
場
力
の
過
小
評
価
を
も
た
ち
し
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
「少
額
だ
が
有
意
で

一
時
的
で
な
い
」
価
格
引
き
上
げ
と
は
具
体
的
に
ど
の
程
度
の
価
格
引
き
上
げ
を
指
す
の
か
と
い
う
問
題

も
、
市
場
力
の
評
価
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
関
連
市
場
は
広
く
画
定
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
八
四
年
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
八
二
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
し
て
こ
の
点
と
関
連
す
る
批
判
が
あ
っ
れ
が
」
と
を
考
慮
し
て
産
業
の
性
質
に
よ
り
変
更
が

あ
り
得
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に

一
年
間
継
続
す
る
五
％
の
上
昇
が
こ
れ
に
当
た
る
と
す
る
。
こ

の
数
値
は
、
産
業
の
実
態
に
照
ら
し
て

一
般
に
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
電
ま
た
ヽ
実
際
に
は
司
法
省
反
ト
ラ
ス
ト
局
は
、
十

％
を
基
準
と
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
哺
）

さ
ら
に
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
取
引
の
実
態
か
ら
離
れ
て
仮
定
の
質
問
を
繰
り
返
す
と
い
う
方
法
論
そ
れ
自
体
に
疑
間
が
投
げ
か
け
ら

れ
た
。
確
か
に
、
合
併
規
制
に
お
け
る
関
連
市
場
の
画
定
に
際
し
て
は
、
企
業
や
顧
客
の
将
来
の
反
応
の
予
測
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
否



定
し
得
な
い
。
問
題
は
、
合
併
時
の
取
引
関
係
が
基
本
的
に
は
合
併
後
も
継
続
す
る
と
の
前
提
に
立
つ
か
、
そ
れ
と
も
、
合
併
に
よ
る
市

場
力
の
行
使
に
伴
っ
て
顧
客
の
転
換
や
供
給
活
動
の
転
換
が
比
較
的
容
易
か
つ
迅
速
に
発
生
し
得
る
と
の
前
提
に
立
つ
か
で
あ
る
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
明
ら
か
に
後
者
で
あ
る
。
批
判
者
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
非
現
実
的
な
市
場
観
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
市
場

（‐６０
）

力
の
過
小
評
価
の
傾
向
の
根
源
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

以
上
、
八
四
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
関
連
市
場
画
定
方
法
が
合
併
企
業
の
市
場
力
を
過
小
評
価
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、

そ
の

背
景
に
合
併

一
般
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
無
能
な
経
営
陣
の
交
替
、
投
下
資
本
の
効

率
的
な
利
用
と
既
存
設
備
の
再
配
置
を
促
進
す
る
う
え
で
、
合
併
が
自
由
企
業
経
済
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
得
る
こ
と
を
分
析

の
出
発
点
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
合
併
に
よ
る
効
率
性
の
達
成
を
提
訴
の
際
の
考
慮
要
因
と
し
て
い
る
点
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
合

併

一
般
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
が
、
合
併
を
過
剰
に
規
制
す
る

（す
な
わ
ち
、
効
率
性
の
達
成
に
寄
与
す
る
合
併
を
規
制
す
る
）
方
向
で

分
析
を
誤
る
よ
り
も
、
過
少
に
規
制
す
る

（す
な
わ
ち
、
市
場
力
を
形
成

・
維
持

ｏ
強
化
す
る
合
併
を
容
認
す
る
）
方
向
で
分
析
を
誤
る

方
が
望
ま
し
い
と
い
う
姿
勢
を
生
み
出
し
て
い
る
哺
）こ
こ
に
も
シ
カ
ゴ
学
派
の
顕
著
な
影
響
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（１
）
従
来
か
ら
我
が
国
で
は
、
産
業
組
織
論
や
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
領
域
で

「ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
」
と

「シ
カ
ゴ
学
派
」
と
の
対
立
と
い
う
言
い
方
を
し
て
来

た
が
、
八
〇
年
代
後
半
時
点
で
既
に
両
者
の
違
い
は
か
な
り
曖
味
に
な
っ
て
い
た
と
も
言
わ
れ
る
。
ｒ
ｐ
①
¨
・
〓
口
”
”
門
”
日
〓
〇
く
［
Ｚ
が
′〓
Ⅳ
口
〇
〇
Ｚ
Ｏ
〓
お
∽

＞
Ｚ
∪
＞
Ｚ
日
【日
”
Ｃ
∽
日
】卜
要

（〓
ｏ
Ｂ
σ
ｏ
鼻

∽
ｏ
【い８
Ｆ
“崚
Φ
諄

口
ら
い一一ｏ
じ

ギ
ュ
Ｃ
ｏ
∞
い
〉

筆
者
は
全
学
者
に
つ
い
て
そ
の
立
場
を
検
討
し
た
訳
で
は
な
い
の
で
、
学

派
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
本
稿
で
は
最
近
の
産
業
組
織
論
の
教
科
書
の
用
語
法
に
従
っ
た
。
植
草
益
編

『
日
本
の
産
業
組
織

・
理
論
と
実
証
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
』
（有
斐
閣

一
九
九
五
年
）
六
頁
参
照
。
な
お
、
新
産
業
組
織
論
の
研
究
成
果
等
を
援
用
し
な
が
ら
シ
カ
ゴ
学
派
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
を
批
判
す
る

立

場

は

、

馬

８

一あ

〓

８

性

・
と

総

称

さ

れ

る

こ

と

も

あ

る

。

∽
８

」

¨

）
留

日
電

の
言
日

¨
「
ｏ
∽
一あ

〓

８

電

日
８

５
ｏ
日
い０
´

８

＞
５
摯

〓

資

Ｆ

■

ヽ
さ
い
‐ｏ
ｏ
い

含

ｏ
ｏ
ｇ

・

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
〓
一



法
政
研
究

一
巻
二
豊
丁
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

二
四

（２
）
か
よ
う
な
シ
カ
ゴ
学
派
批
判
の
典
型
を
示
す
も
の
と
し
て
、
８
ｐ
〓
①
【ｇ
二
〓
２
ｏ
●
ご
ヨ
Ｆ
＞
コ
〓
〓
露
「
ｏ
Ｆ
】
”
』げ９
ｏ
〓
８
電
Ｌ
卜
〓
い３
・
ｒ
”
Ｑ
も
ぉ

（８
∞
い
）
「
モ
デ
ル
外
在
的
批
判
」
と

「モ
デ
ル
内
在
的
批
判
」
と
を
区
別
Ｙ

な
お
、
シ
カ
ゴ
学
派
と
伝
統
的
反
ト
ラ
ス
ト
法
理

（
ハ
ー
ハ
ー
ド
学
派
の
立
場
と

す
べ
て
の
点
で

一
致
す
る
訳
で
は
必
ず
し
も
な
い
）
と
を
比
較
対
照
す
る
文
献
と
し
て
、
器
ｐ
口
８
“
Ｒ
〓
・
Ｆ
ｘ
”
●
２
ｒ
雪
【
①
い
８

＞

∽
ｃ
【【μＳ
Ｐ
＞
５
ｏ
，
ｏ
】いう
”

Ｂゝ
Ｌ
一【ビ
８
日
Ｏ
ｏ
●
９
Ｂ
い●
∽
，
＞
ｒ
のと
の
０
い
Ｌ
．い
〓
＞
”
”
く
『
【”
∽
↓
。
日
ｒ
門
＞
Ｚ
Ｏ
”
〓
・
『
Ｏ
Ｘ
〕＞
Ｚ
∪
”
〇
田
同
”
↓
「
Ｈ日
〇
『
∽
奄
卜
①
，
・
”
国
く
【↓
＞
ｒ
ＨＮ
】Ｚ
Ｏ
＞
Ｚ
日
【弓
”
Ｃ
∽
日
ＨＺ

Ｈ弓
∽

∽
”
〇
〇
Ｚ
∪

〇
口
Ｚ
日
Ｃ
”
К
¨
”
∽
∽
＞
く
∽
Ｏ
Ｚ

ｒ
口
〇
＞
Ｆ

”
〇
〇
Ｚ
Ｏ
〓

Ｈ
Ｏ
・
＞
Ｚ
∪

”
Ｏ
Ｆ
【日
【０
＞
ｒ

「
Ｏ
ｒ
Ｈ
Ｏ
く
・
”
一
０
『
‐∞
Ｏ

含

０
０
じ

¨

（３
）
た
と
え
ば
、
熊
谷
尚
夫

『経
済
政
策
原
理
』
（岩
波
書
店

一
九
六
四
年
）、
Ｒ
・
ケ
イ
ヴ
ズ
著
、
小
西
唯
雄
訳

『産
業
組
織
論
』
（東
洋
経
済
新
報
社

一
九
六
八

年
）、
Ｊ
・
Ｓ
・
ベ
イ
ン
著
、
宮
沢
健

一
監
訳

『産
業
組
織
論
』
上

・
下

（丸
善

一
九
七
〇
年
）、
今
井
賢

一
、
宇
沢
弘
文
、
小
宮
隆
太
郎
、
根
岸
隆
、
村
上
泰
亮

『価
格
理
論
Ⅲ
』
（岩
波
書
店

一
九
七
二
年
）、
馬
場
正
雄

『反
独
占
の
経
済
学
』
（筑
摩
書
房

一
九
七
四
年
）、
小
西
唯
雄

『反
独
占
政
策
と
有
効
競
争

［増
補

版
ど

（有
斐
閣

一
九
七
五
年
）
、
荒
憲
治
郎
、
稲
毛
満
春
、
小
西
唯
雄
、
伊
達
邦
春
、
根
岸
隆
、
福
岡
正
夫
編
著

『経
済
学
３

・
産
業
組
織
論
』
（有
斐
閣

一
九
七
六
年
）、
植
草
益

『産
業
組
織
論
』
（筑
摩
書
房

一
九
八
二
年
）、
南
部
鶴
彦

『産
業
組
織
と
公
共
政
策
の
理
論
』
（日
本
経
済
新
聞
社

一
九
八
二
年
）、
小

西
唯
雄
編

『産
業
組
織
論
の
新
展
開
』
（名
古
屋
大
学
出
版
会

一
九
九
〇
年
）、
小
西
唯
雄
編

『産
業
組
織
論
の
新
潮
流
と
競
争
政
策
』
（晃
洋
書
房

一
九
九
四
年
）

等
を
参
照
．

（
４

）

こ

の

点

に

つ

い

て

の

本

節

の

以

下

の
叙

述

は

、

〓
＞
”
の

＞
ｒ
ｒ
口
Ｚ

日
あ

Ｚ
口
Ｐ

＞
Ｚ
日
】日
”
Ｃ
∽
日

＞
Ｚ
∪

哺
〓
日

日
〓

Ｃ
〓

「
〓

ｏ
『

口
〇
〇
Ｚ
Ｏ
〓

【
０
，

ＨＺ
∽
日
【弓
Ｃ
‐

目
ｏ
ｚ
∽
・
口
ｘ
「
日
”
日
あ
Ｆ

＞
Ｚ
∪
「
Ｏ
ｒ
ぁ
く
の
〓
＞
ｚ
の
口
（８
ｏ
じ
に
依
拠
し
て
い
る
。
な
お
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
新
古
典
派
経
済
学
の
社
会
的
役

割

一
般
に
つ
い
て
は
、
佐
和
隆
光

『経
済
学
と
は
何
だ
ろ
う
か
』
（岩
波
新
書

一
九
八
二
年
）
を
参
照
。

（５
）
産
業
組
織
論
の
起
源
は
Ａ

・
マ
ー
シ
ャ
ル
に
ま
で
湖
る
と
言
わ
れ
る
が

（
マ
ー
シ
ャ
ル
自
身
の

「産
業
組
織

０
「
Ｑ
湧
Ｅ
』
９
鴨
ユ
圏
一いｏ
じ
」
の
意
味
に
つ
い

て
は
、
橋
本
昭

一
編
著

『
マ
ー
シ
ャ
ル
経
済
学
』
Ｔ

ネヽ
ル
ヴ
ァ
書
房

一
九
九
〇
年
）
第
五
章

（橋
本
昭

一
執
筆
）
を
参
照
）
、
こ
こ
で
言
う
産
業
組
織
論
は
、
有

効
競
争
論
に
お
け
る
市
場
構
造

・
市
場
行
動

・
市
場
成
果
の
三
分
法
を
理
論
的

・
実
証
的
研
究
の
枠
組
み
と
す
る
Ｊ

・
Ｓ

・
ベ
イ
ン
、
Ｒ

・
ケ
イ
ヴ
ズ
等
の
体
系



を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
産
業
組
織
論
の
起
源
と
特
徴
に
つ
い
て
、
小
西
唯
雄
・前
掲
書

一
三
二
―

一
四
二
頁
参
照
。
そ
の
歴
史
と
今
日
ま
で
の
研
究
成
果
を
概

畑
型
丁
る
■っ
の
ル
」
し

て
、　
∽ｏ
ｐ
どぶ
日
ご
ヨ

〇
・
∽
ｒ
①
「
，
９
こ
・
↓
，
①
ｏ
Ｌ
Φ
∽
ｏ
』
Ｈ●
Ｏ
Ｃ
〓
ニ
ユ
〇
記
“
●
Ｆ
”
一ざ
●
」
．５
〓
＞
”
”
く
『
【”
∽
弓
）
日
配
國
′
Ｚ
Ｏ
”
〓
・
『
Ｏ
Ｘ
・
＞
Ｚ
∪
”
〇
”
口
”
弓

「
【↓
Ｏ
『
∽
【
く
。
①
Ｑ
〓
”
日
く
】↓
＞
Ｆ
ＨＮ
ＨＺ
の
＞
Ｚ
弓
Ｈ日
”
Ｃ
∽
日

ＨＺ

】↓
∽
∽
口
〇
〇
Ｚ
Ｕ

の
日
Ｚ
日
Ｃ
”
く
¨
口
∽
∽
＞
く
∽
Ｏ
Ｚ

ｒ
日
の
＞
ｒ
・
口
〇
〇
Ｚ
Ｏ
〓
【〇
・
＞
Ｚ
∪

”
Ｏ
ｒ
Ｈ弓
ＨＯ
＞
ｒ

「
Ｏ
ｒ
ＨＯ
く
・”
一
ω
Ｎ
‐〇
〇
・
ω
一
‐ヽ
Ｎ
（】０
０
い〉

な
お
、
有
効
競
争
論
は
、
Ｊ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の

「不
完
全
競
争
」
論
、
Ｅ
・
Ｓ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の

「独
占
的
競
争
」
論
に
よ
る
価
格
理
論
の
革
命
以
後
に
そ

の
影
響
を
受
け
て
提
唱
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が

（小
西
唯
雄

。
前
掲
書
八
八
頁
参
照
）、
そ
れ
以
前
の
産
業
組
織
論
的
研
究
は
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
の
影
響
を

受
け
た
学
者
に
よ
る
歴
史
主
義
的
方
法
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
∽
８
・
〓
口
”
”
国
”
日
〓
〇
く
日
Ｚ
が
′〓
″
口
Ｚ
日
口
”
”
〓
∽
口
＞
ｚ
∪
＞
〓
国
〓
‐

の
＞
Ｚ
ｒ
＞
ダ
ヽ
い∞
ω
ｏ
！いＯ
ω
Ｎ
・０，
”「
・Ｎ
い
（い０
０
い〉

（６
）
小
西
唯
雄

・
前
掲
書
八
三
―
九
二
頁
参
照
。
Ｊ
・
Ｍ
・
ク
ラ
ー
ク
に
お
け
る
．．■
ｏ【ご
σ
げ
８
ョ
「
①摯
ぃｏ■
か
ら
げ
申
口
いお

８
ヨ
罵
澤
いｏｔ

へ
の
発
展
に
お
け

る
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
経
済
発
展
論
の
影
響
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
大
村
須
賀
男
「有
効
競
争
論
と
ジ
レ
ン
マ
問
題
に
つ
い
て
―
競
争
理
論
に
お
け
る
競
争
の
自

由
と
経
済
発
展
の
関
係
―
」
修
道
法
学
第
八
巻
第

一
号

（
一
九
八
五
年
）

一
頁
、
一
四
―
二
〇
頁
参
照
。

（７
）
完
全
競
争
論
の
洗
練
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
８
Ｐ
０
８
品
０
「
ｒ
Ｃ
①【̈
Ｐ
【お
９
ｏ
ｏ日
Ｒ
”ｐ一い８
・
３
∽一ｏ【いｏ塾
宝
ｏ
８
８
ヨ
鬱
一”一＆
Ъ
α
｝
Ｒ
Ｔ
】・
口
ｏ８
ニ

（８
釧
Ｎ
Ｖ
古
典
派
に
お
け
る
競
争
が
時
間
的
プ
ロ
セ
ス
を
指
す
の
に
対
し
、
新
古
典
派
に
お
け
る
完
全
競
争
が
古
典
派
の
想
定
す
る
競
い
合
い
の
プ
ロ
セ
ス
が
尽

く
さ
れ
た
後
の
状
態
を
叙
述
す
る
理
論
的
概
念
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
コ
モ
ン
・ロ
ー
上
の
取
引
制
限
の
法
理
が
問
題
視
し
た
個
々
の
事

業
者
の
自
由
に
対
す
る
直
接
的
な
抑
圧
を
伴
わ
な
い
、
競
争
者
間
で
の
自
発
的
な
競
争
の
制
限
を
、
市
場
支
配
を
通
じ
た
買
い
手
へ
の
強
制
行
為

（８
９
野
）じ

と
捉
え
る
見
方

（「剥
き
出
し

（●
井
＆
ご

の
制
限
と

「付
随
的

（”●
２
Ｆ
尋
ご

制
限
と
の
区
別
で
知
ら
れ
る

Ｃ
ユ
一ａ

望
”一９
メ
＞
Ｑ
ｅ
∽一ｏ口
「
いＯ
①
”
曽
８
】

ｏ
ｏ
・Ъ
ｏ
『
』
〓

６
，
Ｏ
Ｆ
ぁ
Φ
∞）Ъ
聴
，
葛
ｏ
ｇ
，
ド
い
（あ
Ｏ
ｅ
に
お
け
る
タ
フ
ト
判
事
の
意
見
が
典
型
的
だ
と
さ
れ
る
）
の
う
ち
に
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け

る
新
古
典
派
的
競
争
概
念
の
反
映
の
端
緒
を
見
る
研
究
と
し
て
、
∽８
・
〓
①夢
①二
〓
？
①椰
ざ
日
Ｆ
日
コ
①
∽
，
９
日
，５
＞
８
営
０
一コ
①
Ｑ
”∽∽い８
【
日
コ
８
曼
Ｒ
ｏ
ｏ日
罵
‐

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

二
五



法
政
研
究

一
巻
二
芸
下
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

二
六

口
Ｌ
Ｏい
・
Ｎ
卜
【０ゴ
「”
Ｆ
・
”
①く
・
いｏ
中０
（】〇
∞
０
〉

（８
）
市
場
構
造
の
概
念
化
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
南
部
鶴
彦

。
前
掲
書
第
五
章
を
参
照
。

（９
）
こ
の
点
を
強
調
す
る
大
企
業
擁
護
論
と
し
て
既
に
Ａ

・
カ
ー
ネ
ギ
ー
や
Ｗ
。
Ｇ
・
サ
マ
ー
ら
の
社
会
進
化
論

（∽
８
一』
∪
鶴
三
］諄
】こ

の
立
場
が
存
在
し
た

（
そ

の

内

容

と

影

響

に

つ

い

て

詳

し

く

は

、

お

ｐ

要

Ｆ

ｒ
澤

〓

ｒ
門
口

”
Ｏ
ｒ
∪
〓

２

）
＞
ｚ
ゴ

↓
”
ｃ
∽
↓

＞
Ｚ
∪

↓
〓
口

の
工
＞
Ｚ
２

２
ｏ

ｏ
ｏ
”
「
〇
”
＞
ゴ

ｏ
多

〓

‐
お

（８
８
じ
が
、
こ
の
点
に
関
し
理
論
面
で
有
効
競
争
論
と
そ
の
後
の
産
業
組
織
論
の
展
開
に
無
視
し
得
な
い
影
響
力
を
も
っ
た
の
は
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
経
済
発

展
論

（
「創
造
的
破
壊
」
の
理
論
）
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
小
西
唯
雄

。
前
掲
書

一
一
八
「

一
一
九
頁

（い
わ
ゆ
る
成
果
基
準
論
者
の
理
論
的
基
礎
の
説
明
の
部

分
）
の
ほ
か
、
大
村
須
賀
男

。
前
掲
論
文
を
参
照
。

（１０
）
三

（２
）
①
の
ケ
イ
セ
ン
と
タ
ー
ナ
ー
の
市
場
力
理
論
を
参
照
．

（Ｈ
）
こ
れ
ら
諸
点
に
つ
い
て
は
多
く
の
紹
介

・
研
究
が
あ
る
が
、
個
々
の
論
点
に
立
ち
入
る
こ
と
は
本
節
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
、
い
ち
い
ち
文

献
を
挙
げ
る
の
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

（ｍＬ
）
∽
①
①
・
マ
【＞
”
〇
＞
ｒ
ｒ
口
Ｚ
口
Ｈ∽
Ｚ
口
”
〕
∽ｃ
づ
【”
コ
ｏ
一①
心
・
”
一
い
いド
・
中
】０
，中
中Ｎ
（いり
０
中〉

（‐３
）
日
Ｆ
ア
‐
ノ
ル
ド
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
観
に
つ
い
て
は
、
８
ｐ
邑
」
一
ヽ
Ｎ
‐ヾ
ｐ
彼
は
、
「我
々
の
伝
統
的
理
想
の
象
徴

（曖
ヨ
ｇ
】
乳
ｏ
日

〓
と
い一】ｏ
】〕Ｌ
い計
”
こ

」

に
過
ぎ
な
か
っ
た
従
来
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
を
実
効
的
な
経
済
政
策
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

（日Ｈ
）
】Ｑ
・
”
一
Ｎ
Ｏ
ｔ∞
ω
・

（ほ同
）
【Ｑ
・
”
一
∞
の
‐∞
∞
・

（
‐６

）

】
，

営

】
口
９

，
Ｐ

な

み

に

こ

の

一
三
某

は

、

ヨ

お
瑾
け

豊

ｓ
ユ
一Ｆ

一
す
０
〓
０
●
０
轟

巨

①
∪
ｏ
い
Ｌ
Ｏ

「

日
〓
】
５
①
炉

＞
跳
い
∽
Ｅ

５
一
＞
一
ざ

】
５
①
】
Ｏ
①
●
①
】
Ｌ

いう

の
Ｆ
”
網
０

２
．一
〓
①
＞
５
”口一
【
Ｃ
〓

ロ
ニ
∽】．ｏ
●
η
”
”一
３

Ъ
？
ぎ
摯
〓
資
ｒ
｝

〓
Ｐ

Ｓ
の
（お
の
「
）
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（‐７
↓
　
一≦
＞
”
の
＞
ｒ
ｒ
”
Ｚ
日
Ｈ∽
Ｚ
口
”
い
∽Ｃ
鬱
【”
い
ｏ
一の
心
・
”
”
【や
〇
‐中
ω
ｐ
・



（ｍ・。
）
【Ｑ
・
”
一
【ｐ
∞
・

（‐９
）
こ
れ
は
、
一
八
九
八
年
に
議
会
が
ト
ラ
ス
ト
問
題
の
検
討
の
た
め
に
設
置
し
た
産
業
委
員
会

合
い
０
〓
Ｅ
Ｌ
ｏ
ｏ
ヨ
ヨ
い∽∽いｏ
こ

の
勧
告
に
基
づ
い
て
、
日
Ｆ
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
政
権
時
代
の

一
九
〇
三
年
に
商
務
労
働
省
の
内
局
と
し
て
設
立
さ
れ
、
企
業
活
動
の
調
査
と
調
査
結
果
の
年

一
回
の
公
表
を
行
っ
た
。
そ
の
活
動
に

は
、
日
，
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
自
身
の
ト
ラ
ス
ト
問
題
に
関
す
る
見
解
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
ｒ
ｐ
ｏ
¨
・
〓
＞
”
目
ｚ
｝
∽
蚕
ゝ
Ｐ

日
〓
”
ｏ
Ｏ
”
”
０
‘

”
＞
↓
日
”
口
〇
〇
Ｚ
∽
日
コ
Ｃ
の
日
】Ｏ
Ｚ
Ｏ
「
＞
〓
国
”
】〇
＞
Ｚ
ｏ
＞
「
】↓
＞
Ｆ
Ｈ望
〓
【∞
ｏ
ｏ
‐い
⑭
中の
。
”
一
】∞
ハ
‐Ｎ
Ｏ
ω
（【
０
∞
０
〉

（２０
）
企
業
局
の
ス
タ
ツ
フ
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
Ｆ
Ｔ
Ｃ
経
済
局
の
主
力
と
し
て
残
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、　
日
常
業
務
や
既
存
の
調
査
案
件
ま
で
も
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
企

業
局
か
ら
引
き
継
い
だ
と
言
わ
れ
る
。
〓
＞
”
〇
＞
Ｆ
Ｆ
日
Ｚ
国
の
Ｚ
”
Ｐ

〓
づ
８
日
ｏ
８
♪
算
ａ
ｐ

（鋼ａ
）
【Ｑ
・
”
一
い
０
，〇
〇
・
い
ｕ
］
‐】
９
心
・

（２２
）
前
述
の
Ｄ

ｏ
Ｆ

・
タ
ー
ナ
ー
の
試
み
に
対
し
て
、
法
律
家
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
れ
を
上
か
ら
の
経
済
学
の
押
し
付
け
と
受
け
取
り
反
発
し
た
と
言
わ
れ
る
。

∽
①
①
・
０
・ｍ
ｔ
い０
・
”
一
】ω
Ｏ
・

（
”
ω
）

∽
０
０
・
】召
わ
Ｆ
Ｐ
只
】
＞
・
”
Ｏ
∽
●
①
Ｆ

↓
，
①
Ｏ
ｒ
いｏ
”
ｍ
ｏ
∽
ｏ
コ
ｏ
ｏ
一
ｏ
「
＞
ロ
ニ
”】
Ｃ
∽
一
＞
ｂ
Ｌ
ぞ
ａ
Ｐ

〕
Ｎ
Ｎ
Ｃ
・
「
”
・
ｒ
・
”
ｏ
く
。
ｏ
ｐ
ｕ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
釧
‐ｏ
Ｎ
Ｏ

（
】
０
「
〇
）

（２４
）
た
と
え
ば
、
小
西
唯
雄
編

『産
業
組
織
論
の
新
展
開
』
（名
古
屋
大
学
出
版
会

一
九
九
〇
年
）
第
二
章
Ａ

（小
林
逸
太
執
筆
）
七
五
頁
参
照
。
な
お
、
こ
こ
で

言
う

「シ
カ
ゴ
学
派
」
と
は
、
正
確
に
は
、
一
九
二
〇
～
四
〇
年
代
の
シ
カ
ゴ
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
Ｆ
・
ナ
イ
ト
や
Ｊ
・
ヴ
ア
イ
ナ
ー
等
の
時
代
と
は
区

別
さ
れ
る
新
シ
カ
ゴ
学
派
を
指
す
。

（２５
）
Ａ
・
デ
イ
レ
ク
タ
ー
の
思
考
の
源
泉
と
し
て
、
そ
の
Ｍ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
の
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
政
府
介
入
へ
の
反
感
よ
り
も
む
し
ろ
、
価
格
理
論
の
反

ト
ラ
ス
ト
問
題
へ
の
適
用
と
い
う
面
を
強
調
す
る
見
方
と
し
て
、
８
ｐ
コ
ｏＦ
”ａ
ン
「
ｏ３
ｏ『・
〓
「
”
５
ｏぉ
Ю
Ｐ
臓
ＯЮ
∞
‐ｏ
ｐ
ｐ

（２６
）
こ
の
仮
定
こ
そ
が
、
シ
カ
ゴ
学
派
の

「法
と
経
済
学
」
の
実
証
的
研
究
の
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
の
一
焦
点
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
で
詳
し
く
は
、

川
浜
昇

「『法
と
経
済
学
』
と
法
解
釈
の
関
係
に
つ
い
て
―
批
判
的
検
討
―

（四
上
こ
」
民
商
法
雑
誌
第

一
〇
九
巻
第
二
号

（
一
九
九
三
年
）
四

一
三

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

二
七



法
政
研
究

一
巻
二
豊
Ｔ
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

二
八

頁
、
四

一
四
―
四
三
二
頁
参
照
。

（２７
）
Ｍ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
以
来
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
経
済
学
に
お
い
て
実
証
研
究
の
方
法
論
が
洗
練
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
産
業
組
織
研
究
は
別

と
し
て
、
少
な
く
と
も
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
解
釈
論
の
文
献
で
は
実
証
抜
き
の
演
繹
論
法
が
目
立
つ
の
は
事
実
で
あ
る
。
垂
直
的
制
限
の
分
野
に
関
し
て
こ
の
点
を

」彊
位
躙
オ
フ
る
■
も

の

レ
」
Ｌ
二
■

、　
∽
ｏ
ｏ
・
」
ｏ
Ｆ
口
｝

『
一ヽ
●
コ

”
●
０
」
営
Ｂ
Φ
∽
「
・
「
ｏ
５
∽
Ｏ
】Ｑ
ｒ

ｒ
ｏ
ｍ
”
【
”
①
”
∽
ｏ
●
ぃい
ｍ
”
づ
Ｑ
一Ｆ
①
』
Ｃ
〓
∽
「
【
Ｃ
。
①
●
ｏ
０
０
「
く
の
【
い̈０
”
【
”
０
∽
一【
”
コ́
一，

弓
〓
①

【ｂ
Ｂ
〓
”
一いｏ
●
∽
０
「
Ｚ
０
０
ｏ
〕”
∽
ｎ
ｏ
”
】
口
Ｏ
ｏ
●
９
３
い０
＞
い
”
ぞ
〓
∽
いｏ
一ｒ
①
”
Φ
∽
ｏ
【ｃ
一ＨＯ
●
０
，
ど
Ｒ
い〓
ｃ
ｎ

∪
け
づ
Ｌ
一ｏ
Ｐ

ぃぃ

〓
＞
”
”
く

『
Ｈ
”
∽
↓
・
口
ｒ
口
＞
Ｚ
Ｏ
”

〓

・
『
Ｏ
Ｘ
・
＞
Ｚ
∪

”
〇
”
‐

口
”
日
「
Ｈ↓
Ｏ
『
∽
【
メ
①
，
）
”
い
く
Ｈ日
＞
ｒ
【Ｎ
ＨＺ
の
＞
Ｚ
日
】↓
”
Ｃ
∽
↓
【Ｚ
【日
∽
∽
日
〇
〇
Ｚ
∪
〇
口
Ｚ
日
Ｃ
”
く
¨
口
∽
∽
＞
く
∽
Ｏ
Ｚ
ｒ
口
の
＞
ｒ
・
口
〇
〇
Ｚ
Ｏ
マ
〓
０
・
＞
Ｚ
∪
「
Ｏ
ｒ
【↓
ＨＯ
＞
ｒ

「
Ｏ
Ｆ
【の
く
）
”
一
Ｎ
Ｎ
】‐ω
Ｏ
心
（【０
０
【）

（２８
）
智
ｏｒ
”
邑

≧

「
ｏ
旨
Ｒ
・
菫
「
”
５
ｏ
８
ｐ
Ｐ
営
０
い
い
‐ｏ
Ю
『
と
そ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
を
参
照
。

（２９
）
従
来
の
実
証
研
究
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
、
小
西
唯
雄
編

・
註

（２４
）
前
掲
書
第
二
章

（新
庄
浩
二
執
筆
）
四
九
―
五
四
頁
を
参
照
。

（３０
）
前
者
の
見
方
は
Ｙ

ｏ
ブ
ロ
ー
ゼ
ン
の

一
九
七

一
年
の
研
究
、
後
者
の
見
方
は
Ｈ

・
デ
ム
ゼ
ッ
ツ
の

一
九
七
四
年
の
研
究
に
よ
る
と
言
わ
れ
る
。
集
中
率

・
利

潤
率
の
関
係
に
つ
い
て
の
シ
カ
ゴ
学
派
の
研
究
と
最
新
の
実
証
研
究
に
つ
い
て
は
、
小
西
唯
雄
編

『
産
業
組
織
論
の
新
潮
流
と
競
争
政
策
』
（晃
洋
書
房

一
九
九
四
年
）
第
七
章

（新
庄
浩
二
執
筆
）

一
〇
六
―

一
一
三
頁
と
そ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
を
参
照
．

（３‐
）
Ｇ
。
Ｊ
・
ス
テ
ィ
グ
ラ
ー
著
、
神
谷
博
造
、
余
語
将
尊
訳

「産
業
組
織
論
』
（東
洋
経
済
新
報
社
一
九
七
五
年
）
第
六
章
を
参
照
。
批
判
的
分
析
と
し
て
、

∽ｏ
ｐ
″
お
ｒ
”
】０
∽
ｏ
ｒ
】Ｂ
巴
①
う
∽①
ｐ
口
”
∽０
０
「
口
”
言
ゞ
〓
”
∽
一，
①
の
ｏ
目
ｏ
Φ
Ｕ
一
”
Ｏ
①
づ
＞
０
「
Ｆ
①
Ｑ
弓
ｏ
ｏ
”
①
”
０
ヽ
Ｐ
いう
〓
＞
”
”
く
『
Ｈ”
∽
弓
・
口
Ｆ
口
＞
Ｚ
Ｏ
”
り■
『
Ｏ
Ｘ
・
＞
Ｚ
∪
”
〇
”
‐

口
”
弓
「
Ｈ↓
〇
『
∽
【
メ

Φ
一
〓
”
口
く
】↓
＞
ｒ
【Ｎ
ＨＺ
Ｏ
＞
Ｚ
日
Ｈ日
”
Ｃ
∽
日
ＨＺ
【月
∽
∽
口
〇
〇
Ｚ
∪
の
日
Ｚ
哺
Ｃ
”
く
¨
口
∽
∽
＞
く
∽
Ｏ
Ｚ
ｒ
口
〇
＞
ｒ
・
口
〇
〇
Ｚ
Ｏ
マ
〓
０
・
＞
Ｚ
∪
”
Ｏ
ｒ
Ｈ哺
ＨＯ
＞
Ｆ

”
Ｏ
ｒ
【の
く
・
”
一
ω
ω
∞
‐∞
一
∞
（い
０
０
い）

（３２
）
∽
ｏ
ｐ
で
【＞
”
〇
＞
ｒ
ｒ
日
Ｚ
口
Ｈ∽
Ｚ
口
”
・
∽」
「
【”
●
０
一①
♪
”
一
【
ぃ
０
ュ
”
Ｎ
貧
Ｏ
ｏ
じ
・

（３３
）
こ
こ
で
も
個
々
の
論
点
に

つ
い
て
の
文
献
の
引
用
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
全
体
の
シ
カ
ゴ
学
派

へ
の
潮
流
の
変
化
を
分
析
し
た



も
の
と
し
て
、
上
杉
秋
則

「米
国
独
禁
思
想
の
変
化
の
潮
流
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
第
七
六
六
号

（
一
九
八
二
年
）
七
四
頁
、
村
上
政
博

『ア
メ
リ
カ
独
占
禁
止
法
―
シ

カ
ゴ
学
派
の
勝
利
』
（有
斐
閣

一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

（
３４

）

〓
＞
”
の

＞
ｒ
ｒ
口
Ｚ

目

∽
Ｚ
口
Ｆ

〓

「

”
●
ｃ
８

♪

営

〓

？

〓

中

に

は

反

ト

ラ

ス

ト

法

の
専

門

誌

，

コ
日

〓

β

ｒ
”
〓

ぢ

目

●
Ｌ

と

と

】摯

〓

資

”
ｃ
】一の
一Ｈじ

へ

の

引

用

頻
度
の
調
査
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
六
五
―
七
〇
年
に
は
引
用
頻
度
の
多
い
上
位

一
五
人
中
シ
カ
ゴ
学
派
の
論
者
は
二
人
を
数
え
る
の

み
で
あ
る
が
、
一
九
七
五
―
八
〇
年
に
は
上
位

一
五
人
中
シ
カ
ゴ
学
派
の
論
者
は
七
人
を
数
え
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
植
草
益
編

。
前
掲
書
六
―
七
頁

（植
草
益
執
筆
）
は
、
七
〇
年
代
以
降
産
業
組
織
論
の
分
野
で
は
新
産
業
組
織
論
の
立
場

（シ
カ
ゴ
学
派
は
含
ま
れ
な
い
）
の
台
頭
が
著
し
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

絆
の
）
∽
ｏ
ｐ
】≦
＞
”
〇
＞
ｒ
ｒ
口
Ｚ
口
Ｈ∽
Ｚ
口
”
・
∽ｃ
「
】ｐ
●
ｏ
一０
心
・
”
一
い∞
ｕ
・

（̈
測
）
【Ｑ
・
”
一
いω
ヾ
‐い”
∞
・

（”伽
）
【０
・
”
一
中ω
∞
‐いヽ
〇
・

（”０。
）
】Ｑ
・”
”
】
卜
一
‐中心
〇
・

（３９
）
Ｅ
」
・
玉
９
〓
ｒ

こ
こ
で
は
、
司
法
省
の

一
九
七
八
年
の
年
次
報
告
と
反
ト
ラ
ス
ト
局
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（舶知
）
ＨＯ
・
”
一
【卜
ω
‐】
ト
ト
・

（胸『
）
【Ｑ
・
”
一
Ｎ
い
・Ｎ
α
・

（４２
）
Ｈ，
臓

〕
叡
ヽ
ふ
ｏ
９

Ａ
Ｂ
Ａ
の
報
告
（”
遇
Ｒ
¨
Ｒ
，
①
＞
”
＞
ｏ
ｏ
ヨ
ヨ
μ∽∽い０
●
８
Ｐ
Ｃ
Ｑ
く
，
①
『
ｏ
Ｏ
Ｒ
ユ
日
８
０
①
の
ｏ
日
ヨ
】∽∽い０
●
翁
①フ

覇
Ｌ
ｏ
ｏ
９
γ
埜
削
に
、
消
費

者
運
動
家
と
し
て
有
名
な
弁
護
士
Ｒ

。
ネ
ー
ダ
ー
の

↓
ぎ

Ｚ
ａ
円

”
遇
ｏ
コ
ｏ
●
，
①
Ｆ
計
【”
【
日
轟
計

の
ｏ
ヨ
日
い●∽い０
い
や

”
８
ｏ
，
ａ
多
ｏ
日
”
降

『
ｏ
【８

ｏ
●

Ｆ
ｏ
Ｑ
‘
ｏ
一いま
ぞ
”
い
Ｏ
Ｏ
ｏ
日
「
①
澤
い８
　
（通
称
ス
テ
ィ
グ
ラ
ー
報
告
）
が
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
改
革
を
訴
え
、
こ
れ
ら

（特
に
ネ
ー
ダ
ー
報
告
）
に
呼
応
し
て
当
時
の
ニ
ク
ソ

ン
大
統
領
が
Ａ
Ｂ
Ａ
に
Ｆ
Ｔ
Ｃ
改
革
の
方
向
性
を
示
す
よ
う
要
請
し
た
と
さ
れ
る
。

（わり
）
】Ｑ
・
”
一
い
の
Ｏ
‥【
の
「
・

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

二
九



法
政
研
究

一
巻
二
喜
∵
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
〇

（綱憫
）
【０
・
”
け
い
の
∞
‐い
『
〇
・

（肛『
）
】Ｑ
・
”
一
〕の
「
‐中の
∞
】
い『
〇
‐】
ヾ
中
・

（４６
）
パ
‐
チ
エ
ッ
ク
時
代
の
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
活
動
と
そ
れ
に
対
す
る
議
会
の
反
発
に
つ
い
て
は
、
８
ｐ
巳
」
二
だ
‐ヽ

９

こ
れ
を
受
け
た
レ
ー
ガ
ン
政
権
下
で
の
Ｆ
Ｔ

Ｃ
改
革
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
上
杉
秋
則

。
前
掲
論
文
七
六
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（４７
）
ｏ
ｏ
Ｏ
イ
ｂ
ｏ
ｏ
つ
し
。ｚ
・メ

８
ｏ
９
８
∞
じ
・
取
り
下
げ
の
経
緯
に
つ
き
詳
し
く
は
、
日
，
８
０
Ｒ
①
フ
パ
８
”
げ
捧
↓
ｒ
ｏ
”
８
『
５
”
Ｑ
ｏ中〓
【ｏ
Ｆ
け
日
〓
口
ｏ
∪
〇
コ
ロ
フ

【
〇
く
＞
ｒ
口
『
『
¨
①
Ｑ
〓
↓
〓
口
＞
Ｚ
日
】↓
”
Ｃ
∽
日
Ｈ〓
弓
Ｃ
ｒ
∽
日
＞
Ｚ
口
Ｏ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
蜜
〓
〇
＞
Ｚ
∪
ｒ
口
〇
＞
ｒ
＞
Ｚ
＞
ｒ
く
∽
Ｈ∽
・
く
ｏ
ｒ
［
・
”
一
いΦ
ω
‐ｐ
『
メ
綽
〇
一‐Ｎ
ｏ
さ
含
Φ
Ｏ
さ
〉

（
４８

）

∽
ｏ
ｐ

ｏ
“
・・
日
Ｆ
鶴
８

【
〓

・
『
ｏ
ｘ
，
日
ａ

ｒ
Ｐ
■
８

●
ｏ
ｏ
＞
・
∽
暉
目

く
”
Ｐ

”
８
８

串
）ｏ
８
て
０
，
●
０

「
【
Ｏ
選

０
８
ぞ
９

ゴ
♂

①
【
Ｐ
ど
φ

ダ
ざ

Ｏ
ｏ
日

い●
”
コ
「ｏ
ヨ

ゃ
ゴ
ぎ

①
【
①
≧
お

ゴ
δ

の
２
５
ｍ
が

い●
〓
＞
”
”
く
『
【”
∽
弓
・
”
ｒ
口
＞
Ｚ
Ｏ
”
り■
『
Ｏ
Ｘ
・
＞
Ｚ
∪
コ
〇
”
口
”
↓
「
】日
○
『
”
【
メ
①
Ｑ
〓
”
日
く
Ｈ↓
＞
ｒ
】Ｎ
】Ｚ
Ｏ
＞
Ｚ
↓
Ｈ日
即
Ｃ
∽
↓
ＨＺ
Ｈ日
∽
∽
口
〇
〇
Ｚ
∪
０
口
Ｚ
日
Ｃ
”
く
一
口
∽
‐

∽
＞
く
∽
Ｏ
Ｚ
ｒ
口
〇
＞
Ｆ
口
〇
〇
Ｚ
Ｏ
〓
あ
）＞
ｚ
∪
「
ｏ
Ｅ
目
ｏ
＞
ｒ
「
ｏ
Ｅ
の
メ
翼
甲
ω
９
８
ム
【
含
ｏ
８
Ｙ
レ
ー
ガ
ン
政
権
時
代
の
司
法
省
反
ト
ラ
ス
ト
局
の
ワ
ー
ク
ロ
ー

ド
の
概
観
と
し
て
、
山
田
昭
雄

「米
国
に
お
け
る
最
近
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
に
つ
い
て
」
国
際
商
事
法
務
第
二
二
巻
第

一
号

（
一
九
九
四
年
）

一
頁
の
六
―
七
頁

に
掲
載
の
図
表
を
参
照
．

（４９
）
修
正
な
い
し
終
結
さ
れ
た
同
意
判
決
の
リ
ス
ト
は
、
日
，
８
８
８

ｐ
び
Ｓ
げ
捧
旨
「
”
●
ｏ
８
ト
メ
臓
Ю
ｕ
ｐ
‐Ｏ
Ｎ
ｏ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（ｍ測
）
∽
ｏ
①
）
①
・ｍ
ｔ
口
】①
”
●
ｏ
【
ぞ
Ｆ
『
Ｏ
Ｘ
”
“
ａ
ｒ
ｐ
選
弓
①
●
ｏ
ｏ
＞
・
∽
‘
目
いく
，
ｂ
・
∽匡
ｂ
【”
”
〇
一①
、
∞
〕
”
け
］口
‐い∞
〕
口
”Ｆ
①
０
０
０
【①
「
・
パ
〇く
”
【①
瞼
一
∽Ｌ
「
】”
●
〇
一①
心
Ｎ
・
”
一
Ｎ
ω
【‐ｐ
ω
Ｎ
。
一
一
（つ
″）

で
挙
げ
た
判
決
の
中
で
政
府
が
法
廷
の
友
と
し
て
意
見
を
提
出
し
た
事
件
と
し
て
は
、
再
販
売
価
格
協
定
に
関
す
る

〓
ｏ
ヨ
”
●
８

事
件
、
事
実
上

「簡
略
化
さ

れ
た
合
理
の
原
則
」
を
最
高
裁
が
採
用
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

Ｚ
Ｑ
≦

事
件
、
抱
き
合
わ
せ
協
定
に
関
す
る

工
■
①
事
件
な
ど
が
あ
る
。

（５‐
）
蛇
足
な
が
ら
、
こ
の
う
ち
、
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
の
水
平
的
合
併
の
部
分
が

一
九
九
二
年
に
修
正
さ
れ
た
。
国
際
的
事
業
活
動
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
の
知
的
財
産
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に
関
す
る
部
分
が

一
九
九
四
年
に
知
的
財
産
の
ラ
イ
セ
ン
シ
ン
グ
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
し
て
拡
充
さ
れ
た
形
で
公
表
さ
れ
、
一
九
九
五
年
に
は
管
轄
権
の
問
題
に
絞
る
形
で
新
た
な
国
際
的
事
業
活
動
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ
た
。



最
後
に
、
垂
直
的
制
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

一
九
九
二
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

（５２
）

一
九
八
二
年
輸
出
商
社
法
、
一
九
八
四
年
国
家
共
同
研
究
法
等
の
実
際
に
成
立
し
た
も
の
以
外
で
は
、
次
の
よ
う
な
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。

・
合
併
近
代
化
法
案
―

「競
争
の
実
質
的
減
殺
」
の

「有
意
な
蓋
然
性

お
い電
】む
８
三
「
３
じ
ぃ】ぃ一じ
」
が
ぁ
る
場
合
に
の
み
合
併
を
禁
止
す
る
よ
う
ク
レ
イ
ト
ン

斗仏
彗矛
キ
ピ
各
↑
舜
■
薩
軍
止
一
（∽
・
Ｎ
【
Ｏ
Ｏ
・
０
〇
一〓
（０
０
目
的
こ
ｐ
Ｑ
∽
ｏ
∽∽〓
【∞
Ｎ
（０
０
コ
”
・
”
０ヽ
０
・
ぃ
の
。
Ｎ
Ｎ
∞
い‥∞
ｐ
（【Φ
∞
の
））
。

。
反
ト
ラ
ス
ト
救
済
改
善
法
案
―
三
倍
額
損
害
賠
償
を
請
求
し
得
る
場
合
の
限
定
、
政
府
に
よ
る
三
倍
額
損
害
賠
償
請
求
の
容
認
、
勝
訴
し
た
被
告
に
よ
る
弁
護

士
費
用
請
求
の
容
認
等

ａ
・
ピ
ｏ
Ｎ
ｏ
ｏ
，

ｏ
ｏ
●
Ｔ

Ｎ
Ｑ
∽
９
ｒ

お
い
の
ｏ
ヨ
呻
”
８
。
Ｎ
ｐ
Ｎ
Ｎ
∞
●
‥∞
Ｎ
含
∞
∞
の
と
。

・
衰
退
産
業
救
済
法
案
―
輸
入
品
と
の
競
争
で
衰
退
し
た
産
業
に
お
け
る
合
併
に
対
し
て
五
年
限
度
で
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
を
免
除
す
る
権
限
を
大
統
領
に
認

ｕの
る
こ
つ
（）
（∽
・
Ｎ
【
の
Ｆ
Φ
Φ
一ゴ
Ｏ
ｏ
●
”
ｏ
い
０
∽
Φ
∽，
）
【ω
ｐ
Ｏ
ｏ
●
”
・
”
ｏ
ｏ
・
い
の
“
Ｎ
Ｎ
∞
卜
‐∞
Ｎ
（い
〇
∞
の
））
。

・
対
外
貿
易
法
案
―
外
国
と
の
貿
易
に
係
わ
る
事
件
で
の
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
の
制
限

（”
ピ
Ｒ
Ъ
０
３

の
ｏ
５
”
ｐ
ａ
ｒ
Ｆ
」
Ｓ

の
８
学
コ
①
，
Ｘ
ｂ
Ю
〓
‘器

（一
〇
∞
①
））
。

・
ク
レ
イ
ト
ン
法
第
八
条
の
役
員
兼
任
規
制
を
緩
和
す
る
法
案

３
３
８
Ｐ
０
０
手
の
８
呻
Ю
Ｑ
ｒ
卵
」
∞
ｐ
の
ｏ
５
”
”
８
６
ｐ
ｐ
ｐ
∞
ヾ
‐∞
∞
（３
∞
９
）
。

こ
れ
ら
の
法
案
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
器
ｐ
①
ф

日̈
，
８
２
澪
”
パ
？
”
げ
Ｆ
〓
「
”
コ
ｏ
ぉ
、
Ｎ
臓
Ｎ
Ｎ
Ｎ
‐Ｎ
Ｎ
い

こ
の
中
に
は
保
護
主
義
的
要
請
に
基
づ
く
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
詳
し
く
検
討
で
き
な
い
が
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
時
代
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
に
は

コ
ン
カ
ゴ
学
派
の
勝
利
」
と
い
う
観
点
の
み
で
は

説
明
し
切
れ
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
５３

）

そ

の
概

観

と

し

て

、

８

ｐ

Φ
¨

）
↓
，
８

，

８

”

パ
？

”
げ
津

〓

づ
日

●
ｏ
８

心
メ

営

Ю
Ｒ

出

〓

・

（５４
）
ｒ
ｐ
〓
＞
”
ｏ
＞
ｒ
ｒ
口
Ｚ
口
∽
Ｚ
国
Ｐ

〓
「
”
●
ｏ
お
♪
臓

８
９
法
律
家
ス
タ
ツ
フ
と
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
数
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
日
汀
ａ
８
①
フ

ベ
？
”
Ｆ
Ｆ

〓
「
轟
●
ｏ
ｏ̈
、
メ
営
Ｎ
Ｎ
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
表

（著
）罵
ヨ
Ｑ
，
じ

に
詳
し
い
。

含
”
）

∽
①
①
」
≦
＞
”
の

＞
ｒ
ｒ
”
Ｚ

口
【
∽
Ｚ
口
”
・
∽
」
「
『
”
●
ｏ
一①
、
・
”
一
い
０
中
‐
］
Ｏ
ω
・

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〓
三



法
政
研
究

一
巻
二
豊
∵
四
号

（
一
九
九
七
年
）

（ｍ測
）
【一
・
”
一
］
Φ
ω
‐い０
心
・

（”酬
）
、弓
ゴ
ｏ
〇
一
０
『
①
”
・
哭
び
く
，
】０
”
´
∽Ｃ
づ
】”
●
０
一①
心
『
・
”
一
Ю
ω
い
。

（慰
）

】≦
＞
”
０
＞
Ｆ
Ｆ
口
Ｚ

口
Ｈ∽
Ｚ
口
”
¨
∽Ｃ
づ
【，
コ
〇
一０
一
）
”
一
ｐ
】
Ю
‥Ｎ
］
呵
・

（ｍの
）
Ｈユ
・
”
一
〕∞
ｕ
・

（６０
）
か
ょ
ぅ
な
傾
向
に
対
す
る
批
判
と
し
て
詳
し
く
は
、
川
浜
昇

・
前
掲
論
文
の
第
五
章

「概
念
法
学
的

『法
と
経
済
学
ヒ

民
商
法
雑
誌
第

一
〇
九
巻
第
二
号

（
一
九
九
二
年
）
四
三
二
頁
以
下
を
参
照
。

（６‐
）
ァ
メ
リ
カ
会
社
法
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
的
要
素
の
分
離
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
二

（１
）
の
誰

（２４
）
（法
政
研
究

（静
岡
大
学
）
第

一
巻
第

一
号

二
七
六
―
二
七
七
頁
）
で
も
簡
単
に
触
れ
た
。
な
お
、
会
社
法
と
独
占
禁
止
法
と
の
相
互
関
連
性
を
説
く
、
浜
田
道
代

ズ
本
社
法
と
持
株
会
社
規
制
」
経
済
法
学

会
年
報
第

一
七
号

（
一
九
九
六
年
）
四
八
頁
以
下
所
収
の
特
に
六
〇
―
六
六
頁
を
も
参
照
．

（６２
）
た
と
え
ば
、
岡
田
外
司
博

「ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
法
に
つ
い
て
の
管
見
」
経
済
法
学
会
年
報
第

一
六
号

（
一
九
九
五
年
）

〓
壬
二
頁
以
下
所
収
を
参
照
。

ポ
ピ

ュ
リ
ス
ト
的
価
値
の
追
求
に
よ
っ
て
反
ト
ラ
ス
ト
法
を
補
完
す
る
機
能
を
も
つ
法
制
度
の
存
在
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
日
米
独
禁
法
の
比
較
研
究
は
偏
っ

た
も
の
に
な
る
こ
と
を
こ
の
論
文
は
示
唆
し
て
い
る
。

（
６３

）

の
＞
”
Ｆ
＾
＞
く
∽
口
Ｚ

＞
Ｚ
∪

∪
Ｏ
Ｚ
＞
Ｆ
∪

『
・
日
Ｃ
コ
Ｚ
口
”
・
＞
Ｚ
『
Ｈ日
”
Ｃ
∽
↓

「
Ｏ
Ｆ
【の
く
＞
Ｚ

口
〇
〇
Ｚ
Ｏ
〓

】〇
＞
Ｚ
∪

ｒ
口
〇
＞
ｒ
＞
Ｚ
＞
ｒ
く
∽
Ｈ
∽
貧
０
い
ｐ

【
Φ
り
Ｌ
「
一ｃ
ａ

コ̈

】
０
０
い
〉

本
書
の
翻
訳
と
し
て
、
根
岸
哲
、
橋
本
介
三
共
訳

『
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
―
経
済
的
お
よ
び
法
的
分
析
―
』
（神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所

一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。

本
書
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
あ
え
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
と
思
う
が
、
七
〇
年
代
前
半
ま
で
の
非
集
中
化
の
動
向
に
本
書
が
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、

∽
Ｏ
ｐ

①
・．呻
・
ダ
己
Ｆ
巴
Ｂ

日
Ｌ
倉
マ
”
ａ
ｐ

『
巴
］
①
Ｑ
国
Ⅸ
「
ｏ
ｏ
一”
●
０
●
絆

日
，
０
月
げ
ｏ
Ｃ
げ
一ｏ
Ｏ
「
”
μ

”
ｂ
ａ
Ｃ
●
ｏ
ｏ
二
，
い目

『
Ｃ
一口
け
①
Ｏ
「
一コ
①
∽
す
ｏ
目
目
”
●
＞
ｏ
一
”
∽
”
↓
０
０
〓
ご
『
∪
ｏ
の
ｏ
●
ｏ
ｏ
●
質
，
一い０
●
・

『
心
ＨＯ
メ
「”
Ｆ
。
”
①く
。
い
〕〇
釧
・
【
］ω
Ｏ
（一
〇
∞
Φ
）
・

（６４
）
ｏ
＞
”
ｒ
耀
″く
∽
口
Ｚ
＞
Ｚ
∪
∪
Ｏ
Ｚ
＞
ｒ
∪
「
日
Ｃ
”
Ｚ
日
Ｐ
３
電
”
，
ｏ
お
の
Ｐ
■
望
ｐ

な
お
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
産
業
の
集
中
化
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
８
ｐ
こ
」
一



ｐ
心
‐心
∞
・

（飯υＵ
）
】Ｑ
・
，
一
い一
‐い
∞
・

（飲ＵＵ
）
ＨＱ
・
”
一
い
い‐一Ｎ
・

（”Ｗ
）
ＨＱ
・
”
一
【Ｎ
‐］ω
・

（”∞
）　
ＨＱ
・
，
一
】ω
‐中心
・

（ｍＷ
）
ＨＯ
・
”
一
Ｐ
の
‐】
Ｎ
¨
ｕ
Ｏ
‐α
∞
・

（７ｎｉＶ
）
目Ｑ
・
”
一
一ハ
‐いの
。
心
∞
‐卜
〇
・

（７‐は
）
ＨＯ
・
”
一
さ
い
。

（”“
）
ＨＯ
・
”
一
心
Ｏ
‐ｕ
Ｎ
・

（７３
）
こ
」
・
９
ｏ
，ｕ
”

た
だ
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
彼
ら
は

「公
正
取
引
」
の
観
点
の
み
か
ら
す
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
上
の
規
制
の
余
地
を
完
全
に
否
定
す
る
訳
で
は

な
い
。

（７４
）
以
上
の
叙
述
に
つ
き
、
８
Ｐ
巳
Ｌ
¨
ｕ
Φ
‐ｏ
，

（牲側
）
】０
・
”
一
〇
〇
‐０
い
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

（叡側
）
【２
・
”
一
の
Ｎ
‐『
〇
・

（７７Ｈ
）
【Ｑ
・
”
一
Ｎ
【‐ヽ
い
・

（”Ю
）
ＨＱ
・
”
一
Ｎ
ｕ
・

（７。］
）
【Ｑ
・
”
一
ヾ
９
‐Ｎ
Ｏ
・

（ｍ側
）
【Ｑ
・
”
一
■
０
‐Ｎ
Ｎ
・

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（
二
）

五
三
二



法
政
研
究

一
巻
二
豊
∵
四
号

（
一
九
九
七
年
）

五
三
四

（８‐
）
以
上
の
叙
述
に
つ
き
、
８
Ｐ
ａ
」
一
Ｎ
Ｎ
‐『
ｐ

（８２
）
彼
ら
の
政
策
提
案
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
∽８
。
い，
臓
心
の
‐卜
”

（̈
０。
）
【Ｑ
・
”
一
∞
０
・

（８４
）
〓
』
・
∞
ｏ
，ｏ
９

当
然
違
法
原
則
の
論
理
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
説
明
に
つ
き
よ
り
詳
し
く
は
、
８
ｐ
い，
営

〓
甲
〓
ナ

（∝０。
）
】０
・
”
一
Ｏ
Ｏ
‐０
【
・

（８６
）
そ
の
意
味
で
シ
カ
ゴ
学
派
の
立
場
は
、
か
つ
て
の
有
効
競
争
論
に
お
け
る
成
果
基
準
論
の
徹
底
化
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
関
連
し
て
、
本
間
重
紀

「独

占
禁
止
法
の
基
本
性
格
序
説
―
独
占
禁
止
法
の

『
再
評
価
ヒ

正
田
彬
教
授
還
暦
記
念
論
文
集

『
国
際
化
時
代
の
独
占
禁
止
法
の
課
題
』
（日
本
評
論
社

一
九
九
二

年
）
三
二
五
頁
以
下
所
収
も
参
照
。

（８７
）
の
＞
”
ｒ
パ
＞
メ
∽
日
Ｚ
＞
Ｚ
∪
∪
Ｏ
Ｚ
＞
ｒ
∪
『
・
↓
Ｃ
”
Ｚ
口
”
・
∽ｃ
「
『”
●
〇
一０
の
Ｐ
”
一
０
∞
‐０
９

綸
“
）

∽
①
ｐ

ｏ
ぬ
〓
”
〇
”
口
”
日

〓
・
”
〇
”
バ
。
日
〓
”
＞
Ｚ
弓
Ｈ↓
”
Ｃ
∽
日

「
＞
聟

∪
Ｏ
Ｘ
”
＞

「
ｏ
ｒ
Ｈの
く
＞
↓

ど
♂
【＞
”

と
く
】↓
〓

【月
∽
口
Ｆ
『
０
中
雀

Ｏ
Ｎ
∞
Ｙ

，な
羹
）
、　

ンヽ
カ
″ゴ

学
鷹
体
の

Ｆ
挙
ト

ラ
ス
ト
政
策
論
の
理
論
的
基
礎
に
つ
い
て

一
般
的
に
は
、
川
浜
昇

「独
禁
法
上
の
抱
合
せ
規
制
に
つ
い
て

（
一
ご

法
学
論
叢
第

一
二
三
巻
第

一
号

（
一
九
八
八

年
）

一
頁
、
四
―

一
二
頁
、
土
田
和
博

「＞
●
国
昭
ミ

ｏ
目
＞
・
摯
】〓
一
日
Ｆ
８
口．８
３
と
お
■
８
」
法
経
論
集

（静
岡
大
学
法
経
短
期
大
学
部
）
第
六
七
上
ハ
八
号

（
一
九
九
二
年
）

一
頁
、
一
一―
八
頁
等
を
参
照
。

（８９
）
こ
れ
は
後
述
の
ラ
ー
ナ
ー
指
数
に
基
づ
く
規
定
で
あ
る
が
、
厳
密
に
言
え
ば
、
現
行
価
格
と
限
界
費
用
と
の
乖
離
の
程
度
は
、
完
全
競
争
市
場
に
お
け
る
限

界
費
用
曲
線
を
前
提
と
す
る
の
で
な
い
限
り
、
独
占
度
の
指
標
と
し
て
正
確
で
は
な
い
（た
と
え
ば
、
独
占
企
業
の
限
界
費
用
が
産
出
量
の

一
定
範
囲
に
お
い
て

一
定
で
あ
る
場
合
に
は
、
完
全
競
争
下
で
の
限
界
費
用
曲
線
は
右
上
が
り
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
独
占
度
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
。）
。
∽
８
し
♂邑
ご
ヨ
〓
・

ｒ
”
コ
Ｑ
①
∽
”
●
一
】夕
一〇
ｒ
”
【
Ｑ

ｒヽ

「
ｏ
∽
●
①
【
・
マ
【”
Ｌ
″
〕一
「
Ｏ
ｇ
ｏヽ
【
いい

ビヽ
“
，
一】
Ｃ
∽
一
０
”
∽
①
Ｐ

ｏ
心
】〓
，
電
５

ｒ
・
”
①
く
。
０
∞
Ｎ
・
〇
卜
］
（
【
０
∞
｝
）

（９０
）
∽
Ｏ
ｐ
ｐ
呻
・
『
８
●
″
〓
・
同
”∽お
事
【ｏｏＦ
ヨ
ｏ【Ｆ
σ
げ
＞
●
一い一日
〓
「
ｏ】いＱ
・
∞
ハ
〓
け
Ｆ
Ｆ
・”
Φド
】ｏ
ｏ
ｐ
【Ｎ
ｏ
甲
】Ｎ
ｏ
い
Ｏ
Φ
∞
ｅ
・



（
０‐
コ
）

∽
①
ｏ
・
〇
・ｍ
〓

口
】
ｏ
”
●
ｏ
『
ぞ
Ｆ

『
Ｏ
Ｘ

”
り
Ｏ

ｒ
”
ゴ
Ｒ
①
●
ｏ
Ｏ

＞
・
∽
Ｃ
〓
いく
”
●
・
∽
匡
「
『
”

５
〇
一
Ｏ

Ｎ
・
”
一
〇
∞
‐
Ｏ
Φ
・
】
ｏ
沖
ｔ
ｒ
”
５
一

ｏ
ｏ
一
Ｃ
ヨ

●
・

（９２
）
こ
の
点
が
シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
立
法
目
的
に
関
す
る
議
論
の

一
焦
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

消
費
者
か
ら
企
業

へ
の
富
の
移
転
に
反
ト
ラ

ス
ト
法
の
関
心
が
あ
る
と
す
る
立
場
と
資
源
配
分
上
の
効
率
性
の
み
に
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
関
心
が
あ
る
と
す
る
立
場
と
の
違
い
は
、
具
体
的
に
は
、
価
格
差
別
規

制
の
是
非
、
合
併
規
制
の
文
脈
に
お
け
る
生
産

・
流
通
。
経
営
管
理
上
の
効
率
性
の
考
慮
の
是
非
あ
る
い
は
考
慮
の
仕
方
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
顕
著
に
現
れ

る

（も
っ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で
も
意
見
の
違
い
は
あ
る
。
）
。
詳
し
く
は
、
金
井
貴
嗣

「反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
合
併
規
制
の
変
容

（
二
・
完
ご

法
学
新
報
第

一
〇
二
巻
第
二
号

（
一
九
九
五
年
）

一
〇

一
頁
、
一
一
一
一―

一
二

一
頁
参
照
。

た
だ
、
消
費
者
か
ら
企
業

へ
の
富
の
移
転
効
果
と
死
重
損
失
の
発
生
効
果
と
は
、
同
じ
市
場
力
と
い
う
親
を
も
つ
兄
弟
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
ち
ら
を
重
視
す

る
か
に
よ
っ
て
結
論
の
違
い
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
具
体
的
論
点
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
ｒ
ｐ
①
ф
゛
”
３
ｏ
，
〓

ｒ
目
計
）
の
コ
８
電
．∽
「
”
【路

『
Ｏ
Ｃ
●
一
”
一い０
●
¨
ダ
ヽ
０
”
】一コ
↓
】
”
●
Ｌ
げ
】
∽
（
Ｚ
〇
一
】
ｃ
∽
一
口
い
っ
ｏ
いΦ
●
０
て
）
∽
〓
ｏ
Ｃ
【ら
の
Ｃ
い一
①
＞
Ｂ
一い一嘱
Ｃ
∽
Ｆ

い
∞
＞
５
↑い一『
Ｃ
∽
一
ｒ
』
・
ｏ
ω
い
（
い
０
∞
Ｏ
Ｙ

↓
ｏ
目
）

の
”
】く
”
“
ｒ

”
ｏ
ｏ
””
い
Ｌ
①
一
”

弓
〓
２
ｐ
Ｌ
①
”

＞

”
①
∽
「
ｏ
目
∽
Φ
一〇
買
Ｆ
●
ｒ
Ｐい
Ｏ
ｏ
・
釧
∞
＞
い
一い一Ｈ
Ｃ
∽
一
Ｆ
』
・
Ｏ
ｕ
Ｎ
（
い
０
∞
Ｏ
Ｙ

念
”
）

∽
ｏ
ｐ

ヨ
Ｆ
浄
２
こ

＞
・
”
ｏ
∽
う
ｏ
Ｊ
日
Ｆ
Φ
∽
ｏ
２
巴

Ｏ
ｏ
〓

ｏ
壼
≦
ｏ
●
ｏ
「
ｏ
ぞ

健
】Ｑ
コ
駅
ピ
Ｆ
口
ｏ
●
・
∞
ω
〕

Ｏ
「
「
２
・
口
ｏ
ｏ
５
・
∞
ｏ
Ｎ
含
Ｏ
Ｎ
輌
Ｙ

”
Ｈの
工
＞
”
∪

＞
・
「
〇
∽
Ｚ
口
”
・
＞
Ｚ
日
【日
”
Ｃ
∽
↓

Ｆ
′ど♂「̈
＞
Ｚ
日
の
Ｏ
Ｚ
Ｏ
〓
】の
「
日
”
∽
「
国
の
↓
を
関
∞
‐Ｎ
Ｎ
（８
Ｎ
ｅ
・
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
基
づ
く
私
訴
に
お
け
る
競
争
者
の
訴
訟
適
格
の
問
題
と
関
連
し
て
、
器
①
”
〕８
・

〓
①
諄
①
二
〓
？
Φ
●
Ｓ
ヨ
ｐ
≧
二
一日
資
Ｆ
ｏ
一８
一ａ

ｏ
］”
∽∽①
Ｐ
∞
∞
〓
いｏＦ
ｒ
″
】

］
含
Φ
∞
ｇ
。
も
ち
ろ
ん
、
研
究
開
発
競
争
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
こ

こ
で
言
う
非
価
格
競
争
が
常
に
社
会
的
浪
費
を
招
く
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
後
述
の
よ
う
に
、
市
場
力
の
存
在
は
反
ト
ラ
ス
ト
法
上
の
諸
問
題
の

分
析
の
出
発
点
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
突
出
と
追
随
と
か
ら
な
る
競
争
プ
ロ
セ
ス
の
駆
動
力
と
し
て
市
場
力
を
捉
え
る
ド
イ
ツ
競
争
理
論
の

紹
介
と
し
て
、
大
村
須
賀
男

「市
場
力
の
決
定
と
し
て
の

『
一
定
の
取
引
分
野
』
の
も
つ
意
味
」
修
道
法
学
第

一
二
巻
第

一
号

（
一
九
九
〇
年
）

一
頁
を
参
照
。

（９４
）
個
々
の
行
為
類
型
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
一
ズ
２
）
の
註
で
掲
げ
た
我
が
国
で
の
業
績
の
ほ
か
に
、
〓
国
”
”
”
”
↓
〓
〇
く
日
Ｚ
９
〓
Ｆ
〓
「
”
５
ｏ
８

い
を
参
照
し

た
。

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（
三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〓
一五



法
政
研
究

一
巻
二
豊
丁
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
六

↑
詢
）
∽
ｏ
ｐ
ｐ
ｍ
‘
”
〇
”
口
”
日
〓
・
”
〇
”
パ
・
●
ｏ
一ｏ
∞
∞
・
”
一
〕Ю
Ｎ
・

（９６
）
た
と
え
ば
、
誰

（７
）
で
言
及
し
た
付
随
的
制
限
と
剥
き
出
し
の
制
限
と
の
区
別
に
対
す
る
、
ボ
ー
ク
判
事
の
肯
定
的
評
価
を
参
照
。
こ
」
一
ｐ
Ｎ
∞
‐い
「
９

（
９７

）

印

”
目
澪
〓

口
”
∽
お
凄

【
８

Ｆ

↓
訂

口
日
諄

Ｒ

≧
二

ａ̈

Ｆ

８

↓
異

・
Ｆ

”
Ｑ

二

含

ｏ
”
ヽ
Ｙ

こ

れ

に

対

す

る

批

判

と

し

て

、

８

ｐ

①
¨

）
９

ぃぉ

】
〕

妻

い【】，
日
∽
ｏ
Ｆ

∪
①
ゴ
Ｂ
いけい●
ｍ
＞
●
一ぃ■
暉
降
・
一椰

〓
＞
”
”
く

『
Ｈ
”
∽
日
・
日
ｒ
口
＞
Ｚ
Ｏ
”

り
い

『
Ｏ
Ｘ
〕
＞
Ｚ
∪

”
〇
∪
日
”
↓

「
Ｈ日
〇
『
∽
バ
く
，
①
Ｑ
〓
”
口
く
Ｈ日
＞
ｒ
【
Ｎ
【
Ｚ
Ｏ

＞
Ｚ
↓
Ｈ日
”
Ｃ
∽
弓

【Ｚ

【↓
∽

∽
国
の
，

Ｏ
Ｚ
∪

〇
国
Ｚ
日
Ｃ
”
く
¨
口
∽
∽
＞
く
∽
Ｏ
Ｚ

ｒ
日
の
＞
Ｆ

日
〇
〇
Ｚ
Ｏ
〓

【０
。
＞
Ｚ
∪

”
Ｏ
ｒ
Ｈ日
【
ｏ
＞
ｒ

”
Ｏ
ｒ
Ｈ
の
く

，
一
Ｎ
Ｈ
Ｔ
Ｎ
ハ
ｕ
含

ｏ
ｏ
じ

・

（９８
）
〓
い】Ｆ
”
ヨ
〓
・
Ｆ
ａ
８

”
い
０
コ
ｏＦ
”
と

ン

”
３
●
ｏ【」
」
「
”
ぅ
０
８
∞
９

本
論
文
の
紹
介
と
し
て
、
〓
一輪
芳
朗
ズ
論
文
紹
介
）
姜
・
〓
・
Ｆ
い
お
∽
”
″
＞
・
”
ｏ
旨
９
¨

〓
鶴
汀
一
「
ｏ
■
８
ヨ
ン
●
Ｆ
〓
８
ｏ
”
∽Φ
Ｐ
ｏ
心
〓
＞
”
メ

ｒ
”
ロ
メ

ｏ
∞
Ｎ
‐ｏ
ｏ
Ｏ
含
０
曽
ビ

ァ
メ
リ
カ
法

（８
∞
Ｎ
‐じ

一
三

八
頁
参
照
。

（
ｍ
“
）

ど
く
■
日
”
晏
〕
フ
由
・Ｆ
”
●
Ｏ
①
∽
”
口
Ｑ
コ
】ｏ
，
”
【
鮎
＞
。「
Ｏ
∽
●
ｏ
Ｆ

∽
Ｃ
Ｕ
】
”
●
０
一①
∞
Φ
・
”
一
Ｏ
ω
Ｎ
・

（血‐ＵＵ
）
ＨＯ
・
”
一
〇
ω
↓
‐０
∞
∞
・

（１０１
）
〓
・
営
Ｏ
ω
ｏ
‐Φ
ヽ
９
ラ
ー
ナ
ー
指
数
が
企
業
の
需
要
の
弾
力
性
の
逆
数
で
あ
る
こ
と
の
証
明
に
つ
い
て
は
、
８
Ｐ
Ｅ
」
一
Φ
∞
ｕ
ｔｏ
∞
ゆ

（‐０２
）
こ
れ
は
、
後
述
の
よ
う
に
周
辺
企
業
の
供
給
上
の
対
応
を
変
数
と
す
る
点
で
、
そ
れ
を
所
与
と
す
る

（正
確
に
は
、
他
の
商
品
の
価
格
と
消
費
者
の
実
収
入

一
定
の
仮
定
を
お
く
）
需
要
の
自
己
価
格
弾
力
性

♂
〓
］‐り
Ｌ
８

２
，
■
ｏ”ｃ
Ｒ
３
日
”
５
ｅ

と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
弾
力
性
概
念
も
含
め
て
、

いｏ
ｐ
ζ
≧
ｒ
ｒ
Ｈ＞
〓
『
・
∽
〓
Ｃ
Ｏ
＞
”
日
目
ｏ
日
〓
口
〇
”
０
＞
Ｚ
日
曜
Ｆ↓
【Ｏ
Ｚ
Ｏ
『
ＨＺ
∪
Ｃ
∽
日
”
く
。
ｏｒ
”
甲
Ｎ
（い
Ｏ
ｏ
ｏ
〉

（‐０３
）
ヨ
μ】】●
ヨ
〓
・
ｒ
，●
８
∽
”
●
０
″
ｏｒ
”
ａ
ン

「
ｏ
８
ｏ
【・
旨
「
”
●
ｏ
８
８
Ｌ
¨
ｏ
含
Ъ
卜
”
だ
か
ら
こ
そ
、
後
述
の
よ
う
に
、
関
連
市
場
を
画
定
し
市
場
占
拠
率
を
算

定
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
だ
が
、
関
連
市
場
の
画
定
に
は
そ
れ
以
上
の
意
味
は
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
∽
８

ユ
８
・
〓
ｏ
〓
＞
”
ｕ
ン

「
ｏ
∽
Ｚ
日
Ｆ

〓
■
，

５
〇
一〇
Ｏ
Ｐ
彗
Ｓ
ｐ

た
だ
、
近
年
で
は
残
余
需
要
の
弾
力
性
を
推
測
す
る
た
め
の
計
量
経
済
学
的
手
法
が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
∽
８
Ъ
¨
」
ｏ
５
”
一ｒ
”
●
”

”
“』
６
Ｆ

【ポ
い
Φ
●
一
∪
①
く
Φ
】ｏ
短
３
①
●
一
∽
い●

日
Ｏ
Ｏ
●
０
■
」
０
∽
月
ｒ
”
一
Ｏ
Ｆ
ユ
一①
●
唆
ω
Ｏ
〓
ご
Ｐ
踊
）
∽
ｏ
，
ｏ
ｏ
中
く
ぃ①
〓
，

い
∞
＞
ｂ
口
一】
Ｃ
∽
一
ｒ
・｝

の
か
い
・
０
い
ω
‐
の
い
い

（
【
Φ
∞
Ｏ
ｙ

∪
”
ぞ
ュ
Ｑ

∽
ｏ
Ｆ
⊆
邸
Ｂ
８
Ｐ

∽
一
”
Ｌ
∽
Ｌ
ｏ
”
【
マ
【
Φ
”
∽
Ｃ
】
①
∽
Ｏ
』
７
〔
”
【
Ｆ
Φ
一
「
Ｏ
≦
「①
『
¨
ｄ
Ｆ
①
∽
”
●
０

＞
σ
Ｃ
∽
ｏ
∽
）
〇
〇

＞
づ
〓
一
【
Ｃ
∽
一
Ｆ
・
〕
・
０
０
”

（
い
０
０
い
）
一
〕
ｏ
●
”
一ｒ
”
●

”
・
”
”
Ｆ
①
『
”
●
０

日
■
Ｓ
〇
一
Ｆ
く

『
・
”
【
①
∽
●
，
，
”
い
ｏ



口
日
ｕ
〓
８
中
〓
Φ一ｒ
ｏ
，
Ｒ
〓
ｏ■
藝
ョ
ｍ
”●
２
〓
８
〓
ユ
ロ
ｍ
〓
営
ざ
¨
■
ｏ■
ｏＨ・８

＞
”
〓
目
資
ｒ
｝
ω
含
ｏ
ｏ
じ
・
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
手
法
を
関
連
市
場
の
画
定
に

応
用
す
る
提
案
が
存
在
す
る
。

な
お
、
企
業
の
直
面
す
る
需
要
の
弾
力
性
を
独
占
度
の
指
標
と
す
る
場
合
の
理
論
的
難
点
と
し
て
は
、
議

（８９
）
で
指
摘
し
た
点
の
ほ
か
、
第

一
に
、
利
潤

最
大
化
価
格
で
の
需
要
の
弾
力
性
が

一
な
い
し
そ
れ
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
本
文
で
述
べ
た
ラ
ー
ナ
ー
指
数
の
定
式
か
ら
導
出
さ
れ
る
限
界
収
入
の
値
が
負
の

値
を
取
る
こ
と
に
な
り
限
界
費
用
と

一
致
し
得
な
く
な
る
の
で
、
定
式
自
体
が
成
立
し
な
く
な
る
こ
と
、
第
二
に
、
利
潤
最
大
化
価
格
で
の
需
要
の
弾
力
性
が

一

よ
り
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
け
大
き
い
場
合
に
は
、
価
格
と
限
界
費
用
と
の
比
率

つ
く
の
）
は
途
方
も
な
く
大
き
な
数
字
と
な
る
こ
と
、
第
二
に
、
本
文
で
述
べ
た

定
式
は
、
独
占
者
が
単

一
の
価
格
を
設
定
す
る
場
合
の
み
を
念
頭
に
お
い
て
お
り
、
価
格
差
別
の
場
合
を
扱
え
な
い
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
一野
目
〕
〓
・

Ｆ
，
コ
Ｏ
Ｏ
∽
”
●
一
】フ
一ｏ口
，
】２
″ヽ。
「
Ｏ
∽●
Φ
】・
●Ｃ
「
】”
口
〇
一Φ
∞
０
・
”
一
０
さ
い‐⑭
心
ω
・

こ
の
う
ち
、
第

一
の
点
に
つ
い
て
は
、
利
潤
を
最
大
化
し
よ
う
と
す
る
独
占
者
は
通
常
弾
力
的
な
需
要
に
直
面
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
非
弾

力
的
な
需
要
に
直
面
す
る
場
合
に
は
独
占
者
は
価
格
を
引
き
上
げ
る
誘
因
を
も
ち
、
遅
か
れ
早
か
れ
独
占
者
は
自
ら
の
需
要
曲
線
の
弾
力
的
な
領
域
に
達
す
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
難
点
が
現
実
に
問
題
と
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
さ
れ
る
（な
お
、
こ
の
問
題
は
関
連
市
場
の
画
定
に
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力

性
を
用
い
る
場
合
に
異
な
る
形
で
現
れ
る
。）
。
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
現
実
的
に
問
題
と
な
る
の
は
、
特
許
で
保
護
さ
れ
る
情
報
の
よ
う
に
、
そ
の
使

用
の
た
め
の
限
界
費
用
が
ゼ
ロ
な
い
し
そ
れ
に
近
い
場
合
に
限
ら
れ
、
こ
の
難
点
も
専
ら
理
論
上
の
関
心
事
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。

な
お
、
ラ
ー
ナ
ー
指
数
の
静
態
的
性
格
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
Ｅ

ｏ
Ｍ

。
シ
ン
ガ
ー
著
、
上
野
裕
也
、
岡
井
紀
道
共
訳

『
反
ト
ラ
ス
ト
の
法
と
経
済
理

論
』
（ぺ
り
か
ん
社

一
九
七

一
年
）
八
四
―
八
五
頁
を
参
照
。

（‐０４
）
豊
・
】，
日
〓
・
ｒ
，
コ
計
∽
”
い
０
智
ｏｒ
円
０
≧

「
８
い
Ｑ
」
ｃ
「
”
●
ｏ
８
∞
ｐ
営
り
ヽ
卜
‐〓
押

そ
の
証
明
に
つ
い
て
は
、
８
ｐ
ａ
」
一
ｏ
∞
ｕ
‐Φ
∞
９

な
お
、
市
場
内
の
す
べ

て
の
企
業
が
同
じ
商
品
な
い
し
役
務
を
生
産
し
、
輸
送
費
等
、
生
産
者
の
地
理
的
条
件
は
価
格
に
影
響
し
な
い
こ
と
、
―
す
な
わ
ち
、
商
品
市
場
、
地
理
的
市
場

の
画
定
に
お
い
て
争
い
が
な
い
こ
と
―
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〓
一七



法
政
研
究

一
巻
二
芸
∵
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〓
一八
　
，

（血‐ＶＵ
）
】Ｑ
・
”
一
Φ
さ
い
。

（血‐ＵＵ
）
【Ｑ
・
”
一
０
心
の
‐Φ
ヽ
Ｎ
・

（冊‐り‐
）
】Ｑ
・
”
一
０
さ
い
。

（帥‐ＵＯ
）　
【げ
い０
・

（‐０９
）
こ
の
言
葉
は
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
自
身
の
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
を
批
判
す
る
論
者
が
、
「直
接
的
調
整

（０
い【８
一
”
島
〓
一日
①
，
ご

ァ
プ
ロ
ー
チ

（市
場

全
体
の
需
要
の
弾
力
性
や
周
辺
企
業
の
供
給
の
弾
力
性
を
市
場
占
拠
率
の
重
要
性
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
の
質
的
考
慮
要
因
と
捉
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）
と
対
比
さ

せ
る
形
で
、
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
性
格
づ
け
る
た
め
に
用
い
た
言
葉
で
あ
る
。
ｒ
ｐ
①
ф
・
ｒ
ｏ
ｇ
お
お
置
ｏ
Ｆ

↓
，
①
＞
８
罠
８
く
Ｒ
日
【ａ
一●
ｏ
●
ュ

マ
Ｆ
】
Ｆ
μ

「
ｏ
〓
①
【
」キ
“
ゼ
Ｌ
∽
”
●
２
＞

∪
け
①
３

＞
島
ｃ
〓
ヨ

①
●
Ｆ
と

お

【
”
臓

マ
ｐ

ｏ
ｐ

〓
営
く
・
ｒ

”
ｏ
メ

い
∞
中
ヽ

貧

０
∞
Ｎ
ｙ

”
ｏ
げ
①
〓

「
い
８

お
ど
，

Ｚ
①
〓

∪
①
”
ユ

一
ざ

い
∽
ｏ
■
７
ｗげ

く
”
コ
一

】≦
”
”
π
ｏ
一
”
う
０

一
コ
０
＞
∽
∽
”
“
Ｆ

ｏ
椰

＞
い
Ｌ
一【
Ｃ
∽
Ｆ

Ｏ
〇

〇
〇
】暉
●
ｒ

ｒ
・
”
①
く
。
中
∞
〇
釧

（
中
Φ
Φ
Ｏ
〉

（
‐‐ｎ
‐‐ｖ
）

ど
く
■
Ｆ
”
目
】
ぞ
Ｐ

ｒ
”
●
ａ
①
∽
”
●
鮎

】召
一ｏ
ｒ
”
”
Ｑ
＞
。
「
ｏ
∽
う
①
Ｆ

∽
Ｃ
Ｕ
【
”
コ
〇
一①
∞
０
¨
”
一
〇
ヽ
Ｎ
‐
Φ
卜
∞
・

（‐‐‐‐‐‐
）
【Ｑ
・
，
一
〇
卜
∞
・

（ｍ賜
）
【０
・
”
一
０
●
∞
‐０
●
０
・

（ｍ即
）
】Ｑ
・
”
一
０
心
Ｏ
‐０
９
０
・

（ｍ田
）
【０
・
”
一
Ｏ
α
Ｏ
・

（‐‐５
）
こ
３
・
ｏ
い
”

原
文
で
は
第

一
の
要
素
は

「市
場
の
規
模
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
実
質
的
な
意
味
を
取
っ
て
本
文
の
よ
う
に
表
現
し
た
。
以
下

で
述
べ
る
よ
う
に
市
場
の
絶
対
的
規
模
が
市
場
力
の
程
度
を
判
断
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
従
来
の
実
務
で
は
意
識
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
は
特
に
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

（寵Ш
）
ＨＱ
・
”
一
〇
Ｏ
ω
‐０
０
９
・



（田‐‐‐
）
】Ｑ
・
”
一
０
い
い
‘０
い
の
・

（ｍ‐‐ｏ
）
【一
・
”
一
〇
〇
０
‐〇
〇
ω
・

（‐‐９
）
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
遠
隔
地
に
あ
る
供
給
者
が
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
地
理
的
市
場
に
い
く
ら
か
で
も
販
売
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
他
市
場
で
の
販
売
分
を

含
め
た
、
そ
の
す
べ
て
の
販
売
量
を
当
該
地
理
的
市
場
に
含
め
る
べ
き
こ
と
を
原
則
と
す
る
も
の
で
、
経
済
活
動
の
国
際
化
に
伴
う
地
理
的
市
場
の
拡
大
を
志
向

す
る
も
の
で
あ
る
。
他
市
場
で
の
販
売
分
は
容
易
に
当
該
地
理
的
市
場
に
転
換
し
得
る
と
の
前
提
に
立
つ
点
で

「市
場
再
画
定
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
応
用
で
あ
る
。

】，
営
ｏ
ｏ
ω
も
「
り

転
換
ア
プ
ロ
ー
チ
ヘ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
８
ｐ
①
ф
〕ゴ
ョ
ｏ
旨
】
「
”
お
い
う
”
Ｆ
〓
●
”
ぼ
ｂ
国
”
■
ｏい一い８
目
Ｑ
〓
凛
８
ａ
】●
”
”
ε
【８
・
ｏ
い
〓
”
疑
・

Ｆ
・
コ
Φ
く
。
］
∞
ふ
Φ
（
い
０
∞
ｐ
Ｙ

の
①
Ｏ
燿
お

〓
”
】
・
』
ｏ
Ｆ
●
０
・
〓
μ】
お
や
”
う
０
「
ゴ
い〕中”「
口
・
Ｚ
①
中∽
ｏ
●
・
『
ｏ
ス
碁
唄
］
の
Ｏ
晏
】鬱
ｏ
一〓
Ｏ
”
∽
”
●
Ｑ
「
〇
一ｏ
「
〓
”
】
の
ｏ
晏
】Ｕ
①
一〓
】〇
●
¨
Ｏ
①
ｐ
嘔
“
も
，
いｏ
フ
〔
”
Ｌ
Ａ
洋

∪
①
”
う
言
】．ｏ
う

い０

”
●

日５
一０
『
５
”
一いＯ
ｂ
”
】
の
ｏ
●
一①
Ｘ
Ｆ

い０

〓
＞
”
”
く

『
【
”
∽
『
¨
日
ｒ
口
＞
Ｚ
Ｏ
”

リト

「
Ｏ
Ｘ
・
＞
Ｚ
∪

”
〇
”
口
”
日

「
【日
〇
『
∽
バ
く
・
の
２
‘
”
口
く
【日
＞
Ｆ
】Ｎ
Ｈ
Ｚ
Ｏ

＞
Ｚ
弓
〒

↓
”
Ｃ
∽
↓
】Ｚ
】日
∽
∽
口
〇
〇
Ｚ
∪
〇
口
Ｚ
↓
Ｃ
”
く
¨
口
∽
∽
＞
く
∽
Ｏ
Ｚ
ｒ
門
の
＞
Ｆ
口
〇
〇
Ｚ
Ｏ
〓
【〇
・＞
Ｚ
∪
「
Ｏ
ｒ
【↓
】０
ン
ｒ
「
Ｏ
Ｆ
】〇
く
”一
ω
心
０
‐∞
Ｎ
∞
含
０
０
］Ｙ

刊̈
燕
浴
例
券
基
呻
め
わ
ヽ

分
析
と
し
て
、
８
ｏ
Ъ
中
・∪
堀
ュ
Ｑ
Ｆ
Ｆ
汀
【
”●
Ｑ
∪
”́
邑
ン
”
”【Ｆ

『
ｏ【β
ヽ
ｏ
ｏ日
罵
ョ
いｏ●
”口
Ｑ
，
０
〓
”■
β
「
ｏ■
Ｒ
Ｆ
ｏ
Ｌ
彙
Ъ
？
ξ
澤
〓
∽一
Ｆ
｝
ｏ
卜
ｏ
貧
ｏ
ｏＮ
Ｙ

こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
の
紹
介
と
し
て
、
金
井
貴
嗣

「経
済
の
国
際
化
と
市
場
の
画
定
―
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
論
議
を
素
材
と
し
て
」
正
田
彬
教
授
還
暦

記
念
論
文
集

『国
際
化
時
代
の
独
占
禁
止
法
の
課
題
』
（日
本
評
論
社

一
九
九
二
年
）

一
四

一
頁
所
収
も
参
照
。

（帥脚
）
どく
晏
ｒ
”
棗
”
マ
Ｆ
ｒ
”●
Ｑ
Φ∽
”●
２
】召
一ｏＦ
”『Ｑ
＞
。
「
ｏ∽●
Φ】・
∽Ｃ
Ｕ
『”
●
〇
一①
∞Φ
・”
一
Φ
『
Ｎ
‐Ｏ
Ｎ卜
・

（山田
）
ＨＱ
・”
一
Ｏ
Ｎ
ヽ
‐０
「
ｕ
・

（ｍ協
）
ＨＱ
・”
一
Ｏ
Ｎ
ｕ
‐Ｏ
Ｎ
ｏ
・

（‐２３
）
も
つ
と
も
、
供
給
面
で
の
代
替
可
能
性
を
関
連
市
場
の
画
定
に
際
し
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
自
体
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
∽
８
Ъ
中

〓̈
卜
・＞
ａ
２
日
”Ｆ

日
８
５
ｏ日
お
冴
「
８
雰
ｔ
，
①
”
①一Ｆ
】，
Φヨ
ｏ
「
一ユ
ｏＦ
ヽ
い
く
Ｐ
ｒ
”
ｏメ
ｏ
露

含
８
ｏ
〉
な
お
、
判
例
法
に
お
け
る
供
給
面
で
の
代
替
可
能
性
の
扱
い
に
つ
い
て

は
、
一
一の
註

（７７
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〓
一九
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七
年
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五
四
〇

（殷
）
前
述
の
よ
う
に
、
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
は
、
市
場
力
を
価
格
を
引
劃
劃
げ
劉
力
と
定
義
す
る
が
、
価
格
の
引
き
下
げ
を
阻
止
す
る
力
を
定
義
か
ら
除
外
す

る
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
‐２５

）

ｒ

ｐ

′
ぶ

】
ご
日

〓

二

ヽ
口
計

∽
”
口
０

コ

３

鶴

Ｑ
＞

Ｆ

旨

①
】
」

」
「

”
い
０
ぉ

器

Ъ

一
ｏ
ミ

。

「
競

争

を

排

除

す

る

力

」

は

げ

馬

当

●
Ｌ

だ

と

さ

れ

て

い

る

。

（聞
）
判
例
法
に
お
け
る
こ
の
基
準
の
援
用
に
つ
い
て
は
、
一
一の
註

（７５
）
を
参
照
。
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
概
念
の
起
源
と
そ
れ
が
市
場
な
い
し
産
業
の
境
界

画
・定
基
準
と
み
な
さ
れ
て
い
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
器
ｐ
不
当
●
ｏ
，
∪
・
”
編
Ｒ
・
Ｆ
ａ
ｃ
ユ
曼
∪
ｏ
ｃ
ぃ
。
”
Ｌ
８
いヨ
哺
ロ
コ
”
く
の
＞
Ｆ
ど澤
Ｚ
】
＞
Ｚ
∪
」
〇
〓
Ｚ
四
口
〇
『
”
】口
∪
´

Ｏ
Ｑ
・・
口
〇
〇
Ｚ
Ｏ
〓

【
０

＞
Ｚ
＞
ｒ
く
四

∽
＞
Ｚ
∪

＞
Ｚ
日
Ｈ日
”
Ｃ
∽
↓

Ｆ
嘔
メ

営

∞
”

】
ｏ
ｐ

∞
”

Ｏ
ｏ
含

Ｏ
Ｎ
ｅ

・
そ

こ

で

も

述

べ

ら

れ

て

い

る

よ

う

に

、　
こ

の
基

準
・は

一九
来

、

企

業

間
の
競
争
形
態
に
照
ら
し
た
市
場
の
分
類
の
た
め
の
基
準
、
特
に
、
協
調
行
為
が
支
配
的
で
あ
る
よ
う
な
産
業
の
識
別
基
準
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
か
ら
展
開
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
議
論
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
論
文
と
し
て
、
８
ｐ
Ｚ
いｏ
，
ｏ
一器

バ
Ｐ【２
Ｊ
〓
『∽・
コ
３
いヨ
ｏ
●
．■
．口
８
●
ｏ
日
一８
亀
】日
「
①
】いの２
ｏ
ｏ
日
「
①
甲

Ｌ
Ｏ
●
．ｒ
日
ｏ
ｏ
い
Ｏ
日

いの
”

（Ｚ
Φ
電

∽
Φ
目
．０
３

２
９

ω

（ｒ
①
】
ｏ
い●
”
沖
ｏ
「
ｏ
一̈①
Ｑ

”
∽
〓
日
「
Φ
『
ぉ

ｏ
一
の
ｏ
日
「
①
一い一ぃ〇
●
》

”
け
∞
∞
α
‐
ω
ふ
〕

含

Ｏ
ω
心
ｙ

Ｚ
静ｏ
Ｆ
ｏ
〕”
∽
パ
”
】Ｏ
ｏ
Ｆ

〓

”
】
π
①
一

】日
窮

■
ｏ
ｏ
日
ｏ
ｂ
”
●
２

軍

８

８

Ｑ
壱
お

い■
・
口
８

●
ｏ
日
い８

（Ｚ
①
ヨ

∽
ｑ
い①
↓

Ｚ
９

９
曾

①
【
Φ
ョ

郎

彎

ε
一２

３

請
ゞ
８

８

ｏ
”
冒

Ｓ
Ｃ
．．）
臓

ω
ω
‐ｏ
ｏ
含
ｏ
ω
ｇ

・
需

要

の
交

差

的

価
格
弾
力
性
基
準
の
み
で
市
場
を
分
類
す
る
試
み
と
し
て
、
∽８
Ъ
¨
Ｌ
ぎ
σ
①
二
ｒ
雪
，
ｏ
ｐ
口
”
３
ｏい一いの
∽・
ｏ
】ｏ
田
由
一”
〓
ｏ【一【①
∽Ъ
●
Ｑ
〓
彎
″
一
”
①
】”
一い０
房
〓
翻
ｋ
ｐ

と
り

”
８
Ｐ
聟
当

Ｎ
『
ｏ
（３
認
〉
代
表
的
見
解
を
分
析
し
た
う
え
で
、
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
の
み
で
な
く
企
業
間
の
相
互
依
存
関
係

（い
わ
ゆ
る

「推
測

的
変
化
♂
ｏ
ユ
８
言
巴
Ｓ
Ｌ
”
”いｏ
じ
し
を
も
考
慮
し
た
市
場
分
類
の
試
み
と
し
て
、
３
ｐ
①
¨
）
”
”
】０
〓
ョ
毛
お
ｃ
お
”
い
Ｏ
Ｏ
甲

『
①
【躍
∽ｏ
Ｐ
〓
”
【Ｆ
一
９
”
∽∽いい
８
一【ｏ
●

∽
く
∽一①
ヨ
■
５
↓
Ｆ
８
曼
”
椰
０
「
ｏ
Ｆ
Ｑ
Ъ
ｏ
∽
ｏ
ｃ
，
・
日
８
Ｐ
｝
〓
ぃ
（８
ｏ
Ｏ
・
特
に
後
者
は
、
市
場
分
類
の
基
準
と
し
て
も
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
基
準
に
限
界

が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
点
で
興
味
深
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
議
論
が
決
着
し
な
い
ま
ま
、
実
証
研
究
で
は
、
後
述
の

国
“
お
”
Ｃ
Ｒ
ｏ
①
〓
層

の
産
業
分
類

が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論
の
文
脈
に
お
い
て
も
、
関
連
市
場
の
画
定
に
際
し
て
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
基
準
に
の
み
依
拠
す
る
こ
と
の
限
界
は
以
前
か
ら
指
摘

さ

れ

て

い

た

。

∽
８

Ъ

¨

・
ｏ
８

起

Ｌ

、

，

８

〓
●
ｍ
”
●
０
メ
ロ

営

０
「

〓
ｃ
＆

Φ
´

↓
汀

ｏ
＆

ε

ｒ
”
お

ｏ
ぉ
０
”
●
Ｑ
，

①
Ｚ
①
■

の
ｏ
ヨ
罵

摯

いｏ
Ｆ

心
い
≧
Ｆ

口
８

Ｐ

”
Ｑ

３

ｏ



（８
ｕ
ｇ
一
∪
ｏ
●
Ｌ
Ｏ
「
↓
」
８
ｏ
，
≧
〕澤
〓
資
”
魯
Ｑ
”
５
Ｑ
計
①
ｏ
』
８
コ
”
●
①
ｏ
”
∽♪
『
ｏ
〓
”
疑
・
Ｆ
コ
①く
』
”

含
ｏ
い
の
Ｙ
ヶ
ィ
セ
ン
と
タ
ー
ナ
ー
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
論

に
お
い
て
も
、
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
力
性
基
準
を
絶
対
視
す
る
表
現
は
注
意
深
く
避
け
ら
れ
て
い
る
。
〇
＞
”
ｒ
を
ｒく
∽
口
ｚ
＞
ｚ
∪
∪
Ｏ
Ｚ
＞
ｒ
∪
「
↓
Ｃ
コ
Ｚ
口
Ｐ

〓
０
３
５
ｏ
一ｏ
ｏ
Ｐ
営

８
７
８
Ｐ
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
基
準
が
関
連
市
場
の
画
定
基
準
と
し
て
判
決
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
の
は
、
当
時
の
経
済
学
の
水
準
に
お
い

て
は
こ
れ
し
か
参
照
し
得
る
理
論
が
な
か
っ
た
と
い
う
単
純
な
理
由
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
Ⅲ

）

こ

の

よ

う

な

見

方

に

つ

い

て

は

、

８

ｐ

①
ф

・
３

ｏ
ｒ
ｏ
］お

バ
”
】３

【
・
〓
ヨ
リ
ｏ
【
』
①
８

０
ｏ
ヨ
罵

，

いｏ
ｔ

」

一
ω
ω
Φ
‐ω
心
ｐ

濡
Ｘ
８

務

の
選

お

い一】
．
」

一
∞
Ｎ
”ω
ｐ

（‐２８
）
こ
の
点
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
来
た
模
様
で
あ
る

（た
と
え
ば
、
杉
浦
市
郎

「反
ト
ラ
ス
ト
法
理
に
お
け
る
関
連
市
場
確
定
の
意
義
と
確
定
基
準
に
つ
い

て

（
一
ご

民
商
法
雑
誌
第
七
八
巻
第
四
号
四
六
九
頁
、
四
七
四
―
四
七
六
頁
と
そ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
諸
文
献
を
参
照
）
が
、
近
年
の
言
及
例
と
し
て
、
お
ｐ

ｐ
”
こ
ζ
≧
ｒ
ｒ
日＞
蜜
［
「
・
∽
〓
Ｃ
Ｏ
＞
”
日
目
・
∽Ｃ
■
３
い
０
ぉ
ぃ
ｏ
ｐ
・
”
一
【卜
ω
・

（‐２９
）

一
九
八
二
年
、
八
四
年
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
関
連
市
場
画
定
方
法
論
を
残
余
需
要
弾
力
性
の
測
定
方
法
と
し
て
肯
定
的
に
評
価
す
る
立
場
か
ら
こ
の
点
を
指

摘

す

る

も

の

と

し

て

、

３

ｐ

①
ф

こ

８

８

Ｆ

｝

９

日

ｏ
調

”
５
２

〓

い
，

お

】
ン

ダ

、Ｌ

ご

日

∽
・
日
ぎ

”
８

ヒ

∽
邸

ヨ

①

亀

〓

賛

汀

一
∪

①
”
５
〓

ｏ
Ｆ

ω
∞

＞
三

〓

男

ｅ
”
」
Ｆ

日
“

■
ｏ
ｐ

∞
Ю
９
‐∞
Ю
Ｎ
（【
Φ
Ｏ
心
）・

（‐３０
）
こ
の
問
題
は
、
一
一
（２
）
②
で
挙
げ
た
セ
ロ
フ
ア
ン

・
ケ
ー
ス
に
ち
な
ん
で
、
お
＆
ε
コ
”
邸
Φ
ｏ
”
８

『
』
お
く
３
と
か

高
＆
ｏ
り
Ｆ
”
ヨ
①
の
”
沼
↓
【七
〓
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
古
典
的
な
分
析
と
し
て
、
８
ｐ
０
８
【『

要
ぁ
一８
ご
５
ｍ
目
Ｑ
要
いＦ
Ｌ

「
〓
ｇ
】【の
【」
Ｃ
「
”
５
０
ぉ
馬
ｐ
∪
ｃ
●
”
こ
「
↓
層
●
Ｒ
“

〓
「
轟
●
ｏ
８
３
，

も
っ
と
も
、
本
件
最
高
裁
判
決
自
体
は
、
被
告

∪
口
Ｆ
ユ

社
の
利
益
率
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
誤
り
を
免
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
と
言
わ
れ
る
。
ｒ
ｐ
∪
ｏ
５
”
〓
「
哺
目
３
【」
」
「
”
●
ｏ
ぉ
Ｓ
ｐ
営
ω
８
・

（‐３‐
）
も
つ
と
も
、
Ｊ

・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の

「不
完
全
競
争
」
論
や
Ｅ

・
Ｓ

・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の

「独
占
的
競
争
」
論
で
は
、
相
互
間
で
の
需
要
の
交
差
的
価
格
弾
カ

性
が
等
し
い
代
替
品
の
集
合
が
市
場
と
し
て
想
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
非
現
実
的
な
前
提
の
下
で
初
め
て
各
商
品
に
つ
い
て
需
要
曲
線
を
引
く
こ
と
が
可
能
と
な

る

。

こ

の

点

の

指

摘

と

し

て

、

３

ｏ
Ｆ
ｏ
申お

バ
”
】
８

喘
・
〓
ヨ

ｕ
Ｒ

お

２

ｏ
ｏ
日

窮

ヨ

一ｏ
５
．．Ｌ

一
ω
卜
ｐ

百

お

Φ
務

ｏ
葛

お

いξ
．．」

一
心
”

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（一
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

一



法
政
研
究

一
巻
二
豊
∵
画
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
二

（脱
）
∽
８
Ｌ
げ
●
●
ｏ，
∪
・
”
Ｑ
ｏＦ
〓
「
”
●
ｏ８
３
ｐ
営
０
９
”
目
８
ｃ
Ｒ
ｏ
ｏヨ
房

の
産
業
分
類
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
・
Ｍ
Ｉ
了
／
ガ
ー
著
、
上
野
裕
也
、
岡

井
紀
道
共
訳

・
前
掲
書

一
九
〇
―

一
九
七
頁
を
参
照
。

（
‐３８
）
ち
な
み
に
、
０
＞
”
ｒ
躍
″く
∽
”
Ｚ
＞
Ｚ
∪
∪
Ｏ
Ｚ
＞
ｒ
∪
「

↓
Ｃ
”
Ｚ
国
押

〓
■
，
５
ｏ
８

ｏ
Ｐ

稗

Ｎ
一
‐ヽ
ω

に
お

い
て
も

”
胃
８
ｃ
ａ

ｏ
Φ
●
〓
∽
の
産
業
分
類
が
利
用
さ
れ

て
い
る
。

命
Ｍ
）
∽
①
Ｐ

”
ＨＯ
〓
＞
”
∪
＞
。
「
〇
∽
Ｚ
口
”
¨
∽Ｌ
「
【”
●
ｏ
一〇
Ｏ
Ｐ

”
一
】
ｐ
い
‐
中
Ｎ
メ

（耐鵬
）
∽
０
０
・
９
ｍ
こ
∪
”
ごュ
鮎
∽
ｏ
，
■
野
日
”
●
”
●
０
「
，
σ
一０
↓
・
∽
「
■
】①
Ｊ
Ｏ
０
０
「
”
「
ｒ
い０
蜜
Ｆ
ュ
８
一
∪
①
ゆ
●
い一い０
５
Ｃ
コ
Ｑ
Ｏ
【
一，
①
Ｃ
・∽
・
∪
①
「
”
【質
“
①
コ
一
０
「
〕
Ｃ
∽一い６
①
蜜
ご
Ｌｍ
ｏ
【
Ｏ
Ｃ
】Ｑ
①
一】づ
Φ
′

ω
Ｏ
｝
一Ｆ
電
”
口
８
Ｐ
Ｓ
Ｐ
３
ハ
‐３
∞
含
０
∞
Ｊ
。
な
お
、
の
お
電
曼
｝
妻
①
＆
の
Ｆ
日
す
ｏ
Ｃ
８
巴
こ
〓
】旨
８
Ｒ
∽
〓
む
ヨ
ｏ
，
∽
∪
”
ξ
ョ
∪
０
い
０
いづ
ｍ
０
８
『
も
，
ご
〓
”
寿
ｏ
Ｆ

Ю
ｏ
ｇヽ
ヨ
【扇
一
”
ｃ
〕中①
一ヨ
ヽ
８
・
Ｎ
Ｎ

（お
曽
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
考
え
方
は
、
か
つ
て
の
司
法
省
反
ト
ラ
ス
ト
局
経
済
政
策
室
長
で
あ
っ
た
Ｇ
・
ヘ
イ
が
初
め
て
示

唆
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
「反
ト
ラ
ス
ト
市
場
」
の
考
え
方
に
す
べ
て
の
論
者
が
賛
成
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ｒ
ｐ
Ｏ
中
・
バ
０
●
●
ｏ
，
０
・
口
Ｎヨ
雪
・
∪
Φ
い
ユ
コ
ｍ

ｏ
８
鴨
Ｃ
，
ぉ
〓
営
汀
”
”
ｏ
ｃ
う
０
”
●
８
・
ｐ
Ｐ
ξ
澤
〓
髯
”
Ｌ
中①
一ヨ
Ｎ
ω
ｐ
Ｎ
望
ヽ
い
い
含
Φ
曽
）
（そ
れ
は

一
種
の
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
だ
と
す
る
。
）
一
〇
８
品
①
｝
摯
Ｃ
ｑ
，
●
Ｑ

”
３
ｏ
コ
ン

∽
，
①
リ
ユ
Ｐ
目
お
口
ｘ
一①
ヨ

亀
，
ｏ
〓
”
」ざ
一。
Ｎ
∞
｝
ｒ
”〓
”
口
８
Ｆ
ぃ
ぃ
Ｐ
ぃ
い
∞
Ｏ
ｏ
∞
ｇ

（市
場
と
は
価
格
決
定
の
場
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
一
一
つ
の
地

域
で
の
値
動
き
の
相
関
係
数
に
よ
り
地
理
的
市
場
を
画
定
す
る
こ
と
を
主
張
。
市
場
が
独
占
的
か
否
か
は
市
場
画
定
の
問
題
と
は
別
問
題
と
す
る
。
）
一
■
Ｆ
甲

Ｆ
〓
一
・
∽
〓
Ｃ
ｏ
＞
”
弓
目
」
ｃ
「
”
●
ｏ
８
８
Ｐ
営

〓
∞

（反
ト
ラ
ス
ト
ロ
的
の
名
に
お
い
て
恣
意
的
な
市
場
画
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
）

（‐３６
）
以
上
の
点
に
つ
き
、
８
ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
Ｆ
が
電
ｏ
■
」
ｃ
「
”
う
ｏ
８
８
Ｐ
翼
ぁ
ｐ
Ｎ
‐“
ｐ
ｐ
凛
３
鶴
ａ
ｒ
ｒ
ヨ
”一ｏ
３
８
・＞
い
０
，
９
げ
８
π
臓
〓
電
ざ
一
「
ｏ
邁
０
【Ъ
９
〓
，
そ
・
Γ

”
①く
」
い
ヽ
∞
０
・
一∞
〇
〇
‥い∞
〇
か
（い０
∞
ｐ
）
・

（‐３７
）
た
と
え
ば
、
コ
”
●
Ｆ
Ｆ

日
３
８
３
８
昇
”〓
「
轟
●
ｏ
お
ｏ
ｏ
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
で
あ
る

〓
Φ
夢
０
」一
〓
２
ｏ
５
ご
む
Ｆ
理
一ｏ
ゴ̈
Ｒ
いｏ
，椰
Ｑ
∽
汀
ｏ
一【０お
日
ヨ
ン
ロ
日
程
ュ

≧
躍
ヨ
①
二
・
∞
心
〓
いＯＦ

ｒ
”
Ｑ
二
ヽ
口

↑
０
∞
９
を
参
照
。
な
お
、
後
述
の
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｇ
の
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
そ
の
註
二
〇
で
、
Ｊ
電ヽ

】
ｏ
Ｈ『Ｒ

「
競
争
の
実



質
的
減
殺
」
の
蓋
然
性
の
な
い
合
併
を
提
訴
す
る
と
い
う
意
味
で
の
誤
り
）
と

ロゴ
）①
Ⅱ

Ｏ畷
Ｒ

（「競
争
の
実
質
的
減
殺
」
の
蓋
然
性
あ
る
合
併
を
提
訴
し
な

い
と
い
う
意
味
で
の
誤
り
）
と
を
区
別
し
て
い
る
。

（‐３８
）
本
稿
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
原
文
と
し
て
、
＞
”
＞
＞
Ｚ
目
↓
”
ｃ
∽
日
∽
”
０
目
Ｏ
ｚ
卜
ｚ
目
日
”
ｃ
∽
↓
曜
／要

∪
曰
く
国
Ｆ
ｏ
「
〓
口
Ｚ
日
ｐ
さ
ｒ
目
つ
Ｏ
ａ
二
Ｏ
ｏ
ｓ

の

＞
づ
づ
ｏ
目
０
ズ
”
含
一
篤
ｏ
甲
Ｓ
ｐ
ｅ

を
参
照
し
た
。
な
お
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
そ
の
前
身
た
る

一
九
八
二
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
既
に
我
が
国
で
も

紹
介

・
分
析
さ
れ
て
い
る
。
服
部
育
生

『企
業
結
合
と
独
禁
法
―
比
較
法
的
考
察
１
』
（名
古
屋
大
学
出
版
会

一
九
九
〇
年
）
、
谷
原
修
身

「反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お

け
る
合
併
規
制
政
策
―
レ
ー
ガ
ン
政
権
を
中
心
と
し
て
―
」
久
保
欣
哉
編
著

『企
業
結
合
と
買
収
の
法
理
』
（中
央
経
済
社

一
九
九
二
年
）
一
七
三
頁
以
下
所
収
、

金
井
貴
嗣

「反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
合
併
規
制
の
変
容
」
２

）
（
二
上
し

法
学
新
報
第

一
〇
二
巻
第

一
号
七
七
頁
、
第
二
号

一
〇

一
頁

（
一
九
九
五
年
）
等

を
参
照
。
本
稿
で
は
市
場
力
理
論
の
反
映
と
い
う
観
点
か
ら
の
分
析
を
試
み
る
。
合
併
規
制
に
固
有
の
論
点
に
つ
い
て
は
前
掲
の
諸
文
献
を
参
照
。

儒
瑚
）
＞
”
＞
＞
Ｚ
弓
【↓
”
Ｃ
∽
↓
∽
口
の
日
【Ｏ
Ｚ
゛
∽口
ｕ
【”
い
０
一０
【ω
Ｐ
”
一
いＮ
ｏ
９

（‐４０
）
〓
」
一
３
ｏ
望
露
ｏ
ｐ

な
お
、
本
稿
で
は
検
討
し
な
い
が
、
こ
こ
で
言
う

「市
場
力
」
に
は
、
買
い
手
が
競
争
水
準
以
下
で
商
品
を
購
入
す
る
力
も
含
ま
れ
て

，、い
スυ
。
【０
・
”
一
いＮ
Ｏ
Ｏ
・

（
‐４‐

）

∽
ｏ
ｐ

①
ぬ
。・
”
”
Ｌ

弓
・
∪
①
い
い́

〓

２
オ
８

「
ｏ
電
①
【
】５

ど
ヨ
い■
ｃ
資

〓

①
龍
「
Ｆ
ど
“
巴
く
阻
”

”
①
い
い
い●
ｍ
一コ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｅ
Ｃ
∽
ざ
５

〓
覇
る
一
Ｆ
の
の
ぃＰ

ｏ
ｏ
ど
Ｄ
一い■
嘔
ａ

ｒ
・
｝

∞
Ｎ
ｏ

貧

ｏ
ｏ
Ｎ
〉

』
励

調
行
為
の
予
防
と
し
て
の
合
併
規
制
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
器
Φ
』
∽ｐ
〓
の
工
＞
”
∪
ン
「
ｏ
∽
Ｚ
口
Ｐ
旨
ｕ
轟
●
ｏ
お
ｏ
Ｐ
臓
ｏ
ｏ
‐０
メ
〓
関
”
”
口
”
日
〓
〇
く
口
〓
Ｓ
〓
Ｆ

∽Ｌ
「
【，
ぃ
〇
一０
ぃ
・
”
一
Ｎ
Ｏ
ω
・

亀
躍
）
∽
①
ｐ

Φ
ぬ
ｔ
〓
口
”
”
口
”
日
〓
〇
く
口
Ｚ
【
＞
〓
「
）
∽嘔
「
【”
●
〇
一Ｏ
Ｆ
”
一
Ｎ
い
〇
‐Ｎ
〕
ω
・

織
間
）
＞
”
＞
＞
Ｚ
日
】↓
”
Ｃ
∽
↓
∽
口
〇
日
【Ｏ
Ｚ
・
∽Ｃ
ｕ
】”
●
ｏ
一０
ぃ
ω
∞
・
”
¨
【
Ｎ
い
ヽ
・
い
ｐ
ｐ
ｒ

（‐４４
）

一
九
八
二
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
Ｈ
Ｈ
Ｉ
が
集
中
率
の
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
六
八
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
上
位
四
社

累
積
集
中
度

（Ｃ
Ｒ
４
）
が
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｃ
Ｒ
４
と
比
較
す
る
と
、
市
場
占
拠
率
上
位
企
業
間
の
格
差
の
大
き
さ
を
反
映
す
る
点
、
お
よ
び
、
合
併
当

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（二
）



法
政
研
究

一
巻
二
豊
一・
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

四
四

事
者
企
業
間
の
格
差
の
大
き
さ
を
反
映
す
る
点
に
Ｈ
Ｈ
Ｉ
の
利
点
が
あ
る
こ
と
は
既
に
我
が
国
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
Ｈ
Ｈ
Ｉ
を
採
用
す
る
こ
と

に
対
し
て
は
、
一
九
八
二
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
公
表
時
か
ら
異
論
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
の
議
論
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
、
∽
８
・
〓
口
”
”
口
”
日
〓
〇
く
国
Ｚ
９
〓
″

∽口
Ｕ
嘱，
●
〇
一０
【
・
，
一
ω
Ｏ
］‐ω
Ｏ
心
・

な
お
、
ラ
ン
デ
ス
と
ポ
ズ
ナ
ー
の
市
場
力
理
論
を
応
用
し
て
、
複
数
企
業
間
の
協
調
行
為
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
市
場
力
の
指
標
と
し
て
Ｈ
Ｈ
Ｉ
が
関
連
性
を
も

つ
こ
と
を
示
す
論
文
と
し
て
、
８
ｐ
旨
●
鷹
Ｎ
＞

ｏ
ａ
？
ｏ
炉
≧
”
づ
９

∽
Чぼ
´
”
口
０
聟
）Ｆ
二
）

〓
い】一ｒ

〓
角
い
い
鮎
”
巨
の
ｏ
●
８
ユ
【”
一いｏ
Ｆ
″
く
Ｌ
崚
・
”
●
Ｑ
〓
Ｒ
躊
［Ｐ

ｏ
ｕ
〓
”
１
・
ｒ
”
Ｑ
二
∞
ｕ
Ｎ
含
Φ
∞
じ
・
も
っ
と
も
、
協
調
行
為
が
成
功
す
る
か
否
か
は
、
集
中
率
の
数
値
の
み
で
は
判
断
し
得
な
い
。
前
掲
論
文
で
展
開
さ
れ
た
定

式
も
、
推
測
的
変
化
が
数
値
化
さ
れ
な
い
限
り
市
場
力
の
指
標
と
し
て
利
用
し
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
推
測
的
変
化
を
計
測
す
る
試
み
は
必
ず
し
も
成
功
し
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
か
く
し
て
、
協
調
行
為
の
予
防
と
い
う
観
点
か
ら
合
併
規
制
を
位
置
付
け
る
場
合
、
集
中
率
以
外
の
質
的
考
慮
要
因
の
検
討
が
不
可
避
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（‐４５
）
＞
”
＞
＞
Ｚ
ゴ
日
”
Ｃ
∽
↓
∽
口
ｏ
目
〇
／

８
「
”
●
ｏ
お
お
Ｐ
営
お
〓
‐Ｓ
３
・
な
お
、
こ
れ
ら
の
数
値
が
妥
当
か
否
か
は
、
合
併
規
制
の
文
脈
で
は
実
務
上
重
要
な

論
点
で
あ
る
が
、
本
稿
の
関
心
に
照
ら
し
て
本
質
的
な
論
点
で
は
な
い
の
で
検
討
を
省
略
す
る
。

（ｍ則
）
】０
・
”
一
いｐ
いい
，一口
】
ヾ
・

（‐４７
）
か
よ
う
な
観
点
か
ら
の
関
連
市
場
画
定
方
法
論
の
起
源
は
定
か
で
は
な
い
が
、
同
様
の
発
想
は
既
に
以
下
の
文
献
で
示
さ
れ
て
い
た
。
∽
８
・
〓
の
〓
＞
”
∪
ン

「
〇
∽
Ｚ
口
”
・
∽」
「
【”
●
ｏ
一〇
Ｏ
ω
・
”
一
【ｐ
ｕ
‐い０
メ
「
〓
】ｒ
ｒ
Ｈ「
＞
”
ロ
ロ
∪
＞
”
∪
Ｏ
Ｚ
＞
Ｆ
Ｕ
「
・↓
Ｃ
”
Ｚ
口
”
・
＞
Ｚ
日
Ｈ↓
”
Ｃ
∽
日
ｒ
＞
“♂「・
く
２
・
目
・
”
¨
ω
心
、
（いＯ
Ｎ
∞
〉
バ
①
●
●
①
一コ
Ｕ
・

”
ミ

Φ
炉

〓

づ
轟

●
ｏ
お

Ｓ

ｐ

営

ｏ
ｏ
，
ｏ
Ｐ

ｏ
『
①
電

崚

｝

要

ｏ
Ｌ

Φ
Ｆ

〓

鬱
８

コ
ｏ
お

ぉ

ｐ

二

『
曽

。

こ

の

う

ち

、

不

ｗ椰
●
ｏ
，

∪
・
”
曖

Ｑ

」

口
０
轟

●
ｏ
ぉ

Ｓ

の

は

、

少

額

の

価

格
変
化
に
対
応
す
る
市
場
占
拠
率
の
弾
力
性
を
基
準
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。

儒
間
）
＞
”
＞
＞
Ｚ
日
【弓
”
Ｃ
∽
日
∽
国
の
日
【Ｏ
Ｚ
・
∽Ｃ
「
『”
う
ｏ
一０
いω
Ｐ
，
一
］Ｎ
ｏ
Ｎ
‐中Ｎ
Ｏ
∞
・

（ｍ問
）
【Ｑ
・
”
一
】ｐ
Ｏ
∞
・



（‐５０
）
〓
」
二
Ю
ｏ
）
椰
８
・
な
お
、
２
・
２２

の
中
古
品
な
い
し
再
加
工
品
の
例
や
２
・
２３

の
自
家
消
費
の
例
は
、
一
一
（２
）
②
で
言
及
し
た

と
８
”
事
件
に
お
け
る

論
点
で
あ
っ
た
。

（‐・‐川
）
】Ｑ
・
”
一
い０
中０
，】Ю
いい
。

（田
晰
）
】０
・
”
一
いい
い０
・

（‐５３
）
誰

（Ⅲ
）
を
参
照
。

（‐５４
）
註

（１００
）
で
言
及
し
た
。の
ｏ
】一ｏ
●
コ
”
●
〇
〇
”
８

『
”
〕ご
Ｑ
．．
な
い
し

一．ｏ
の
中一０
づ
Ｆ
”目
〇
〇
”
８
日
［選
．．
の
問
題
で
あ
る
。
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
こ
の
問
題
点

の
指

摘

に

つ

い

て

は

、

お

ｐ

ｏ
¨

・
”
３

１

一
９

〓
賞

諄

出
社

弓
，
９

日
お

〓

・
ぢ

ａ

，

〓
弩
Ｆ

一
∪
①
”
ユ
一いｏ
５
ヨ

，

ｏ
〓
Ｒ
『

【
ｏ
ｃ
いＯ
①
一一●
８

二
日
ｕ
【い８

一一ｏ
調

お
■

５

澤

層

８

日
●
♂
【
８

日

①
翼

・
ご

ｏ
卜

Ｆ
・
”
Ｑ

工

ｏ
♪

心
∞
∞
‐卜
∞
ふ
（
３

∞
ｅ

一
”
３

０
ニ

ロ
一ｏ
お
●

・
旨

「

，
り
ｏ
ぉ

８

ｐ

臓

ぁ

心
甲

“

卜
，

な

お

、

合

併

規

制

の
文

脈

で

は

こ

の

問

題

を

無
視
し
て
よ
い
と
す
る
立
場
の
根
拠
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
四
を
参
照
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（
‐５５

）

∽
①
ｐ

ｐ
呻
）
聟
移

①
二

〇
・
〓
鶴
二
∽
”
●
０
日
ｒ
ｏ
】
日
”
∽
〓

こ
ｏ
【
２
ｐ

∽
ｃ
鬱
８

●
８
ｏ
ぃ
０
♪

営

、
∞
中
心
∞
Ｐ

”
簿
）①
，

コ
８
お
ざ
「”
∽
Ｌ
「
Ｈ
”
５
８
０
］
ｏ
ｐ

営

い
∞
の
９

Ｈ
∞
ｏ
ド

同

種
一の
批

判
は
地
理
的
市
場
の
画
定
に
お
け
る
輸
入
品
の
扱
い
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
得
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
立
場
は

（少
な
く
と
も
文
面
上

は
）
前
述
の

「転
換
ア
プ
ロ
ー
チ
」
ほ
ど
極
端
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
証

（ｌ１９
）
に
掲
げ
る
文
献
を
参
照
。

（
¨
則
）

∽
０
０
・
『
ぎ
き
０
二

〇
・
〓
２
日
い∽
”
●
０

日
口
ｏ
●
Ｓ
，
∽
で
Ｆ

〕
ｏ
【
Ｏ
①
・
∽
匡
「
】
”
●
〇
”
①

ぃ
ぃ
、
・
”
一
心
∞
ｐ
‐
心
∞
ω
・

（
‐５７

）

∽
ｏ
ｐ

９
”

¨
”
３

Φ
ニ

コ

８

貯
辱

Ｌ

ｃ
●
轟

●
Ｐ

Ｏ

【
ｏ
ｐ

臓

い
∞
ω
？

中
∞
ふ
９

（
面
鵬
）

∽
０
０
・
①
・”
・・
」
０
コ
●

Ｕ
ｏ
Ｄ

・
”
Ｌ
艘
嘱
〕
”
い
０

∽
¨
①
一
コ
①
●

〇
ユ
野
』
●
Ｆ

＞
日
〓
一】
Ｃ
∽
一
中
Φ
∞
〇
‐
∞
ヾ
一
「
Ｑ
項
の
【
”
●
２
＞
ｏ
ｏ
ｏ
ゆ
∽
（
「
”
『
一　
】
）
）
ω
Ｎ
＞
ｂ
〓
一
【
Ｃ
∽
一
”
Ｃ
〓
①
Ｌ
ｏ

Ｎ
Ｎ
ｕ
・
∞
ｏ
い

（
【
０
∞
Ｎ
〉

（
‐５９

）

∽
①
ｐ

”
ｏ
σ
①
二

の
・
〓
健

二
望

日

Ｑ

↓
，
ｏ
】
日

”
∽
〓

こ

Ｒ

Ｑ
ｐ

い
●
ｕ
８

●
８

ｏ

い
い
♪

臓

ヽ
ヽ
９

心
Ｎ
Ｐ

”
ｏ
σ
Ｒ

一
「
い一
ｏ
お
ご

・
゛
ｃ
づ
轟

●
８

ｏ

ぃ
ｏ
ｐ

営

】
∞
口
”

（醐
）
特
に
、
空
）〓
二
ρ
〓
”ユ
∽
営
一
↓
ｒ
Ｒ
ヨ
お
〓
・ぢ
【３
・旨
０
３
い
ｏ３
８
♪
営
ヽ
「
ｏ
‐卜
Ｓ

は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、
新
古
典
派
経
済
学
の
価
格
理
論
が
想
定
す

る
競
売
型
の
市
場

Ｓ
ｃ
ｏ一いｏコ
〓
”】汀
し
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
現
実
の
市
場
は
、
売
り
手
・
買
い
手
間
の
関
係
の
契
約
上
の
性
格

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
市
場
力
の
研
究

（一
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
五



法
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研
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一
巻
二
豊
Ｔ
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

四
六

（ス
ポ

ッ
ト
的
基
礎
に
基
づ
く
売
買
か
、
そ
れ
と
も
、
長
期
契
約
か
）
、
取
引
量
や
取
引
の
頻
度
、
取
引
が
単

一
商
品
の
み
で
な
く
て
複
数
の
商
品
の
束
を
含
む
か

否
か
、
売
り
手
・
買
い
手
間
の
関
係
の
安
定
度
、
供
給
パ
タ
ー
ン
の
安
定
度
、
売
り
手
・
買
い
手
間
の
複
数
市
場
に
ま
た
が
る
関
係
の
存
否
、
販
売
前
後
に
お
け

る
付
随
的
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
有
無
等
に
よ
り
分
類
さ
れ
る

一
種
の
社
会
的
制
度
で
あ
り
、
競
売
型
市
場
は
そ
の
申
の
非
常
に
特
殊
な

一
類
型
に
過
ぎ
な
い
と
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
論
文
で
は
、
競
売
型
市
場
の
ほ
か
、
入
札
型
市
場

（冒
０
２
い５
ｍ
〓
贅
″
し
、
関
係
的
市
場

（”
①】”
い̈ｏ
●
ユ
〓
”
寿
①
し
、
契
約
的
市
場

（ｏ
ｏ
二
８
ｏ
一‘
じ
〓
賀
ざ
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
型
市
場

（印
”
５
ｏ
，
い８

〓
”
【ぼ
し
、
拘
束
的
市
場

（〇
げ
】い『
けいｏ
●
ュ
〓
”
寿
Φ
し

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
類

が
い
か
な
る
観
点
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
不
明
確
な
点
は
あ
る
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
市
場
観
の
非
現
実
性
を
つ
く
点
に
お
い
て
興
味
深
い
指
摘
で
は
あ
る
。

↑
１０‐
）
＞
〕
＞
＞
Ｚ
日
【↓
”
Ｃ
∽
日
∽
口
〇
弓
【Ｏ
Ｚ
・
∽Ｃ
づ
【”
●
〇
”①
【ω
Ｐ
”
一
いド
ｏ
９

（‐６２
）
註

（‐３７
）
を
参
照
。


